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すくすく1歳 平成29年４月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！

誕生日　親
（地区・自治会）

平成28年３月生まれ

郷土の植物 （335）

第144回
阿孫  久見

ヒメウラシマソウ（サトイモ科）

　
山
地
の
半
陰
地
に
な
っ
た
林
内

に
生
育
す
る
高
さ
30
㌢
ほ
ど
の
多

年
草
で
す
。
花
の
茎
は
葉
柄
よ
り
、

ず
っ
と
短
い
で
す
。

　
葉
は
１
個
で
長
い
葉
柄
の
先
端

に
７
〜
13
個
の
全
縁
で
長
楕
円
形

の
小
葉
が
鳥
足
状
に
分
か
れ
て
つ

き
ま
す
。
大
き
い
頂
小
葉
で
長
さ

14
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉

先
が
と
が
り
ま
す
。

　
春
の
頃
、
地
際
に
サ
ト
イ
モ
科

特
有
の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
を
し
た
仏

炎
苞
と
い
わ
れ
る
径
４
㌢
ほ
ど
の

暗
紫
色
に
白
い
線
の
入
っ
た
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
仏
炎
苞
の
筒
部
に

か
く
れ
て
見
え
ま
せ
ん
が
、
雄
し

べ
と
雌
し
べ
の
集
ま
っ
た
部
分
を

肉
穂
と
呼
び
、
そ
の
肉
穂
の
先
に

長
さ
20
㌢
ほ
ど
の
長
い
糸
状
の
付

属
体
（
写
真
）
を
真
上
に
突
き
出

し
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ

に
似
て
小
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
姫

浦
島
草
（
ヒ
メ
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
）
の

名
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ

の
語
源
は
細
い
糸
状
の
付
属
体
を

浦
島
太
郎
が
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い

る
の
に
見
立
て
た
も
の
で
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
山
系
な
ど
の
山

麓
の
林
内
で
稀
に
観
察
さ
れ
る
個

体
の
少
な
い
植
物
で
す
。
花
期
は

４
月
で
す
。

この券を切り取り、登城の際に料金所に提出してく
ださい。１枚につき１家族が無料で観覧できます。

竹田市教育委員会文化財課

木
の
芽
起
こ
し
の
雨
に

　会期　２月11日（土・祝）～３月12日㈰の間　
　　　　※会場により異なります

　会場　■gallery 傾く家　2011 年に移住してきた美術
ユニット・オレクトロニカによるギャラリー。 

　　　　〔場所〕竹田市大字竹田 2115-1
　・会期中のオープン日時：2/11㈯、12㈰、25

㈯、 26㈰、3/4㈯、5㈰、 11 ㈯、12㈰ 11:00
～ 17:00

　　　　■志保屋主屋　1865 年に建てられたという登
録有形文化財の蔵。３月５日まで開催され
るひなまつりの会場のひとつにもなってい
ます。

　　　　〔場所〕竹田市竹田町 507 
　　　　・会期中のオープン日時：毎日10:00 ～ 17:00
　　　　■たけたから　竹田市在住作家の作品をあつ

かうギャラリー。
　　　　　〔場所〕竹田市竹田町 233-1 

　・会期中のオープン日時：木・金・土 11:00
～ 18:00

　　　　■真抄洞 shinshodo　竹田市在住作家の作品
をあつかうギャラリー。在住作家による城
下町エリアにおける公開作品制作の場「真
抄洞実験室」を併設しています。 

　　　　〔場所〕竹田市大字竹田町 551 ・会期中のオー
プン日時：2/11㈯、12㈰、16㈭、19㈰、25
㈯、26㈰、3/2㈭、5㈰、9㈭、11㈯、12㈰ 
13:00 ～ 17:00

　　　問竹田アートカルチャー実行委員会事務局
　　　　☎ 090-4439-5216（担当：さわだ）

←竹田市における「アク
ティブ・ラーニング美
術教育推進事業事後学
習活動」の一環として
開催します！

城原小・竹田小・豊岡小・宮城台小 
「まちなか」で小学校４年生42名の作品展を鑑賞しよう

「竹田っ子ミュージアムを作ろっ！」展

は
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広報

音楽姉妹都市提携50周年

竹田市
大分県

♪
 

瀧廉太郎
佐藤義美

中野市
長野県

中山晋平
高野辰之 仙台市

宮城県
土井晩翠

⑥⑦

音楽が結んだ「絆」
輝く未来へ

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　22,815　人（＋ 3人 ）
男　性　10,646　人（＋ 5人 ）
女　性　12,169　人（－ 2人 ）
世帯数　10,439世帯（－ 3世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成29年２月１日現在）

  2   中野市・仙台市・竹田市
　　音楽姉妹都市提携50周年

  6   竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙

  8   〔財政〕地域資源を活かしたまちづくり
施策の展開と財政運営

10   〔農業〕県内、断トツ一番の園芸産地
に！  ほか

12   〔保健〕生活習慣病予防に立ち向かう！

14   まちの出来事

16   たけたん情報　竹田市のこよみ  ほか

24   第６回「荒城の月短歌大会」入選作品
　　発表

26   休日当番医情報／子育て小児科 

27   人権シリーズ「ぬくもり」  ほか 

28   学び舎（宮城台小学校）／まるごと博
物館（久住）／図書館に行こう  ほか

30   「有由有縁」／ストップ！滞納

32    郷土の植物／すくすく１歳  ほか

■今月の表紙

木の芽起こしの雨に
風に大きく喘ぐ竹の声が途切れ
た。やがて、暖かい雨がしとしと
降る庭先から、芽吹きを促され
た草花たちの「息遣い」が聞こえ
てくる。

（瀧廉太郎記念館）

仙台市

奥山  恵美子 市長

竹田市

首藤  勝次 市長

１月28日、中野市、仙台市、竹田市との間で提携している音楽姉妹都市50周年を記念して「未来に向けた姉妹都
市交流の絆共同宣言式」が中野市役所で行われ、あらためて文化振興の発展を誓いました。

音楽姉妹都市提携50周年 ３姉妹、誓いを新たに！

【写真】①首藤竹田市長、奥山仙台市長、池田中野市長　②共同宣言書に署名をする
３市長　③第53回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選曲発表会　④ゲストとして演奏す
る仙台フィルハーモニー管弦楽団　⑤ゲストとして姉妹都市ゆかりの曲を熱唱するソ
プラノヴォーカリスト・西みほさん（竹田市出身）　⑥下田中山晋平記念館館長　⑦中
山晋平先生の生家

②

③

④

⑤

①

音楽の力を子どもたちに伝承へ

心の絆を深め、新たなスタートに

　
３
市
に
よ
る
共
同
宣
言
式
に
は
、

池
田
茂
中
野
市
長
、
首
藤
勝
次
竹

田
市
長
、
奥
山
恵
美
子
仙
台
市
長

が
出
席
。
３
市
の
市
長
は
「
姉
妹
都

市
友
好
の
絆
を
未
来
に
向
け
て
継

承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
相
互
の
繁
栄
と
自
ら
の
ま
ち
に

発
展
を
も
た
ら
す
努
力
を
続
け
る
」

と
い
う
趣
旨
の
共
同
宣
言
書
に
署

名
し
、
こ
れ
か
ら
も
音
楽
行
事
や
人

材
交
流
等
を
通
し
て
、
文
化
振
興
の

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
中
野
市
市
民
会
館

で
「
第
53
回
中
山
晋
平
記
念
音
楽

賞
」
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
に
続
き
、

音
楽
姉
妹
都
市
50
周
年
記
念
公
演

と
し
て
、
仙
台
市
か
ら
は
仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
木
管
五
重
奏
、
竹
田
市
か
ら

は
ソ
プ
ラ
ノ
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
西
み

ほ
さ
ん
（
竹
田
市
出
身
・
名
古
屋
市

在
住
）
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
西
さ
ん
は
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら

３
市
に
縁
の
あ
る
音
楽
家
た
ち
の
名

曲
「
荒
城
の
月
」
や
「
ち
ょ
う
ち
ょ

の
町
」、「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ 
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」

ほ
か
、
全
７
曲
を
情
緒
豊
か
な
歌
声

で
館
内
に
響
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
野
市
・
仙
台
市
・
竹
田
市
の
先

人
た
ち
が
続
け
て
き
た
音
楽
交
流

50
年
。
現
在
で
は
、
被
災
を
す
れ
ば

す
ぐ
に
支
援
の
手
を
互
い
に
差
し

伸
べ
る
ほ
ど
、
本
当
の
姉
妹
の
よ
う

な
関
係
に
ま
で
、
絆
が
深
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
50
年
に
向
け
て
、
３

市
は
音
楽
の
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

今
後
も
文
化
振
興
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　〝
芸
術
文
化
は
時
空
を
超
え
る
〞

と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
音
楽
を
通

じ
て
私
た
ち
は
固
い
絆
で
結
ば
れ

続
け
て
き
た
50
年
で
し
た
。

　
実
は
竹
田
市
出
身
の
童
謡
童
話

作
家
、
佐
藤
義
美
先
生
と
中
野
市

出
身
の
中
山
晋
平
先
生
作
曲
で
、

「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」
と
い
う
曲
が

昭
和
初
期
に
作
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。「
荒
城
の
月
」
の
よ
う
に
、
中

野
市
と
の
縁
を
結
ぶ
歌
の
発
見
は
、

ま
さ
に
歴
史
の
根
っ
こ
が
つ
な
が
っ

た
と
い
う
喜
び
に
包
ま
れ
る
と
と

も
に
、
音
楽
姉
妹
都
市
の
新
た
な

絆
に
な
る
で
し
ょ
う
。

中野市

池田  茂 市長

　
音
楽
に
よ
る
ご
縁
で
姉
妹
都
市

と
な
っ
た
３
市
が
集
ま
り
ま
し
て
、

さ
ら
に
未
来
に
向
け
て
「
音
楽
を
通

じ
た
交
流
、
文
化
の
力
の
発
信
を
さ

ら
に
続
け
て
い
く
」
と
い
う
、
新
し

い
一
歩
を
こ
こ
に
踏
み
出
し
て
い
け

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　
文
部
省
唱
歌
や
童
謡
の
持
つ
「
素

晴
ら
し
い
心
を
揺
さ
ぶ
る
力
」。
こ

の
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り

伝
え
て
い
く
こ
と
を
３
市
の
歩
み
と

し
て
、
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
野
市
出
身
の
国
文
学
者
、

高
野
辰
之
先
生
作
詞
の
「
故
郷
」

と
い
う
曲
が
震
災
後
、
各
地
で

歌
わ
れ
、
世
界
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
音
楽
の
持

つ
力
に
は
と
て
も
強
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。「
音
楽
を
通
じ
て
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
交
流
を
重
ね
て

き
た
こ
と
」
は
、
私
た
ち
中
野
市

民
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
音
楽
姉
妹
都
市
と
い
う

大
き
な
幹
か
ら
太
い
枝
が
広
が

る
よ
う
な
「
交
流
」
の
発
展
を
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

おん がく きずなむす

かがや み らい
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⑥⑦

音楽が結んだ「絆」
輝く未来へ

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　22,815　人（＋ 3人 ）
男　性　10,646　人（＋ 5人 ）
女　性　12,169　人（－ 2人 ）
世帯数　10,439世帯（－ 3世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成29年２月１日現在）

  2   中野市・仙台市・竹田市
　　音楽姉妹都市提携50周年

  6   竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙

  8   〔財政〕地域資源を活かしたまちづくり
施策の展開と財政運営

10   〔農業〕県内、断トツ一番の園芸産地
に！  ほか

12   〔保健〕生活習慣病予防に立ち向かう！

14   まちの出来事

16   たけたん情報　竹田市のこよみ  ほか

24   第６回「荒城の月短歌大会」入選作品
　　発表

26   休日当番医情報／子育て小児科 

27   人権シリーズ「ぬくもり」  ほか 

28   学び舎（宮城台小学校）／まるごと博
物館（久住）／図書館に行こう  ほか

30   「有由有縁」／ストップ！滞納

32    郷土の植物／すくすく１歳  ほか

■今月の表紙

木の芽起こしの雨に
風に大きく喘ぐ竹の声が途切れ
た。やがて、暖かい雨がしとしと
降る庭先から、芽吹きを促され
た草花たちの「息遣い」が聞こえ
てくる。

（瀧廉太郎記念館）

仙台市

奥山  恵美子 市長

竹田市

首藤  勝次 市長

１月28日、中野市、仙台市、竹田市との間で提携している音楽姉妹都市50周年を記念して「未来に向けた姉妹都
市交流の絆共同宣言式」が中野市役所で行われ、あらためて文化振興の発展を誓いました。

音楽姉妹都市提携50周年 ３姉妹、誓いを新たに！

【写真】①首藤竹田市長、奥山仙台市長、池田中野市長　②共同宣言書に署名をする
３市長　③第53回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選曲発表会　④ゲストとして演奏す
る仙台フィルハーモニー管弦楽団　⑤ゲストとして姉妹都市ゆかりの曲を熱唱するソ
プラノヴォーカリスト・西みほさん（竹田市出身）　⑥下田中山晋平記念館館長　⑦中
山晋平先生の生家

②

③

④

⑤

①

音楽の力を子どもたちに伝承へ

心の絆を深め、新たなスタートに

　
３
市
に
よ
る
共
同
宣
言
式
に
は
、

池
田
茂
中
野
市
長
、
首
藤
勝
次
竹

田
市
長
、
奥
山
恵
美
子
仙
台
市
長

が
出
席
。
３
市
の
市
長
は
「
姉
妹
都

市
友
好
の
絆
を
未
来
に
向
け
て
継

承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
相
互
の
繁
栄
と
自
ら
の
ま
ち
に

発
展
を
も
た
ら
す
努
力
を
続
け
る
」

と
い
う
趣
旨
の
共
同
宣
言
書
に
署

名
し
、
こ
れ
か
ら
も
音
楽
行
事
や
人

材
交
流
等
を
通
し
て
、
文
化
振
興
の

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
中
野
市
市
民
会
館

で
「
第
53
回
中
山
晋
平
記
念
音
楽

賞
」
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
に
続
き
、

音
楽
姉
妹
都
市
50
周
年
記
念
公
演

と
し
て
、
仙
台
市
か
ら
は
仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
木
管
五
重
奏
、
竹
田
市
か
ら

は
ソ
プ
ラ
ノ
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
西
み

ほ
さ
ん
（
竹
田
市
出
身
・
名
古
屋
市

在
住
）
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
西
さ
ん
は
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら

３
市
に
縁
の
あ
る
音
楽
家
た
ち
の
名

曲
「
荒
城
の
月
」
や
「
ち
ょ
う
ち
ょ

の
町
」、「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」

ほ
か
、
全
７
曲
を
情
緒
豊
か
な
歌
声

で
館
内
に
響
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
野
市
・
仙
台
市
・
竹
田
市
の
先

人
た
ち
が
続
け
て
き
た
音
楽
交
流

50
年
。
現
在
で
は
、
被
災
を
す
れ
ば

す
ぐ
に
支
援
の
手
を
互
い
に
差
し

伸
べ
る
ほ
ど
、
本
当
の
姉
妹
の
よ
う

な
関
係
に
ま
で
、
絆
が
深
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
50
年
に
向
け
て
、
３

市
は
音
楽
の
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

今
後
も
文
化
振
興
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　〝
芸
術
文
化
は
時
空
を
超
え
る
〞

と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
音
楽
を
通

じ
て
私
た
ち
は
固
い
絆
で
結
ば
れ

続
け
て
き
た
50
年
で
し
た
。

　
実
は
竹
田
市
出
身
の
童
謡
童
話

作
家
、
佐
藤
義
美
先
生
と
中
野
市

出
身
の
中
山
晋
平
先
生
作
曲
で
、

「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」
と
い
う
曲
が

昭
和
初
期
に
作
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。「
荒
城
の
月
」
の
よ
う
に
、
中

野
市
と
の
縁
を
結
ぶ
歌
の
発
見
は
、

ま
さ
に
歴
史
の
根
っ
こ
が
つ
な
が
っ

た
と
い
う
喜
び
に
包
ま
れ
る
と
と

も
に
、
音
楽
姉
妹
都
市
の
新
た
な

絆
に
な
る
で
し
ょ
う
。

中野市

池田  茂 市長

　
音
楽
に
よ
る
ご
縁
で
姉
妹
都
市

と
な
っ
た
３
市
が
集
ま
り
ま
し
て
、

さ
ら
に
未
来
に
向
け
て
「
音
楽
を
通

じ
た
交
流
、
文
化
の
力
の
発
信
を
さ

ら
に
続
け
て
い
く
」
と
い
う
、
新
し

い
一
歩
を
こ
こ
に
踏
み
出
し
て
い
け

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　
文
部
省
唱
歌
や
童
謡
の
持
つ
「
素

晴
ら
し
い
心
を
揺
さ
ぶ
る
力
」。
こ

の
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り

伝
え
て
い
く
こ
と
を
３
市
の
歩
み
と

し
て
、
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
野
市
出
身
の
国
文
学
者
、

高
野
辰
之
先
生
作
詞
の
「
故
郷
」

と
い
う
曲
が
震
災
後
、
各
地
で

歌
わ
れ
、
世
界
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
音
楽
の
持

つ
力
に
は
と
て
も
強
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。「
音
楽
を
通
じ
て
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
交
流
を
重
ね
て

き
た
こ
と
」
は
、
私
た
ち
中
野
市

民
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
音
楽
姉
妹
都
市
と
い
う

大
き
な
幹
か
ら
太
い
枝
が
広
が

る
よ
う
な
「
交
流
」
の
発
展
を
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

おん がく きずなむす

かがや み らい
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音楽姉妹都市提携50周年

←宮城県仙台市と音楽姉妹
都市調印式。小学生が使
節として両市を交換訪問
し、調印に立ち合いまし
た（写真は岡城跡・瀧廉
太郎像前）

　明治４（1871）年～昭和
27（1952）年。仙台市生ま
れの詩人・英文学者。本名
は土井林吉（りんきち）。
　第一詩集『天地有情』（明
治32年３刊）に収録された
壮大で神秘的な詩の数々
は、当時の青年達に大きな
感銘を与え、島崎藤村とと
もに並び称されました。「荒
城の月」の作詞者としても
知られています。10月19日
は晩翠の命日（晩翠忌）に
当たります。

長野県中野市と音楽姉妹→
都市調印。ＮＨＫテレビ
「スタジオ102」を通じ
て全国に放映

　
今
か
ら
50
年
前
、
童
謡
や
新
民
謡

の
作
曲
家
と
し
て
有
名
な
中
山
晋

平
先
生
を
生
ん
だ
長
野
県
中
野
市

か
ら
「
音
楽
姉
妹
都
市
の
縁
を
結
び

音
楽
を
通
じ
て
産
業
、
文
化
の
向
上

を
図
り
た
い
」
と
、
竹
田
市
に
申
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
と
し
て
は
、
か
ね
て
か
ら
名

曲
「
荒
城
の
月
」
の
作
詞
者
、
土
井

晩
翠
先
生
の
出
身
地
・
宮
城
県
仙
台

市
と
縁
を
結
ぶ
こ
と
を
思
い
描
い
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
機
会

に
、
仙
台
市
に
対
し
て
も
申
し
入

れ
、
中
野
市
に
も
承
諾
を
い
た
だ
い

た
と
い
う
経
過
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
１
月
18
日
、
は
じ
め
に

中
野
市
と
の
調
印
式
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分

第
一
ス
タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
小
学
校
生
徒
が
、
中
山
先
生

作
曲
の
「
し
ょ
う
じ
ょ
う
寺
の
狸
ば

や
し
」
を
合
唱
、
中
野
小
学
校
生
徒

が
瀧
廉
太
郎
先
生
作
曲
の
「
荒
城
の

月
」
を
合
唱
す
る
中
で
、
当
時
の
中

野
市
丸
山
久
雄
市
長
、
佐
久
間
盛
夫

竹
田
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
同
年
３
月
１
日
、
宮
城

県
仙
台
市
と
の
音
楽
姉
妹
都
市
調

印
式
は
、Ｏ
Ｂ
Ｓ
大
分
放
送
の
企
画

で
東
北
放
送
と
提
携
し
、
岡
城
と
青

葉
城
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
東
京
放
送

の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
全
国
放
送
と
し
て

テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
か
ら
は
、
瀧
廉
太
郎
の
母

校
・
竹
田
小
学
校
６
年
生
の
高
浦
嘉

昭
さ
ん
が
旧
竹
田
市
の
市
花
で
あ
る

白
百
合
の
球
根
を
携
え
、
少
年
使
節

と
し
て
仙
台
市
を
訪
問
。
仙
台
市
か

ら
は
土
井
晩
翠
の
母
校
・
木
町
通
小

学
校
６
年
の
菅
野
博
さ
ん
が
市
花
の

ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
の
苗
と
種
子
を
携
え

て
来
竹
。
調
印
式
は
青
葉
城
址
と
岡

城
跡
に
お
い
て
、
両
児
童
が
立
合
人

と
し
て
見
守
る
中
、
島
野
武
仙
台
市

長
と
佐
久
間
盛
夫
竹
田
市
長
が
協

定
書
に
署
名
を
し
ま
し
た
。

　
岡
城
跡
に
あ
る
晩
翠
の
詩
碑
前

に
て
、
竹
田
高
校
の
女
子
生
徒
22
名

に
よ
る
合
唱
団
が
姉
妹
都
市
締
結

を
祝
い
「
荒
城
の
月
」
を
合
唱
し
、

「
竹
田
・
岡
城
・
瀧
廉
太
郎
」
を
全

国
に
発
信
し
た
そ
う
で
す
。

　「
竹
田
の
姉
妹
都
市
縁
結
び
　

ニ
ュ
ー
ス
シ
ョ
ー
で
全
国
へ
」
等
、

当
時
の
新
聞
記
事
に
は
、「
荒
城
の

月
」
が
取
り
持
つ
縁
と
し
て
大
き
く

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　昭
和
42
年
、
長
野
県
中
野
市
か
ら
本
市
に
「
音
楽
姉
妹
都
市
」
の
申
し
入
れ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
さ
ら
に
宮
城
県
仙
台
市
も
加
え
て
、
音
楽
姉
妹
都
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
50
年
前
、
縁
結
び
は
、
な
ん
と
「
テ
レ
ビ
調
印
式
」
だ
っ
た
！

日
本
に
音
楽
姉
妹
都
市
が

誕
生
し
た
日

中
野
市
と
縁
を
つ
な
ぐ
曲
発
見
！

み
ん
な
で
歌
お
う「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」

　「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
で
有
名
な

わ
が
竹
田
市
出
身
の
童
謡
童
話
作
家
、

佐
藤
義
美
と
、
音
楽
姉
妹
都
市
・
中
野

市
の
中
山
晋
平
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
珠

玉
の
１
曲
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
名
は
「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」（
作

詞
・
佐
藤
義
美
／
作
曲
・
中
山
晋
平
）。

昭
和
初
期
の
作
品
で
、
昭
和
29
（
１
９

５
４
）
年
３
月
に
は
歌
手
の
古
賀
さ
と

子
さ
ん
が
歌
い
、
ビ
ク
タ
ー
か
ら
レ

コ
ー
ド
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」

ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
の

　ア
ネ
モ
ネ
通
り

リ
ボ
ン
売
っ
て
る

　店
が
あ
る

い
つ
も
ち
ょ
う
ち
ょ
が

　買
い
に
く
る

金
の
か
ご
さ
げ
て

　買
い
に
く
る

ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
の

　チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
通
り

お
菓
子
売
っ
て
る

　店
が
あ
る

い
つ
も
ち
ょ
う
ち
ょ
が

　買
い
に
く
る

金
の
か
ご
さ
げ
て

　買
い
に
く
る

ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
の

　ヒ
ヤ
シ
ン
ス
通
り

絵
本
売
っ
て
る

　店
が
あ
る

い
つ
も
ち
ょ
う
ち
ょ
が

　買
い
に
く
る

金
の
か
ご
さ
げ
て

　買
い
に
く
る

　
流
れ
て
い
る
と
思
わ
ず
、
買
い
物
が

楽
し
く
な
り
そ
う
な
か
わ
い
い
曲
で

す
。
か
つ
て
竹
田
の
商
店
街
に
こ
れ
ほ

ど
似
合
う
曲
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
歌
い
継
ぎ
た
い
、
縁
の
あ

る
曲
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

土井　晩翠
（1871.12.5 - 1952.10.19）

　「荒城の月」の作詞家である土井晩翠
の出身地。宮城県の県庁所在地で東北地
域の中枢をなす政令市（別名「杜の都」）。
　平成23年３月、東日本大震災が発生
し、宮城野区で震度６強を記録。死者約
１千名、約３万棟が全壊するなど想像を
絶する規模の被害を受けました。被災か
ら６年、力強く確実に復興が進んでいます。
【人口】1,058,517人（平成29年１月１日現在）

仙台市

↑仙台城跡伊達政宗騎馬像（写真提
供：仙台市観光課）

↑仙台城跡「荒城の月」詩碑（写真提
供：佐々木隆二氏）

　明治12（1879）年～明治
36（1903）年。東京市芝区
南佐久間町（当時）生まれ。
不朽の名作「荒城の月」を
作曲した、世界的な音楽家
瀧廉太郎。モチーフとなっ
た竹田市の岡城跡は、少年
期の廉太郎が好んで遊んだ
といわれています。
　ドイツ留学先のドイツの
地で結核を発病し，思いを
遂げることなく帰国。数年
後、23歳10か月の若さで、
一閃の光芒にも似た短い生
涯を閉じました。

瀧　廉太郎
（1879.8.24 - 1903.6.29）

　岡藩城下町の風情を残す竹田市街地、
九州本土最高峰のくじゅう連山の南麓に
広がる広大な久住高原、日本一の炭酸
泉・長湯温泉、西日本一のトマト産地を
誇る荻の大地など、風光明媚な地域とし
て、県南西部に位置しています。
　画聖田能村竹田を生み、楽聖瀧廉太郎
を育てたまちは、芸術家たちが移り住む文化と芸術の里を
目指します。
【人口】22,812人（平成29年１月１日現在）

竹田市

↑瀧廉太郎記念館↑瀧廉太郎像（国指定史跡岡城跡）

　明治20（1887）年～昭和
27（1952）年。長野県下高
井郡新野村（現・中野市）
生まれ。
　日本の作曲家。多くの傑
作といわれる童謡・流行
歌・新民謡などを残しまし
た。作品は多岐にわたり、
学校の校歌・社歌等を含め
中山の作品と判明している
だけで約1,800曲にのぼりま
す。
　中野市は「中山晋平記念
音楽賞作曲募集」を実施し
ており、毎年多数の応募が
寄せられ、優れた作品を生
みだしています。

中山　晋平
（1887.3.22 - 1952.12.30）

　瀧廉太郎と並び作曲界に名を残す中山
晋平、また、唱歌「故郷」を作詞した、
国文学者・高野辰之の出身地。
　長野県北部、善光寺平の北東部に位置
する北信州の中心都市です。
　農業が主産業で、えのきたけ、ぶなし
めじ、ぶどう、りんごなどは全国有数の
生産量を誇ります。夜間瀬川の扇状地として水はけの良い
土地であり、果樹栽培に適しています。
【人口】43,434人（平成29年１月１日現在）

中野市

↑高野辰之記念館↑中山晋平記念館

ど い ばんすい

たき れん た ろう

なかやま しんぺい
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音楽姉妹都市提携50周年

←宮城県仙台市と音楽姉妹
都市調印式。小学生が使
節として両市を交換訪問
し、調印に立ち合いまし
た（写真は岡城跡・瀧廉
太郎像前）

　明治４（1871）年～昭和
27（1952）年。仙台市生ま
れの詩人・英文学者。本名
は土井林吉（りんきち）。
　第一詩集『天地有情』（明
治32年３刊）に収録された
壮大で神秘的な詩の数々
は、当時の青年達に大きな
感銘を与え、島崎藤村とと
もに並び称されました。「荒
城の月」の作詞者としても
知られています。10月19日
は晩翠の命日（晩翠忌）に
当たります。

長野県中野市と音楽姉妹→
都市調印。ＮＨＫテレビ
「スタジオ102」を通じ
て全国に放映

　
今
か
ら
50
年
前
、
童
謡
や
新
民
謡

の
作
曲
家
と
し
て
有
名
な
中
山
晋

平
先
生
を
生
ん
だ
長
野
県
中
野
市

か
ら
「
音
楽
姉
妹
都
市
の
縁
を
結
び

音
楽
を
通
じ
て
産
業
、
文
化
の
向
上

を
図
り
た
い
」
と
、
竹
田
市
に
申
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
と
し
て
は
、
か
ね
て
か
ら
名

曲
「
荒
城
の
月
」
の
作
詞
者
、
土
井

晩
翠
先
生
の
出
身
地
・
宮
城
県
仙
台

市
と
縁
を
結
ぶ
こ
と
を
思
い
描
い
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
機
会

に
、
仙
台
市
に
対
し
て
も
申
し
入

れ
、
中
野
市
に
も
承
諾
を
い
た
だ
い

た
と
い
う
経
過
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
１
月
18
日
、
は
じ
め
に

中
野
市
と
の
調
印
式
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分

第
一
ス
タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
小
学
校
生
徒
が
、
中
山
先
生

作
曲
の
「
し
ょ
う
じ
ょ
う
寺
の
狸
ば

や
し
」
を
合
唱
、
中
野
小
学
校
生
徒

が
瀧
廉
太
郎
先
生
作
曲
の
「
荒
城
の

月
」
を
合
唱
す
る
中
で
、
当
時
の
中

野
市
丸
山
久
雄
市
長
、
佐
久
間
盛
夫

竹
田
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
同
年
３
月
１
日
、
宮
城

県
仙
台
市
と
の
音
楽
姉
妹
都
市
調

印
式
は
、Ｏ
Ｂ
Ｓ
大
分
放
送
の
企
画

で
東
北
放
送
と
提
携
し
、
岡
城
と
青

葉
城
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
東
京
放
送

の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
全
国
放
送
と
し
て

テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
か
ら
は
、
瀧
廉
太
郎
の
母

校
・
竹
田
小
学
校
６
年
生
の
高
浦
嘉

昭
さ
ん
が
旧
竹
田
市
の
市
花
で
あ
る

白
百
合
の
球
根
を
携
え
、
少
年
使
節

と
し
て
仙
台
市
を
訪
問
。
仙
台
市
か

ら
は
土
井
晩
翠
の
母
校
・
木
町
通
小

学
校
６
年
の
菅
野
博
さ
ん
が
市
花
の

ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
の
苗
と
種
子
を
携
え

て
来
竹
。
調
印
式
は
青
葉
城
址
と
岡

城
跡
に
お
い
て
、
両
児
童
が
立
合
人

と
し
て
見
守
る
中
、
島
野
武
仙
台
市

長
と
佐
久
間
盛
夫
竹
田
市
長
が
協

定
書
に
署
名
を
し
ま
し
た
。

　
岡
城
跡
に
あ
る
晩
翠
の
詩
碑
前

に
て
、
竹
田
高
校
の
女
子
生
徒
22
名

に
よ
る
合
唱
団
が
姉
妹
都
市
締
結

を
祝
い
「
荒
城
の
月
」
を
合
唱
し
、

「
竹
田
・
岡
城
・
瀧
廉
太
郎
」
を
全

国
に
発
信
し
た
そ
う
で
す
。

　「
竹
田
の
姉
妹
都
市
縁
結
び
　

ニ
ュ
ー
ス
シ
ョ
ー
で
全
国
へ
」
等
、

当
時
の
新
聞
記
事
に
は
、「
荒
城
の

月
」
が
取
り
持
つ
縁
と
し
て
大
き
く

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　昭
和
42
年
、
長
野
県
中
野
市
か
ら
本
市
に
「
音
楽
姉
妹
都
市
」
の
申
し
入
れ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
さ
ら
に
宮
城
県
仙
台
市
も
加
え
て
、
音
楽
姉
妹
都
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
50
年
前
、
縁
結
び
は
、
な
ん
と
「
テ
レ
ビ
調
印
式
」
だ
っ
た
！

日
本
に
音
楽
姉
妹
都
市
が

誕
生
し
た
日

中
野
市
と
縁
を
つ
な
ぐ
曲
発
見
！

み
ん
な
で
歌
お
う「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」

　「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
で
有
名
な

わ
が
竹
田
市
出
身
の
童
謡
童
話
作
家
、

佐
藤
義
美
と
、
音
楽
姉
妹
都
市
・
中
野

市
の
中
山
晋
平
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
珠

玉
の
１
曲
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
名
は
「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」（
作

詞
・
佐
藤
義
美
／
作
曲
・
中
山
晋
平
）。

昭
和
初
期
の
作
品
で
、
昭
和
29
（
１
９

５
４
）
年
３
月
に
は
歌
手
の
古
賀
さ
と

子
さ
ん
が
歌
い
、
ビ
ク
タ
ー
か
ら
レ

コ
ー
ド
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」

ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
の

　ア
ネ
モ
ネ
通
り

リ
ボ
ン
売
っ
て
る

　店
が
あ
る

い
つ
も
ち
ょ
う
ち
ょ
が

　買
い
に
く
る

金
の
か
ご
さ
げ
て

　買
い
に
く
る

ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
の

　チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
通
り

お
菓
子
売
っ
て
る

　店
が
あ
る

い
つ
も
ち
ょ
う
ち
ょ
が

　買
い
に
く
る

金
の
か
ご
さ
げ
て

　買
い
に
く
る

ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
の

　ヒ
ヤ
シ
ン
ス
通
り

絵
本
売
っ
て
る

　店
が
あ
る

い
つ
も
ち
ょ
う
ち
ょ
が

　買
い
に
く
る

金
の
か
ご
さ
げ
て

　買
い
に
く
る

　
流
れ
て
い
る
と
思
わ
ず
、
買
い
物
が

楽
し
く
な
り
そ
う
な
か
わ
い
い
曲
で

す
。
か
つ
て
竹
田
の
商
店
街
に
こ
れ
ほ

ど
似
合
う
曲
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
歌
い
継
ぎ
た
い
、
縁
の
あ

る
曲
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

土井　晩翠
（1871.12.5 - 1952.10.19）

　「荒城の月」の作詞家である土井晩翠
の出身地。宮城県の県庁所在地で東北地
域の中枢をなす政令市（別名「杜の都」）。
　平成23年３月、東日本大震災が発生
し、宮城野区で震度６強を記録。死者約
１千名、約３万棟が全壊するなど想像を
絶する規模の被害を受けました。被災か
ら６年、力強く確実に復興が進んでいます。
【人口】1,058,517人（平成29年１月１日現在）

仙台市

↑仙台城跡伊達政宗騎馬像（写真提
供：仙台市観光課）

↑仙台城跡「荒城の月」詩碑（写真提
供：佐々木隆二氏）

　明治12（1879）年～明治
36（1903）年。東京市芝区
南佐久間町（当時）生まれ。
不朽の名作「荒城の月」を
作曲した、世界的な音楽家
瀧廉太郎。モチーフとなっ
た竹田市の岡城跡は、少年
期の廉太郎が好んで遊んだ
といわれています。
　ドイツ留学先のドイツの
地で結核を発病し，思いを
遂げることなく帰国。数年
後、23歳10か月の若さで、
一閃の光芒にも似た短い生
涯を閉じました。

瀧　廉太郎
（1879.8.24 - 1903.6.29）

　岡藩城下町の風情を残す竹田市街地、
九州本土最高峰のくじゅう連山の南麓に
広がる広大な久住高原、日本一の炭酸
泉・長湯温泉、西日本一のトマト産地を
誇る荻の大地など、風光明媚な地域とし
て、県南西部に位置しています。
　画聖田能村竹田を生み、楽聖瀧廉太郎
を育てたまちは、芸術家たちが移り住む文化と芸術の里を
目指します。
【人口】22,812人（平成29年１月１日現在）

竹田市

↑瀧廉太郎記念館↑瀧廉太郎像（国指定史跡岡城跡）

　明治20（1887）年～昭和
27（1952）年。長野県下高
井郡新野村（現・中野市）
生まれ。
　日本の作曲家。多くの傑
作といわれる童謡・流行
歌・新民謡などを残しまし
た。作品は多岐にわたり、
学校の校歌・社歌等を含め
中山の作品と判明している
だけで約1,800曲にのぼりま
す。
　中野市は「中山晋平記念
音楽賞作曲募集」を実施し
ており、毎年多数の応募が
寄せられ、優れた作品を生
みだしています。

中山　晋平
（1887.3.22 - 1952.12.30）

　瀧廉太郎と並び作曲界に名を残す中山
晋平、また、唱歌「故郷」を作詞した、
国文学者・高野辰之の出身地。
　長野県北部、善光寺平の北東部に位置
する北信州の中心都市です。
　農業が主産業で、えのきたけ、ぶなし
めじ、ぶどう、りんごなどは全国有数の
生産量を誇ります。夜間瀬川の扇状地として水はけの良い
土地であり、果樹栽培に適しています。
【人口】43,434人（平成29年１月１日現在）

中野市

↑高野辰之記念館↑中山晋平記念館

ど い ばんすい

たき れん た ろう

なかやま しんぺい
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投
票
で
き
る
人
は

○
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
平

成
11
年
４
月
17
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
竹
田
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

○
竹
田
市
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上

住
ん
で
い
る
人
（
転
入
者
は
、
平

成
29
年
１
月
８
日
ま
で
に
転
入

届
を
し
た
人
）

○
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

※

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
投
票
日
当
日
や
期
日
前
投
票

を
す
る
日
に
す
で
に
他
市
町
村
に

転
出
し
て
い
る
人
は
投
票
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

  

投
票
時
間
・
投
票
所
は

○
投
票
時
間

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

○
投
票
所

　
竹
田
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　（
歴
史
資
料
館
別
館
）

　
岡
本
　
岡
本
分
館

　
明
治
　
明
治
分
館

　
豊
岡
　
豊
岡
小
学
校
体
育
館

　
城
原
　
城
原
地
区
館

　
宮
城
　
宮
城
分
館

　
玉
来
　
玉
来
分
館

　
松
本
　
松
本
分
館

　
菅
生
　
菅
生
分
館

　
入
田
　
入
田
分
館

　
嫗
岳
　
嫗
岳
分
館

竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙

三ない運動

「明日へつなげる一票を」

投票日時

告  示  日 　４月９日㈰

４月16日㈰

竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙
　竹田市の将来を託す人を決める重要な選挙です。私たちの考えを市政に反映させるため、
選挙権を有する方は棄権することなく、大切な一票を投じましょう。
　なお、市議会議員選挙は、今回の選挙から定数16人となります。

　
宮
砥
　
　
宮
砥
分
館

　
片
ヶ
瀬
　
片
ヶ
瀬
集
会
所

　
荻
　
　
　
荻
公
民
館

　
柏
原
　
　
柏
原
公
民
館

　
久
住
　
　
久
住
公
民
館

　
白
丹
　
　
白
丹
公
民
館

　
都
野
　
　
都
野
公
民
館

　
直
入
　
　
直
入
支
所
大
会
議
室

　
下
竹
田
　
旧
下
竹
田
小
学
校

  

入
場
整
理
券
は

○
入
場
整
理
券
は
郵
送
し
ま
す
の

で
、
投
票
日
に
必
ず
投
票
所
の
受

付
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
16
日（
日
）当
日
の
投
票
は
、

入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
た
投

票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

○
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合

で
も
、
投
票
所
で
本
人
確
認
の
う

え
再
発
行
が
で
き
ま
す
。

  

投
票
の
方
法
は

○
投
票
の
順
序

　 

最
初
に
市
長
選
挙
の
投
票
を
行

い
、
次
に
市
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
を
行
い
ま
す
。

○
竹
田
市
長
選
挙
は
、
記
号
式
投
票

（
選
挙
日
当
日
）
で
す
。

　
投
票
用
紙
に
、
す
べ
て
の
候
補
者

の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
投
票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名

の
上
の
欄
に
○
印
を
一
つ
だ
け
押

し
て
く
だ
さ
い
。○
印
は
、
投
票

記
載
台
に
備
え
付
け
の
ス
タ
ン

パ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
、
点

字
投
票
は
記
名
式
投
票
で
す
。

○
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
記

名
式
投
票
で
す
。

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

 

　

  

代
理
投
票
及
び
点
字
投
票
は

　
け
が
や
身
体
の
障
が
い
等
で
字
を

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
係

員
に
よ
る
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　
目
が
不
自
由
な
方
は
、
点
字
で
投

票
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

　

  

期
日
前
投
票
は

　
４
月
16
日
（
日
）
の
投
票
日
に
、

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
等
の
た
め

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合

は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

　
４
月
10
日
㈪
〜
15
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

○
場
　
所

　
竹
田
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

　
荻
総
合
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
会

議
室

　
久
住
支
所
１
階
ホ
ー
ル

　
直
入
支
所
大
会
議
室

○
手
続
き

　 

期
日
前
投
票
宣
誓
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
ま
す
。

　
宣
誓
書
は
期
日
前
投
票
所
で
も

用
意
し
て
い
ま
す
が
、
入
場
整
理
券

の
宣
誓
書
に
記
入
し
て
お
持
ち
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

 

　

  

不
在
者
投
票
は

○
投
票
日
当
日
及
び
期
日
前
投
票

期
間
に
、
仕
事
や
旅
行
等
に
よ

り
、
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
続
き
に
期
日
を
要
し
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
病
院
な
ど
の
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
病
院
等
の
施
設
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　

  

郵
便
等
投
票
は

　
重
度
の
身
体
障
が
い
等
（
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

の
う
ち
、
両
下
肢
に
一
定
以
上
の
障

が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
や
介
護
保

険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
５
の
方

等
）
で
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
交

付
さ
れ
て
い
る
方
が
自
宅
で
記
載

し
、
郵
便
で
投
票
で
き
る
制
度
で

す
。

　
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

と
は
、
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

　

  

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
開
催

　
竹
田
市
長
選
挙
及
び
竹
田
市
議

会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
、
１
候
補
者
に
つ
き

２
名
以
内
で
説
明
会
に
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
17
日
（
金
）　

■
竹
田
市
長
選
挙

　
午
前
10
時
　
　

■
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

　
午
後
１
時
30
分

場
所
　
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

●
お
問
い
合
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
63-

１
１
１
１（
内
線
３
６
０
・

３
３
０
）

　
☎
63-

４
８
１
４
（
直
通
）

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

葬儀の花輪・
供花

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典

お歳暮・お年賀

落成式・
開店祝等の
花輪

お祭りへの
寄附・差入

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物の
差入

病気見舞

入学祝・
卒業祝

みんなで徹底しよう

譲らない!

求めない!
受け

取らない!

これらのものも、政治家の寄附禁止の
対象となります。

午前７時～午後６時

市長選：期日前
市議選：期日前・当日

市長選：当日

記名式投票 記号式投票
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投
票
で
き
る
人
は

○
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
平

成
11
年
４
月
17
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
竹
田
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

○
竹
田
市
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上

住
ん
で
い
る
人
（
転
入
者
は
、
平

成
29
年
１
月
８
日
ま
で
に
転
入

届
を
し
た
人
）

○
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

※

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
投
票
日
当
日
や
期
日
前
投
票

を
す
る
日
に
す
で
に
他
市
町
村
に

転
出
し
て
い
る
人
は
投
票
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

  

投
票
時
間
・
投
票
所
は

○
投
票
時
間

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

○
投
票
所

　
竹
田
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　（
歴
史
資
料
館
別
館
）

　
岡
本
　
岡
本
分
館

　
明
治
　
明
治
分
館

　
豊
岡
　
豊
岡
小
学
校
体
育
館

　
城
原
　
城
原
地
区
館

　
宮
城
　
宮
城
分
館

　
玉
来
　
玉
来
分
館

　
松
本
　
松
本
分
館

　
菅
生
　
菅
生
分
館

　
入
田
　
入
田
分
館

　
嫗
岳
　
嫗
岳
分
館

竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙

三ない運動

「明日へつなげる一票を」

投票日時

告  示  日 　４月９日㈰

４月16日㈰

竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙
　竹田市の将来を託す人を決める重要な選挙です。私たちの考えを市政に反映させるため、
選挙権を有する方は棄権することなく、大切な一票を投じましょう。
　なお、市議会議員選挙は、今回の選挙から定数16人となります。

　
宮
砥
　
　
宮
砥
分
館

　
片
ヶ
瀬
　
片
ヶ
瀬
集
会
所

　
荻
　
　
　
荻
公
民
館

　
柏
原
　
　
柏
原
公
民
館

　
久
住
　
　
久
住
公
民
館

　
白
丹
　
　
白
丹
公
民
館

　
都
野
　
　
都
野
公
民
館

　
直
入
　
　
直
入
支
所
大
会
議
室

　
下
竹
田
　
旧
下
竹
田
小
学
校

  

入
場
整
理
券
は

○
入
場
整
理
券
は
郵
送
し
ま
す
の

で
、
投
票
日
に
必
ず
投
票
所
の
受

付
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
16
日（
日
）当
日
の
投
票
は
、

入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
た
投

票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

○
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合

で
も
、
投
票
所
で
本
人
確
認
の
う

え
再
発
行
が
で
き
ま
す
。

  

投
票
の
方
法
は

○
投
票
の
順
序

　 

最
初
に
市
長
選
挙
の
投
票
を
行

い
、
次
に
市
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
を
行
い
ま
す
。

○
竹
田
市
長
選
挙
は
、
記
号
式
投
票

（
選
挙
日
当
日
）
で
す
。

　
投
票
用
紙
に
、
す
べ
て
の
候
補
者

の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
投
票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名

の
上
の
欄
に
○
印
を
一
つ
だ
け
押

し
て
く
だ
さ
い
。○
印
は
、
投
票

記
載
台
に
備
え
付
け
の
ス
タ
ン

パ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
、
点

字
投
票
は
記
名
式
投
票
で
す
。

○
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
記

名
式
投
票
で
す
。

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

 

　

  

代
理
投
票
及
び
点
字
投
票
は

　
け
が
や
身
体
の
障
が
い
等
で
字
を

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
係

員
に
よ
る
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　
目
が
不
自
由
な
方
は
、
点
字
で
投

票
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

　
  

期
日
前
投
票
は

　
４
月
16
日
（
日
）
の
投
票
日
に
、

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
等
の
た
め

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合

は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

　
４
月
10
日
㈪
〜
15
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

○
場
　
所

　
竹
田
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

　
荻
総
合
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
会

議
室

　
久
住
支
所
１
階
ホ
ー
ル

　
直
入
支
所
大
会
議
室

○
手
続
き

　 

期
日
前
投
票
宣
誓
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
ま
す
。

　
宣
誓
書
は
期
日
前
投
票
所
で
も

用
意
し
て
い
ま
す
が
、
入
場
整
理
券

の
宣
誓
書
に
記
入
し
て
お
持
ち
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

 

　

  

不
在
者
投
票
は

○
投
票
日
当
日
及
び
期
日
前
投
票

期
間
に
、
仕
事
や
旅
行
等
に
よ

り
、
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
続
き
に
期
日
を
要
し
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
病
院
な
ど
の
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
病
院
等
の
施
設
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　

  

郵
便
等
投
票
は

　
重
度
の
身
体
障
が
い
等
（
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

の
う
ち
、
両
下
肢
に
一
定
以
上
の
障

が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
や
介
護
保

険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
５
の
方

等
）
で
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
交

付
さ
れ
て
い
る
方
が
自
宅
で
記
載

し
、
郵
便
で
投
票
で
き
る
制
度
で

す
。

　
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

と
は
、
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

　

  

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
開
催

　
竹
田
市
長
選
挙
及
び
竹
田
市
議

会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
、
１
候
補
者
に
つ
き

２
名
以
内
で
説
明
会
に
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
17
日
（
金
）　

■
竹
田
市
長
選
挙

　
午
前
10
時
　
　

■
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

　
午
後
１
時
30
分

場
所
　
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

●
お
問
い
合
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
63-

１
１
１
１（
内
線
３
６
０
・

３
３
０
）

　
☎
63-

４
８
１
４
（
直
通
）

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

葬儀の花輪・
供花

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典

お歳暮・お年賀

落成式・
開店祝等の
花輪

お祭りへの
寄附・差入

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物の
差入

病気見舞

入学祝・
卒業祝

みんなで徹底しよう

譲らない!

求めない!
受け

取らない!

これらのものも、政治家の寄附禁止の
対象となります。

午前７時～午後６時

市長選：期日前
市議選：期日前・当日

市長選：当日

記名式投票 記号式投票
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財　政

広
域
的
な
視
点
か
ら

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

施
策
の
展
開
と
財
政
運
営

■
合
併
特
例
債
と
は
？

　
合
併
特
例
債
と
は
、
合
併
後
の
市
の
一
体

性
の
確
立
や
均
衡
あ
る
発
展
に
関
す
る
事
業

等
を
実
施
す
る
際
、
そ
の
財
源
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
地
方
債
（
借
金
）
で
す
。
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
財
政
運
営
の
基
本
等

を
定
め
た
「
新
市
建
設
計
画
」
に
基
づ
く
事

業
の
う
ち
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業

に
活
用
が
で
き
、
事
業
費
の
95
％
ま
で
借
り

入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
合
併
特
例
債
の
活
用
は
、
合
併
初
年
度
と

そ
れ
に
続
く
10
か
年
度
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
竹
田
市
の
場
合
は
平

成
32
年
度
ま
で
活
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
な
ぜ
借
入
を
す
る
の
？

　
市
の
会
計
は
、
そ
の
年
度
の
支
出
は
、
そ

の
年
度
の
収
入
で
賄
う
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
災
害
や
公
共
施
設
の
建
設
事
業

な
ど
多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
事
業
で

は
、
地
方
債
を
活
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
借
り
入
れ
に
よ
り
資
金
調
達
す
る
こ
と

で
、
事
業
の
円
滑
な
執
行
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
は
長
い
期

間
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
整
備
し
た
と
き
の
市
民
の
み
が
建
設
費

の
負
担
を
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
世
代
間
の

不
公
平
が
生
じ
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
建
設

費
に
つ
い
て
借
り
入
れ
を
し
、
将
来
償
還
を

行
う
こ
と
で
、
現
世
代
と
後
世
代
の
住
民
と

の
間
で
負
担
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
は
市
町
村
合
併
に
対
し
様
々
な
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
措
置
の
一
つ
に
「
合
併
特
例
債
」
が
あ
り
ま

す
。
市
の
財
政
運
営
に
係
わ
る
合
併
特
例
債
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
活
用
を
図
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
事
業
で
活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
地
方
債
を
借
り
入
れ
す
る
こ
と
は
、
将
来

償
還
を
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
活
用

に
つ
い
て
充
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
合
併
特
例
債
の
場
合
、
後
年
度

に
支
払
う
元
金
と
利
子
の
合
計
（
元
利
償
還

額
）の
70
％
が
普
通
交
付
税
措
置（※

）さ
れ
、

こ
の
率
は
他
の
地
方
債
と
比
較
し
高
く
、
有

利
な
財
源
と
言
え
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
活
用
事
業

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
学
校
や
道
路
の
整
備

な
ど
、
生
活
に
身
近
な
事
業
に
合
併
特
例
債

を
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

※普通交付税措置されるとは… 【普通交付税の仕組み】

　「普通交付税」は、地方団体間の財政力の格差
を解消するため国から交付されています。その
交付額は、普通交付税＝（基準財政需要額）－（基
準財政収入額） で算出されます。
　「元利償還額の70％が普通交付税措置される」
とは、基準財政需要額に元利償還額の70％が算
入され、非常に有利な地方債といえます。

基準財政需要額

普通交付税 留保財源基準財政収入額

標準税収入額

　
教
育
関
係
で
は
、
校
舎
や
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
等
を
実
施
し
、
安
心
安
全
な
教
育

環
境
を
整
備
す
る
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
関
係
で
は
、
防
災
施
設
と
し

て
の
消
防
庁
舎
の
建
て
替
え
事
業
や
高
規
格

救
急
車
を
購
入
し
、
高
度
救
急
救
命
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

■
今
後
の
使
い
道

　
平
成
28
年
度
は
、
新
図
書
館
や
消
防
団
詰

所
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
長

寿
命
化
に
活
用
予
定
で
す
。
平
成
29
年
度
以

降
も
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
な
ど
新
市
建

設
計
画
に
基
づ
き
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事

業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
公
共
施
設
の
除
却
に
も
活
用
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
取
り
こ
わ
し
の
際
の
有

効
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
後
年
度
の
財
政
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
財
政
課
　
財
政
係

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

■これまでの主な活用事業

○教育関係　９億 4,770万円 ○消防関係　５億 7,580万円

○その他　32億 7,070万円

・竹田中央学校給食共同調理場建設事業

※緊急防災・減災事
業債を活用し、消
防救急デジタル無
線も整備

・消防庁舎建設事業

・救急自動車購入事業

・消防救助工作車整備事業

・竹田南部中学校整備事業

・竹田中学校移転整備事業
・菅生小学校体育館耐震補強

・リサイクルセンター建設事業
・ケーブルテレビ整備事業　　　　　
・県営事業負担金（道路整備等）

・
竹
田
幼
稚
園
建
設
事
業
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財　政

広
域
的
な
視
点
か
ら

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

施
策
の
展
開
と
財
政
運
営

■
合
併
特
例
債
と
は
？

　
合
併
特
例
債
と
は
、
合
併
後
の
市
の
一
体

性
の
確
立
や
均
衡
あ
る
発
展
に
関
す
る
事
業

等
を
実
施
す
る
際
、
そ
の
財
源
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
地
方
債
（
借
金
）
で
す
。
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
財
政
運
営
の
基
本
等

を
定
め
た
「
新
市
建
設
計
画
」
に
基
づ
く
事

業
の
う
ち
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業

に
活
用
が
で
き
、
事
業
費
の
95
％
ま
で
借
り

入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
合
併
特
例
債
の
活
用
は
、
合
併
初
年
度
と

そ
れ
に
続
く
10
か
年
度
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
竹
田
市
の
場
合
は
平

成
32
年
度
ま
で
活
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
な
ぜ
借
入
を
す
る
の
？

　
市
の
会
計
は
、
そ
の
年
度
の
支
出
は
、
そ

の
年
度
の
収
入
で
賄
う
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
災
害
や
公
共
施
設
の
建
設
事
業

な
ど
多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
事
業
で

は
、
地
方
債
を
活
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
借
り
入
れ
に
よ
り
資
金
調
達
す
る
こ
と

で
、
事
業
の
円
滑
な
執
行
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
は
長
い
期

間
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
整
備
し
た
と
き
の
市
民
の
み
が
建
設
費

の
負
担
を
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
世
代
間
の

不
公
平
が
生
じ
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
建
設

費
に
つ
い
て
借
り
入
れ
を
し
、
将
来
償
還
を

行
う
こ
と
で
、
現
世
代
と
後
世
代
の
住
民
と

の
間
で
負
担
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
は
市
町
村
合
併
に
対
し
様
々
な
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
措
置
の
一
つ
に
「
合
併
特
例
債
」
が
あ
り
ま

す
。
市
の
財
政
運
営
に
係
わ
る
合
併
特
例
債
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
活
用
を
図
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
事
業
で
活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
地
方
債
を
借
り
入
れ
す
る
こ
と
は
、
将
来

償
還
を
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
活
用

に
つ
い
て
充
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
合
併
特
例
債
の
場
合
、
後
年
度

に
支
払
う
元
金
と
利
子
の
合
計
（
元
利
償
還

額
）の
70
％
が
普
通
交
付
税
措
置（※

）さ
れ
、

こ
の
率
は
他
の
地
方
債
と
比
較
し
高
く
、
有

利
な
財
源
と
言
え
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
活
用
事
業

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
学
校
や
道
路
の
整
備

な
ど
、
生
活
に
身
近
な
事
業
に
合
併
特
例
債

を
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

※普通交付税措置されるとは… 【普通交付税の仕組み】

　「普通交付税」は、地方団体間の財政力の格差
を解消するため国から交付されています。その
交付額は、普通交付税＝（基準財政需要額）－（基
準財政収入額） で算出されます。
　「元利償還額の70％が普通交付税措置される」
とは、基準財政需要額に元利償還額の70％が算
入され、非常に有利な地方債といえます。

基準財政需要額

普通交付税 留保財源基準財政収入額

標準税収入額

　
教
育
関
係
で
は
、
校
舎
や
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
等
を
実
施
し
、
安
心
安
全
な
教
育

環
境
を
整
備
す
る
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
関
係
で
は
、
防
災
施
設
と
し

て
の
消
防
庁
舎
の
建
て
替
え
事
業
や
高
規
格

救
急
車
を
購
入
し
、
高
度
救
急
救
命
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

■
今
後
の
使
い
道

　
平
成
28
年
度
は
、
新
図
書
館
や
消
防
団
詰

所
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
長

寿
命
化
に
活
用
予
定
で
す
。
平
成
29
年
度
以

降
も
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
な
ど
新
市
建

設
計
画
に
基
づ
き
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事

業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
公
共
施
設
の
除
却
に
も
活
用
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
取
り
こ
わ
し
の
際
の
有

効
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
後
年
度
の
財
政
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
財
政
課
　
財
政
係

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

■これまでの主な活用事業

○教育関係　９億 4,770万円 ○消防関係　５億 7,580万円

○その他　32億 7,070万円

・竹田中央学校給食共同調理場建設事業

※緊急防災・減災事
業債を活用し、消
防救急デジタル無
線も整備

・消防庁舎建設事業

・救急自動車購入事業

・消防救助工作車整備事業

・竹田南部中学校整備事業

・竹田中学校移転整備事業
・菅生小学校体育館耐震補強

・リサイクルセンター建設事業
・ケーブルテレビ整備事業　　　　　
・県営事業負担金（道路整備等）

・
竹
田
幼
稚
園
建
設
事
業
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農
業
政
策
は
功
を
奏
し
、
農
業
生
産
額
が
大
幅
ア
ッ
プ

平
成
27
年
12
月
10
日
に
航
空
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

県
内
、断
ト
ツ
一
番
の

園
芸
産
地
に
!

農
薬
散
布
に
飛
行
ル
ー
ル

ド
ロ
ー
ン

な
ど 

地
道
な
後
継
者
育
成
を
実
践

　
本
市
の
農
業
は
、
気
候
の
多
様
化

を
活
か
し
て
生
産
性
の
向
上
と
生
産

品
目
の
多
様
化
を
同
時
に
進
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
「
風

水
害
・
雪
害
・
噴
火
の
降
灰
」
に
よ

る
災
害
対
策
を
立
て
、
そ
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
競
争
の
激
化
な
ど
農

業
を
め
ぐ
る
生
活
環
境
の
変
化
や

農
業
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
本
市
は
、「
担
い
手
の
育

成
」
の
積
極
的
な
対
策
を
実
施
し
ま

し
た
。
農
業
後
継
者
の
定
着
を
推
進

し
よ
う
と
、
農
業
所
得
の
向
上
を
目

指
す
た
め
の
制
度
と
し
て
、
45
歳
未

満
の
親
元
就
農
者
を
対
象
と
し
た

「
親
元
就
農
支
援
給
付
金
」
の
創
設

や
、
農
業
後
継
者
が
安
心
し
て
子
育

て
し
な
が
ら
農
業
従
事
で
き
る
環
境

整
備
と
し
て
妊
娠
出
産
期
に
お
け
る

人
件
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
支
援
す

る
「
農
業
後
継
者
雇
用
安
定
」
事
業

の
創
設
、
移
住
定
住
し
営
農
を
開
始

す
る
意
思
の
あ
る
者
を
対
象
に
本

市
認
定
農
家
で
農
業
研
修
を
行
う

者
を
対
象
と
し
た
「
家
賃
助
成
」
等

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
生
産
振
興
と
し
て
、
全
国
で
も
有

数
の
夏
秋
ト
マ
ト
の
産
地
で
あ
る
本

■

対
象
と
な
る
無
人
航
空
機

　
飛
行
機
、
回
転
翼
航
空
機
、
滑
空

機
、
飛
行
船
で
あ
っ
て
構
造
上
人
が

乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
う

ち
、
遠
隔
操
作
ま
た
は
自
動
操
縦
に

よ
り
飛
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の（
２
０
０
㌘
未
満
の
も
の
を
除
く
）。

＊
い
わ
ゆ
る
ド
ロ
ー
ン
（
マ
ル
チ

コ
プ
タ
ー
）、
ラ
ジ
コ
ン
機
、

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
が
該
当

■

国
土
交
通
大
臣
の
許
可
が

　

必
要
な
場
合

・
空
港
等
の
周
辺
で
の
飛
行

・
地
表
ま
た
は
水
面
か
ら
１
５
０
㍍

以
上
の
高
さ
で
の
飛
行

・
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
「
人
口

集
中
地
区
」
（
本
市
内
は
該
当
な

し
）
上
空
で
の
飛
行

■

国
土
交
通
大
臣
の
承
認
が

　

必
要
な
場
合

・
夜
間
の
飛
行
（
夜
間
と
は
、
日
没

か
ら
日
の
出
ま
で
を
指
す
）

・
目
視
で
無
人
航
空
機
と
そ
の
周
囲

を
常
時
監
視
で
き
な
い
飛
行

・
人
ま
た
は
物
件
と
の
間
が
30
㍍
未

満
と
な
る
飛
行
（
物
件
に
は
、

車
・
倉
庫
・
電
柱
等
を
含
む
）

市
で
は
「
ト
マ
ト
」
に
お
け
る
新
規

就
農
者
育
成
対
策
と
し
て
、
大
分
県

内
初
の
就
農
学
校
「
と
ま
と
学
校
」

に
て
栽
培
技
術
を
習
得
し
、
市
内
に

て
自
立
就
農
に
向
け
た
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
３
期
６
年
の

う
ち
、
10
名
を
輩
出
し
て
お
り
、
全

員
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。「
と
ま
と
学
校
」
に
つ
い
て
は

平
成
29
年
度
に
て
一
区
切
り
つ
く
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
開
校
に
向
け

て
新
た
な
担
い
手
の
育
成
対
策
と
、

竹
田
市
に
お
け
る
戦
略
的
な
作
物

を
対
象
と
し
た
「
竹
田
市
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」
の
体
制
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

17
億
円
事
業
投
入
の
効
果

　
平
成
19
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た
、

全
国
の
「
生
産
額
所
得
統
計
」
で
平

成
18
年
の
本
市
の
農
業
生
産
額
は

１
８
１
億
４
千
万
円
で
し
た
が
、
平

成
28
年
度
発
表
で
は
２
１
８
億
３
千

万
円
で
し
た
。
こ
の
間
に
約
37
億
円

の
生
産
額
が
伸
び
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
嬉
し
い
の
は
、「
野
菜
」
の
伸

び
方
で
す
。
平
成
13
年
度
に
お
い
て

も
県
内
ト
ッ
プ
（
そ
の
額
は
約
50
億

円
）。
今
回
は
、
何
と
80
億
円
を
突

破
し
て
お
り
、
実
に
30
億
円
の
大
幅

な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
理
由
と

し
て
、
４
年
間
で
施
設
園
芸
を
軸
に

17
億
円
の
事
業
に
取
り
組
む
な
ど

多
く
の
農
業
予
算
を
確
保
し
、
事
業

を
実
施
し
て
い
る
そ
の
効
果
が
表
れ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

農
業
戦
略
で
さ
ら
に
産
地
向
上
へ

　
そ
こ
で
、
国
か
ら
さ
ら
な
る
産
地

の
向
上
を
目
的
と
し
た
３
か
年
計
画

の
承
認
を
い
た
だ
き
、「
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
と
し
て
荻
地
域

に
お
け
る「
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
」

の
共
販
の
販
売
額
の
増
加
を
目
的
で

「
企
業
参
入
、
新
規
・
親
元
就
農

↑自立就農者を支援する「とまと学校」

↑竣工記念碑の除幕

↑さといも機械化実演会

↑畑地かんがい省力化研修会

者
・
増
反
者
」
の
施
設
整
備
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
周
年
・
計
画
生
産
」
に

よ
る
年
間
を
通
し
て
雇
用
の
創
出
と

安
定
生
産
の
構
築
と
、Ｕ
タ
ー
ン
で

地
元
に
帰
り
、
親
子
に
て
就
農
す
る

親
元
就
農
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
露
地
野
菜
に
つ
い
て
も
、
九
州
で

唯
一
の
夏
秋
産
地
で
あ
る
生
産
規
模

の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
県
事
業
と
し
て
平
成
28
年
度

よ
り
３
か
年
計
画
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
九
州
農
政
局
や
大
分
県

の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
産
地

に
お
け
る
省
力
機
械
化
導
入
に
お

け
る
コ
ス
ト
削
減
、
規
模
拡
大
の
検

討
や
加
工
用
野
菜
の
産
地
へ
の
誘

導
、
冬
場
の
作
物
の
戦
略
的
推
進
品

目
と
し
て
「
人
参
・
里
芋
」
の
生
産

拡
大
計
画
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

平
成
27
年
12
月
10
日
に
航
空
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
小
型
無
人
機
（
ド

ロ
ー
ン
、
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
）
を
用
い
て
農
薬
散
布
等
を
行

う
際
に
は
、「
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
・
承
認
」
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

・
祭
礼
、
縁
日
な
ど
多
数
の
人
が
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
上
空
で
の
飛
行

・
危
険
物
の
輸
送
を
伴
う
飛
行
（
農

薬
は
危
険
物
に
含
ま
れ
ま
す
）

・
物
の
投
下
を
伴
う
飛
行
（
水
を
撒

く
場
合
も
物
の
投
下
に
な
り
ま

す
）

　
な
お
、
小
型
無
人
機
に
よ
る
農
薬

散
布
を
行
う
際
に
は
振
興
局
へ
計

画
書
・
実
績
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村

振
興
部
（
☎
63-

１
１
７
２
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

↑平成31年度完成予定の大蘇ダム

大分県ホーム
ページ「大分県
小型無人機」で
検索

QRコード

　２月16日、県営耕作放棄地解
消・発生防止基盤整備事業「米納
地区」竣工式が米納生活改善セ
ンターで行われました。
　この事業は実施面積の基盤を
整備し、担い手への農地集積や
農作業の効率化を図り、農業経営
を安定させ、耕作放棄地の解消
と今後の放棄発生の防止を目的
としています。
　米納地区の耕作放棄地を含む
実施面積は45.5ha、総事業費は８
億8800万円でした。
　神事のあと、関係者によって竣
工記念碑の除幕が行われました。

耕作放棄地の再生を目指して

春の農作業安全確認
運動実施中です！
～農業機械の転落・転倒事故に
ご注意ください！～

竹
田
市
負
担
額
は
約
28
億
円

平
成
31
年
度
完
成
に
む
け
て

市
民
は
目
を
離
さ
な
い
！

大
蘇
ダ
ム

お 

お
　
　  

そ

　
国
営
大
野
川
上
流
土
地
改
良
事
業

は
、
熊
本
県
阿
蘇
市
、
産
山
村
及
び

大
分
県
竹
田
市
の
恒
常
的
に
農
業
用

水
が
不
足
し
、
効
率
的
な
営
農
に
支

障
を
来
し
て
い
た
農
用
地
の
用
水
不

足
を
解
消
す
る
目
的
で
昭
和
54
年
に

始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

　
当
初
計
画
で
は
、
関
係
農
地
面
積

は
２
４
８
０
㌶
で
し
た
が
、
事
業
の

長
期
化
に
伴
い
、
過
疎
化
や
後
継
者

不
足
、
農
業
者
の
高
齢
化
等
、
地
域

の
農
業
情
勢
の
変
化
と
共
に
そ
の
面

積
も
現
在
で
は
、
１
８
６
５
㌶
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
一
級
河
川
大
野
川

水
系
大
蘇
川
（
産
山
村
）
に
大
蘇
ダ

ム
を
造
成
す
る
と
と
も
に
、
基
幹
的

な
用
水
路
な
ど
を
整
備
し
、
併
せ
て

関
連
す
る
県
営
事
業
な
ど
に
よ
り
畑

地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
や
用
水
路

の
改
修
、
及
び
農
地
の
区
画
整
理
を

行
い
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
及
び

営
農
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
農
業
生
産
性
の
維
持
向
上
と
農

業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
も
の
で
す
。

　
国
営
事
業
の
完
成
は
、
平
成
31
年

度
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
事
業

費
に
つ
い
て
は
、
７
２
０
億
円
余
り

で
関
係
市
村
負
担
比
率
は
、
４
・

５
％
程
、
そ
の
内
竹
田
市
負
担
額
は

約
28
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
源

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て

て
き
た
基
金
と
起
債
等
で
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
営
事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設
の

維
持
管
理
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
国
へ
の
要
望
活
動
と
共
に
関
係

市
村
並
び
に
県
等
と
市
村
の
負
担
軽

減
と
な
る
よ
う
協
議
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
大
野
川
上
流
地
域
の
農
業

所
得
向
上
に
向
け
、
国
営
事
業
で
確

保
さ
れ
た
農
業
用
水
を
有
効
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
は
農
家

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
畑
地
か
ん
が

い
施
設
を
利
用
し
た
儲
か
る
農
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
林
整
備

課
　
大
野
川
上
流
推
進
室

　
☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
２
７
７
）
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農
業
政
策
は
功
を
奏
し
、
農
業
生
産
額
が
大
幅
ア
ッ
プ

平
成
27
年
12
月
10
日
に
航
空
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

県
内
、断
ト
ツ
一
番
の

園
芸
産
地
に
!

農
薬
散
布
に
飛
行
ル
ー
ル

ド
ロ
ー
ン

な
ど 

地
道
な
後
継
者
育
成
を
実
践

　
本
市
の
農
業
は
、
気
候
の
多
様
化

を
活
か
し
て
生
産
性
の
向
上
と
生
産

品
目
の
多
様
化
を
同
時
に
進
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
「
風

水
害
・
雪
害
・
噴
火
の
降
灰
」
に
よ

る
災
害
対
策
を
立
て
、
そ
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
競
争
の
激
化
な
ど
農

業
を
め
ぐ
る
生
活
環
境
の
変
化
や

農
業
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
本
市
は
、「
担
い
手
の
育

成
」
の
積
極
的
な
対
策
を
実
施
し
ま

し
た
。
農
業
後
継
者
の
定
着
を
推
進

し
よ
う
と
、
農
業
所
得
の
向
上
を
目

指
す
た
め
の
制
度
と
し
て
、
45
歳
未

満
の
親
元
就
農
者
を
対
象
と
し
た

「
親
元
就
農
支
援
給
付
金
」
の
創
設

や
、
農
業
後
継
者
が
安
心
し
て
子
育

て
し
な
が
ら
農
業
従
事
で
き
る
環
境

整
備
と
し
て
妊
娠
出
産
期
に
お
け
る

人
件
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
支
援
す

る
「
農
業
後
継
者
雇
用
安
定
」
事
業

の
創
設
、
移
住
定
住
し
営
農
を
開
始

す
る
意
思
の
あ
る
者
を
対
象
に
本

市
認
定
農
家
で
農
業
研
修
を
行
う

者
を
対
象
と
し
た
「
家
賃
助
成
」
等

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
生
産
振
興
と
し
て
、
全
国
で
も
有

数
の
夏
秋
ト
マ
ト
の
産
地
で
あ
る
本

■

対
象
と
な
る
無
人
航
空
機

　
飛
行
機
、
回
転
翼
航
空
機
、
滑
空

機
、
飛
行
船
で
あ
っ
て
構
造
上
人
が

乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
う

ち
、
遠
隔
操
作
ま
た
は
自
動
操
縦
に

よ
り
飛
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の（
２
０
０
㌘
未
満
の
も
の
を
除
く
）。

＊
い
わ
ゆ
る
ド
ロ
ー
ン
（
マ
ル
チ

コ
プ
タ
ー
）、
ラ
ジ
コ
ン
機
、

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
が
該
当

■

国
土
交
通
大
臣
の
許
可
が

　

必
要
な
場
合

・
空
港
等
の
周
辺
で
の
飛
行

・
地
表
ま
た
は
水
面
か
ら
１
５
０
㍍

以
上
の
高
さ
で
の
飛
行

・
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
「
人
口

集
中
地
区
」
（
本
市
内
は
該
当
な

し
）
上
空
で
の
飛
行

■

国
土
交
通
大
臣
の
承
認
が

　

必
要
な
場
合

・
夜
間
の
飛
行
（
夜
間
と
は
、
日
没

か
ら
日
の
出
ま
で
を
指
す
）

・
目
視
で
無
人
航
空
機
と
そ
の
周
囲

を
常
時
監
視
で
き
な
い
飛
行

・
人
ま
た
は
物
件
と
の
間
が
30
㍍
未

満
と
な
る
飛
行
（
物
件
に
は
、

車
・
倉
庫
・
電
柱
等
を
含
む
）

市
で
は
「
ト
マ
ト
」
に
お
け
る
新
規

就
農
者
育
成
対
策
と
し
て
、
大
分
県

内
初
の
就
農
学
校
「
と
ま
と
学
校
」

に
て
栽
培
技
術
を
習
得
し
、
市
内
に

て
自
立
就
農
に
向
け
た
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
３
期
６
年
の

う
ち
、
10
名
を
輩
出
し
て
お
り
、
全

員
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。「
と
ま
と
学
校
」
に
つ
い
て
は

平
成
29
年
度
に
て
一
区
切
り
つ
く
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
開
校
に
向
け

て
新
た
な
担
い
手
の
育
成
対
策
と
、

竹
田
市
に
お
け
る
戦
略
的
な
作
物

を
対
象
と
し
た
「
竹
田
市
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」
の
体
制
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

17
億
円
事
業
投
入
の
効
果

　
平
成
19
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た
、

全
国
の
「
生
産
額
所
得
統
計
」
で
平

成
18
年
の
本
市
の
農
業
生
産
額
は

１
８
１
億
４
千
万
円
で
し
た
が
、
平

成
28
年
度
発
表
で
は
２
１
８
億
３
千

万
円
で
し
た
。
こ
の
間
に
約
37
億
円

の
生
産
額
が
伸
び
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
嬉
し
い
の
は
、「
野
菜
」
の
伸

び
方
で
す
。
平
成
13
年
度
に
お
い
て

も
県
内
ト
ッ
プ
（
そ
の
額
は
約
50
億

円
）。
今
回
は
、
何
と
80
億
円
を
突

破
し
て
お
り
、
実
に
30
億
円
の
大
幅

な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
理
由
と

し
て
、
４
年
間
で
施
設
園
芸
を
軸
に

17
億
円
の
事
業
に
取
り
組
む
な
ど

多
く
の
農
業
予
算
を
確
保
し
、
事
業

を
実
施
し
て
い
る
そ
の
効
果
が
表
れ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

農
業
戦
略
で
さ
ら
に
産
地
向
上
へ

　
そ
こ
で
、
国
か
ら
さ
ら
な
る
産
地

の
向
上
を
目
的
と
し
た
３
か
年
計
画

の
承
認
を
い
た
だ
き
、「
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
と
し
て
荻
地
域

に
お
け
る「
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
」

の
共
販
の
販
売
額
の
増
加
を
目
的
で

「
企
業
参
入
、
新
規
・
親
元
就
農

↑自立就農者を支援する「とまと学校」

↑竣工記念碑の除幕

↑さといも機械化実演会

↑畑地かんがい省力化研修会

者
・
増
反
者
」
の
施
設
整
備
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
周
年
・
計
画
生
産
」
に

よ
る
年
間
を
通
し
て
雇
用
の
創
出
と

安
定
生
産
の
構
築
と
、Ｕ
タ
ー
ン
で

地
元
に
帰
り
、
親
子
に
て
就
農
す
る

親
元
就
農
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
露
地
野
菜
に
つ
い
て
も
、
九
州
で

唯
一
の
夏
秋
産
地
で
あ
る
生
産
規
模

の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
県
事
業
と
し
て
平
成
28
年
度

よ
り
３
か
年
計
画
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
九
州
農
政
局
や
大
分
県

の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
産
地

に
お
け
る
省
力
機
械
化
導
入
に
お

け
る
コ
ス
ト
削
減
、
規
模
拡
大
の
検

討
や
加
工
用
野
菜
の
産
地
へ
の
誘

導
、
冬
場
の
作
物
の
戦
略
的
推
進
品

目
と
し
て
「
人
参
・
里
芋
」
の
生
産

拡
大
計
画
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

平
成
27
年
12
月
10
日
に
航
空
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
小
型
無
人
機
（
ド

ロ
ー
ン
、
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
）
を
用
い
て
農
薬
散
布
等
を
行

う
際
に
は
、「
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
・
承
認
」
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

・
祭
礼
、
縁
日
な
ど
多
数
の
人
が
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
上
空
で
の
飛
行

・
危
険
物
の
輸
送
を
伴
う
飛
行
（
農

薬
は
危
険
物
に
含
ま
れ
ま
す
）

・
物
の
投
下
を
伴
う
飛
行
（
水
を
撒

く
場
合
も
物
の
投
下
に
な
り
ま

す
）

　
な
お
、
小
型
無
人
機
に
よ
る
農
薬

散
布
を
行
う
際
に
は
振
興
局
へ
計

画
書
・
実
績
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村

振
興
部
（
☎
63-

１
１
７
２
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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消・発生防止基盤整備事業「米納
地区」竣工式が米納生活改善セ
ンターで行われました。
　この事業は実施面積の基盤を
整備し、担い手への農地集積や
農作業の効率化を図り、農業経営
を安定させ、耕作放棄地の解消
と今後の放棄発生の防止を目的
としています。
　米納地区の耕作放棄地を含む
実施面積は45.5ha、総事業費は８
億8800万円でした。
　神事のあと、関係者によって竣
工記念碑の除幕が行われました。

耕作放棄地の再生を目指して

春の農作業安全確認
運動実施中です！
～農業機械の転落・転倒事故に
ご注意ください！～

竹
田
市
負
担
額
は
約
28
億
円

平
成
31
年
度
完
成
に
む
け
て

市
民
は
目
を
離
さ
な
い
！

大
蘇
ダ
ム
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お
　
　  

そ

　
国
営
大
野
川
上
流
土
地
改
良
事
業

は
、
熊
本
県
阿
蘇
市
、
産
山
村
及
び

大
分
県
竹
田
市
の
恒
常
的
に
農
業
用

水
が
不
足
し
、
効
率
的
な
営
農
に
支

障
を
来
し
て
い
た
農
用
地
の
用
水
不

足
を
解
消
す
る
目
的
で
昭
和
54
年
に

始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

　
当
初
計
画
で
は
、
関
係
農
地
面
積

は
２
４
８
０
㌶
で
し
た
が
、
事
業
の

長
期
化
に
伴
い
、
過
疎
化
や
後
継
者

不
足
、
農
業
者
の
高
齢
化
等
、
地
域

の
農
業
情
勢
の
変
化
と
共
に
そ
の
面

積
も
現
在
で
は
、
１
８
６
５
㌶
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
一
級
河
川
大
野
川

水
系
大
蘇
川
（
産
山
村
）
に
大
蘇
ダ

ム
を
造
成
す
る
と
と
も
に
、
基
幹
的

な
用
水
路
な
ど
を
整
備
し
、
併
せ
て

関
連
す
る
県
営
事
業
な
ど
に
よ
り
畑

地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
や
用
水
路

の
改
修
、
及
び
農
地
の
区
画
整
理
を

行
い
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
及
び

営
農
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
農
業
生
産
性
の
維
持
向
上
と
農

業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
も
の
で
す
。

　
国
営
事
業
の
完
成
は
、
平
成
31
年

度
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
事
業

費
に
つ
い
て
は
、
７
２
０
億
円
余
り

で
関
係
市
村
負
担
比
率
は
、
４
・

５
％
程
、
そ
の
内
竹
田
市
負
担
額
は

約
28
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
源

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て

て
き
た
基
金
と
起
債
等
で
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
営
事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設
の

維
持
管
理
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
国
へ
の
要
望
活
動
と
共
に
関
係

市
村
並
び
に
県
等
と
市
村
の
負
担
軽

減
と
な
る
よ
う
協
議
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
大
野
川
上
流
地
域
の
農
業

所
得
向
上
に
向
け
、
国
営
事
業
で
確

保
さ
れ
た
農
業
用
水
を
有
効
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
は
農
家

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
畑
地
か
ん
が

い
施
設
を
利
用
し
た
儲
か
る
農
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
林
整
備

課
　
大
野
川
上
流
推
進
室

　
☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
２
７
７
）

農　業
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生活習慣病予防に立ち向かう！

　意
外
と
知
ら
な
い
!?

　医
療
費
の
約
４
割
は
「
生
活
習
慣
病
」

■

県
平
均
を
上
回
る 

竹
田
の
医
療
費

　
竹
田
市
の
国
民
健
康
保
険
の
１
人

当
た
り
医
療
費
は
平
成
23
年
度
が
39

万
３
３
２
１
円
で
、
そ
の
後
年
々
増

加
し
、
27
年
度
は
43
万
９
１
３
円
と

な
り
、
県
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。（
表
①
）

　
ま
た
、
本
市
の
生
活
習
慣
病
の
実

態
（
国
保
平
成
28
年
５
月
診
療
分
）

を
見
て
み
る
と
（
表
②
）、
生
活
習

慣
病
有
病
率
の
県
内
順
位
で
は
「
生

活
習
慣
病
」
が
７
位
、「
高
血
圧
」
５

位
、「
脂
質
異
常
症
」
９
位
、「
人
工

透
析
」
１
位
、「
高
尿
酸
血
症
」
３
位

と
な
っ
て
お
り
、
60
歳
代
の
約
半

数
、
70
歳
代
の
約
７
割
が
生
活
習
慣

病
に
罹
患
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
と
と
も
に
男
女
と
も

「
高
血
圧
症
」
が
増
加
し
、
併
せ
て

男
性
で
は
「
糖
尿
病
」、
女
性
で
は

「
脂
質
異
常
症
」
が
増
え
て
い
る
状

況
で
、「
人
工
透
析
」・「
高
尿
酸
血

症
」
は
、
近
年
県
内
で
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
保
医
療
費
の
疾
病
別
構
成
割
合

（
表
③
）
の
内
訳
を
み
る
と
、
入
院

医
療
費
（
合
計
約
12
億
２
千
万
円
）

の
う
ち
、「
循
環
器
系

の
疾
患
13
・
２
％
」、

「
透
析
等
尿
路
性
器

系
の
疾
患
６
・
１
％
」

等
、
外
来
医
療
費
（
合

計
約
14
億
６
千
万
円
）

●国保医療費の状況さあやってみる！

●平成27年度特定健診結果有所見率

●国保医療費の疾病別構成割合（平成27年度）

●生活習慣病の実態（疾病別有病率）
（国保平成28年５月診療分）

は
「
循
環
器
系
の
疾
患
16
・
１
％
」、

「
糖
尿
病
等
の
代
謝
疾
患
14
・

１
％
」、「
透
析
等
尿
路
性
器
系
の
疾

患
13
・
６
％
」
と
続
い
て
お
り
、
医

療
費
の
約
４
割
は
「
生
活
習
慣
病
」

と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
定
健
診
の
結
果
は

「
高
血
圧
・
高
脂
血
症
」
の
有
病
率

が
高
い
で
す
（
表
④
）。
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
率
は
16
・

４
％
で
県
平
均
並
み
で
す
が
、
血
糖

検
査
で
異
常
の
あ
る
割
合
は
、
県
内

で
も
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
医

療
費
を「
健
診
を
受
け
た
方
」と「
受

け
て
い
な
い
方
」
で
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
未
受
診
者
は
受
診
者
よ
り
も
約

３
倍
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■

生
活
習
慣
病  

予
防
の
決
め
手
は
？

　
生
活
習
慣
病
は
「
あ
る
日
突
然
」

で
は
な
く
、
毎
日
の
生
活
習
慣
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま

す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　「
食
事
」
や
「
運
動
」
等
の
見
直

し
や
、
毎
日
の
測
定
記
録
の
ほ
か
、

年
１
回
の
健
診
を
必
ず
受
診
す
る
こ

と
で
現
在
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

■

さ
あ
！
減
塩

　「高
血
圧
対
策
」
を

　
健
診
や
医
療
費
の
結
果
か
ら
、
本

市
で
は
「
高
血
圧
対
策
」
に
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、「
減
塩
」
か
ら
始
め
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
塩
分
を
多
く
摂
り
す
ぎ
る
と
濃
度

を
薄
め
よ
う
と
し
て
、
血
液
量
が
増

え
ま
す
。
す
る
と
、
血
管
に
強
い
圧

力
が
か
か
り
、
さ
ら
に
は
血
管
が
弾

力
性
を
失
っ
た
り
破
れ
や
す
く
な
っ

た
り
す
る
の
で
、
動
脈
硬
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。
６
月
に
実
施
し
た
栄
養

摂
取
状
況
調
査
で
は
平
均
12
・
５
ｇ

の
塩
分
を
摂
取
し
て
お
り
、
特
に
男

性
の
方
が
多
い
と
い
う
結
果
で
し

た
。

　「
薄
味
」
に
慣
れ
、
素
材
の
味
を

楽
し
む
こ
と
を
心
掛
け
な
が
ら
、
１

日
の
塩
分
摂
取
目
標
量
は
男
性
８
㌘

未
満
、
女
性
７
㌘
未
満
を
目
標
と
し

ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63-
４
８
１
０
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

竹田市

■竹田市（合計） ■県（合計）

県

23年度 24年度

393,321

369,987
376,407

386,609

401,062
415,111402,298 406,513

413,024

430,913

25年度 26年度 27年度

糖
尿
病
予
備
群

糖
尿
病
有
病
者

高
血
圧
予
備
群

高
血
圧
有
病
者

高
脂
血
症
有
病
者

内
臓
脂
肪
予
備
群

内
臓
脂
肪
該
当
者

腹
囲
該
当
者

Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上

19.1
15.9 13.512.3 10.311.9

48.9 50.5
52.3

その他 20.7%《入院医療費》 《外来医療費》

透析等尿路
性器系の疾患
6.1%

筋骨格系の疾患  9.1%

がん  13%

循環器系の
疾患  13.2%

精神及び
行動の障害
22.7%

糖尿病等の
代謝疾患
14.1%

透析等尿路性器系の
疾患  13.6%

筋骨格系の
疾患  9.4%

消化器系の
疾患  7.3%

がん  7.1%

呼吸器系の
疾患  5.4%

高血圧、心疾患等、
循環器系の疾患  16.1%

精神及び行動の
障害  9.7%

損傷や外因の
影響  6.7%

消化器系の
疾患  8.5%

※有病率：その地点で疾病を有していた人の割合　※有所見率：何らかの異常があった人の割合

56.5

9.0 10.9

22.7
18.3

23.7 26.1
33.3 32.2

該当者
（%）

竹田市では、
 「高血圧対策」に
　取り組んでいます！
◆薄味に慣れる。だしを活用する。素材の味を楽しむ。
◆漬物・汁物の量は少なく。
◆酸味・香辛料・香りのものを使う： 
　かぼす、レモン、　ゆずなどの柑橘類や酢。
　しそ、みょうが、ハーブなどの香味野菜、海苔やかつお節。
　とうがらしやコショウ、カレー粉などの香辛料。

≪塩分１ｇの目安≫
　・ぬかみそ漬け　きゅうり　３切れ（18g）　・濃口しょうゆ　　小さじ１強（７㏄）
　・たくあん　　　　　　　　５切れ（40g）　・薄口しょうゆ　　　小さじ１（６㏄）
　・梅干し　　　　　　　　　中半個（４g）　・甘みそ　　　　　 大さじ１弱（16g）
　・白菜漬け　　　　　　　　小皿１（40g）　・カレールウ　　　　　　 半個（９g）
　・あじの開き　　　　　　　　　　　半分　   ・ケチャップ　　　　　　　 大さじ２
　・ハム　　　　　　　　　　　　　　２枚　   ・ウスターソース　　　　   大さじ2/3

1 日の
塩分摂取目標量は
男性８g 未満 !
女性７g 未満 !

健康を守る鍵**生活習慣病予防

生活習慣の見直し  ～食事編～ 生活習慣の見直し  ～運動編～

年に１回の健診で
　　　健康状態の確認！！

・３食規則正しく。
・食事は腹８分。
・ゆっくり食べる。１口20回を目安に。
・野菜から先に食べる。
・食事は就寝前２時間にすませる。
・漬物や佃煮は量と回数を決める。
・汁物は１日１杯にする。
・麺類の汁は残す。
・かけしょうゆよりも、つけしょうゆ。
・間食は量と回数を決める。
・ジュースや缶コーヒーは、お茶や
無糖コーヒーに。
・アルコールは適量に（ビール中ビ
ン１本・焼酎６酌・日本酒１合）。
週２日の休肝日を。

・近くの畑や買い物には歩いて行く。
・大股、早歩きで。
・階段を利用する。
・ながら運動をする。テレビを見な
がら歯磨きや家事をしながら、筋
トレや体操。
・掃除等の家事を積極的にする。
・歩数計で１日の歩数目標を決める。

　生活習慣病は自覚症状がありませ
ん。健診は生活習慣病の芽を発見す
ることができます。健康に自信があ
る人も健診を受けましょう。

測定しよう！！
　血圧や体重は健康のバロメーター
です。測って記録することで日頃の
体調がわかります。朝夕測ることが
おすすめです。

禁煙にチャレンジ！！
禁煙外来や禁煙補助剤もあります。

健康づくりチャレンジに参加しよう!!
　健康づくりに取り組むためのきっ
かけとしてチャレンジしませんか。
継続すると景品もあります。いつで
も参加できます。

今こそ!

表①

表②

表④

表③

生
活
習
慣
病
予
防
に

　
　
　  立
ち
向
か
う
!

　

その他  17.4%

疾　病

生活習慣病

・人工透析

・高尿酸血症

・高血圧

・脂質異常症

・糖尿病 

・脳血管疾患

・虚血性心疾患

県内順位

７位

１位

３位

５位

９位

14位

14位

15位

合計　1,217,604,000円 合計　1,461,647,000円

（※）

※家庭での血圧は、「135-85」を越えたら
　気をつけましょう。

広報たけた  平成29年3月号 12



生活習慣病予防に立ち向かう！

　意
外
と
知
ら
な
い
!?

　医
療
費
の
約
４
割
は
「
生
活
習
慣
病
」

■

県
平
均
を
上
回
る 

竹
田
の
医
療
費

　
竹
田
市
の
国
民
健
康
保
険
の
１
人

当
た
り
医
療
費
は
平
成
23
年
度
が
39

万
３
３
２
１
円
で
、
そ
の
後
年
々
増

加
し
、
27
年
度
は
43
万
９
１
３
円
と

な
り
、
県
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。（
表
①
）

　
ま
た
、
本
市
の
生
活
習
慣
病
の
実

態
（
国
保
平
成
28
年
５
月
診
療
分
）

を
見
て
み
る
と
（
表
②
）、
生
活
習

慣
病
有
病
率
の
県
内
順
位
で
は
「
生

活
習
慣
病
」
が
７
位
、「
高
血
圧
」
５

位
、「
脂
質
異
常
症
」
９
位
、「
人
工

透
析
」
１
位
、「
高
尿
酸
血
症
」
３
位

と
な
っ
て
お
り
、
60
歳
代
の
約
半

数
、
70
歳
代
の
約
７
割
が
生
活
習
慣

病
に
罹
患
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
と
と
も
に
男
女
と
も

「
高
血
圧
症
」
が
増
加
し
、
併
せ
て

男
性
で
は
「
糖
尿
病
」、
女
性
で
は

「
脂
質
異
常
症
」
が
増
え
て
い
る
状

況
で
、「
人
工
透
析
」・「
高
尿
酸
血

症
」
は
、
近
年
県
内
で
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
保
医
療
費
の
疾
病
別
構
成
割
合

（
表
③
）
の
内
訳
を
み
る
と
、
入
院

医
療
費
（
合
計
約
12
億
２
千
万
円
）

の
う
ち
、「
循
環
器
系

の
疾
患
13
・
２
％
」、

「
透
析
等
尿
路
性
器

系
の
疾
患
６
・
１
％
」

等
、
外
来
医
療
費
（
合

計
約
14
億
６
千
万
円
）

●国保医療費の状況さあやってみる！

●平成27年度特定健診結果有所見率

●国保医療費の疾病別構成割合（平成27年度）

●生活習慣病の実態（疾病別有病率）
（国保平成28年５月診療分）

は
「
循
環
器
系
の
疾
患
16
・
１
％
」、

「
糖
尿
病
等
の
代
謝
疾
患
14
・

１
％
」、「
透
析
等
尿
路
性
器
系
の
疾

患
13
・
６
％
」
と
続
い
て
お
り
、
医

療
費
の
約
４
割
は
「
生
活
習
慣
病
」

と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
定
健
診
の
結
果
は

「
高
血
圧
・
高
脂
血
症
」
の
有
病
率

が
高
い
で
す
（
表
④
）。
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
率
は
16
・

４
％
で
県
平
均
並
み
で
す
が
、
血
糖

検
査
で
異
常
の
あ
る
割
合
は
、
県
内

で
も
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
医

療
費
を「
健
診
を
受
け
た
方
」と「
受

け
て
い
な
い
方
」
で
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
未
受
診
者
は
受
診
者
よ
り
も
約

３
倍
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■

生
活
習
慣
病  

予
防
の
決
め
手
は
？

　
生
活
習
慣
病
は
「
あ
る
日
突
然
」

で
は
な
く
、
毎
日
の
生
活
習
慣
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま

す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　「
食
事
」
や
「
運
動
」
等
の
見
直

し
や
、
毎
日
の
測
定
記
録
の
ほ
か
、

年
１
回
の
健
診
を
必
ず
受
診
す
る
こ

と
で
現
在
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

■

さ
あ
！
減
塩

　「高
血
圧
対
策
」
を

　
健
診
や
医
療
費
の
結
果
か
ら
、
本

市
で
は
「
高
血
圧
対
策
」
に
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、「
減
塩
」
か
ら
始
め
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
塩
分
を
多
く
摂
り
す
ぎ
る
と
濃
度

を
薄
め
よ
う
と
し
て
、
血
液
量
が
増

え
ま
す
。
す
る
と
、
血
管
に
強
い
圧

力
が
か
か
り
、
さ
ら
に
は
血
管
が
弾

力
性
を
失
っ
た
り
破
れ
や
す
く
な
っ

た
り
す
る
の
で
、
動
脈
硬
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。
６
月
に
実
施
し
た
栄
養

摂
取
状
況
調
査
で
は
平
均
12
・
５
ｇ

の
塩
分
を
摂
取
し
て
お
り
、
特
に
男

性
の
方
が
多
い
と
い
う
結
果
で
し

た
。

　「
薄
味
」
に
慣
れ
、
素
材
の
味
を

楽
し
む
こ
と
を
心
掛
け
な
が
ら
、
１

日
の
塩
分
摂
取
目
標
量
は
男
性
８
㌘

未
満
、
女
性
７
㌘
未
満
を
目
標
と
し

ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63-

４
８
１
０
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

竹田市

■竹田市（合計） ■県（合計）

県

23年度 24年度

393,321

369,987
376,407

386,609

401,062
415,111402,298 406,513

413,024

430,913

25年度 26年度 27年度

糖
尿
病
予
備
群

糖
尿
病
有
病
者

高
血
圧
予
備
群

高
血
圧
有
病
者

高
脂
血
症
有
病
者

内
臓
脂
肪
予
備
群

内
臓
脂
肪
該
当
者

腹
囲
該
当
者

Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上

19.1
15.9 13.512.3 10.311.9

48.9 50.5
52.3

その他 20.7%《入院医療費》 《外来医療費》

透析等尿路
性器系の疾患
6.1%

筋骨格系の疾患  9.1%

がん  13%

循環器系の
疾患  13.2%

精神及び
行動の障害
22.7%

糖尿病等の
代謝疾患
14.1%

透析等尿路性器系の
疾患  13.6%

筋骨格系の
疾患  9.4%

消化器系の
疾患  7.3%

がん  7.1%

呼吸器系の
疾患  5.4%

高血圧、心疾患等、
循環器系の疾患  16.1%

精神及び行動の
障害  9.7%

損傷や外因の
影響  6.7%

消化器系の
疾患  8.5%

※有病率：その地点で疾病を有していた人の割合　※有所見率：何らかの異常があった人の割合

56.5

9.0 10.9

22.7
18.3

23.7 26.1
33.3 32.2

該当者
（%）

竹田市では、
 「高血圧対策」に
　取り組んでいます！
◆薄味に慣れる。だしを活用する。素材の味を楽しむ。
◆漬物・汁物の量は少なく。
◆酸味・香辛料・香りのものを使う： 
　かぼす、レモン、　ゆずなどの柑橘類や酢。
　しそ、みょうが、ハーブなどの香味野菜、海苔やかつお節。
　とうがらしやコショウ、カレー粉などの香辛料。

≪塩分１ｇの目安≫
　・ぬかみそ漬け　きゅうり　３切れ（18g）　・濃口しょうゆ　　小さじ１強（７㏄）
　・たくあん　　　　　　　　５切れ（40g）　・薄口しょうゆ　　　小さじ１（６㏄）
　・梅干し　　　　　　　　　中半個（４g）　・甘みそ　　　　　 大さじ１弱（16g）
　・白菜漬け　　　　　　　　小皿１（40g）　・カレールウ　　　　　　 半個（９g）
　・あじの開き　　　　　　　　　　　半分　   ・ケチャップ　　　　　　　 大さじ２
　・ハム　　　　　　　　　　　　　　２枚　   ・ウスターソース　　　　   大さじ2/3

1 日の
塩分摂取目標量は
男性８g 未満 !
女性７g 未満 !

健康を守る鍵**生活習慣病予防

生活習慣の見直し  ～食事編～ 生活習慣の見直し  ～運動編～

年に１回の健診で
　　　健康状態の確認！！

・３食規則正しく。
・食事は腹８分。
・ゆっくり食べる。１口20回を目安に。
・野菜から先に食べる。
・食事は就寝前２時間にすませる。
・漬物や佃煮は量と回数を決める。
・汁物は１日１杯にする。
・麺類の汁は残す。
・かけしょうゆよりも、つけしょうゆ。
・間食は量と回数を決める。
・ジュースや缶コーヒーは、お茶や
無糖コーヒーに。
・アルコールは適量に（ビール中ビ
ン１本・焼酎６酌・日本酒１合）。
週２日の休肝日を。

・近くの畑や買い物には歩いて行く。
・大股、早歩きで。
・階段を利用する。
・ながら運動をする。テレビを見な
がら歯磨きや家事をしながら、筋
トレや体操。
・掃除等の家事を積極的にする。
・歩数計で１日の歩数目標を決める。

　生活習慣病は自覚症状がありませ
ん。健診は生活習慣病の芽を発見す
ることができます。健康に自信があ
る人も健診を受けましょう。

測定しよう！！
　血圧や体重は健康のバロメーター
です。測って記録することで日頃の
体調がわかります。朝夕測ることが
おすすめです。

禁煙にチャレンジ！！
禁煙外来や禁煙補助剤もあります。

健康づくりチャレンジに参加しよう!!
　健康づくりに取り組むためのきっ
かけとしてチャレンジしませんか。
継続すると景品もあります。いつで
も参加できます。

今こそ!

表①

表②

表④

表③

生
活
習
慣
病
予
防
に

　
　
　  立
ち
向
か
う
!

　

その他  17.4%

疾　病

生活習慣病

・人工透析

・高尿酸血症

・高血圧

・脂質異常症

・糖尿病 

・脳血管疾患

・虚血性心疾患

県内順位

７位

１位

３位

５位

９位

14位

14位

15位

合計　1,217,604,000円 合計　1,461,647,000円

（※）

※家庭での血圧は、「135-85」を越えたら
　気をつけましょう。
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

　
竹
田
市
は
熊
本
地
震
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
避
難
所
の
環
境
整
備
の
一

環
と
し
て
２
月
８
日
、
西
日
本
電
信

電
話
㈱
大
分
支
店
と
「
災
害
時
に

お
け
る
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
・

利
用
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、

避
難
所
に
お
い
て
「
通
信
手
段
の
早

　「
廃
油
石
け
ん
の
ラ
ベ
ル
づ
く
り
」

な
ど
環
境
保
全
の
推
進
に
取
り
組
む

久
住
中
学
校
生
徒
会
は
、
今
年
度
も

小
型
の
廃
油
石
け
ん
を
文
化
祭
に
て

販
売
し
、
そ
の
益
金
を
教
育
委
員
会

に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
会
の
佐
藤
萌
さ
ん
は
「
日
本

一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー
ス
の
環
境

整
備
に
ぜ
ひ
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
、
竹
田
市
文
化
連
盟
主

催
「
第
10
回
和
気
藹
音
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
団

体
が
出
演
し
、
全
18
曲
を
演
奏
。
会

場
で
は
、
次
々
と
披
露
さ
れ
る
演
奏

に
多
く
の
音
楽
フ
ァ
ン
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
竹
田
市
文

化
連
盟
器
楽
部
と
声
楽
部
の
合
同

発
表
会
と
し
て
企
画
さ
れ
、
今
年
で

節
目
と
な
る
10
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
タ
イ
ト
ル
の
「
和
気
藹
音
」
と

は
、
当
時
の
部
会
の
中
で
、
各
団
体

代
表
者
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て

決
め
た
も
の
で
、「
和
気
藹
々
（
わ

き
あ
い
あ
い
）
と
音
楽
を
き
い
て
も

　２月８日、「熊本地震」で支援に対する感謝
を伝えようと、熊本県のPRキャラクター「くま
モン」が竹田市総合社会福祉センターを訪れ
ました。
　熊本地震の際に竹田市社会福祉協議会は「南
阿蘇支援ボランティア 竹田ベースキャンプ」
を開き、隣の熊本県南阿蘇村を後方支援しま
した。くまモンは感謝の気持ちとして、直筆
メッセージを書いた色紙を社協に贈りました。

　１月下旬、大分市の或る会社代表取締役の
方が大事な名刺入れを竹田市内で紛失して
困っていたところ、後日、封筒で会社に届いた
というのです。同封の手紙には、送り主の名前
は無く、「立派な名刺と名刺入れ　我が車のそ
ばに落ちていました。ご盛業をお祈りいたしま
す。竹田一市民」とだけ記されていたそうです。
　心温まる出来事をお寄せいただきありがとう
ございました。「ぜひお礼を」とのことです。心
あたりのある方はご連絡ください。（広報係）

木
部
さ
ん
が「
医
療
功
労
賞
」受
賞

　
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
医
療
や

福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
讃
え
る

「
第
45
回
医
療
功
労
賞
」（
讀
賣

新
聞
社
主
催
）
に
、
竹
田
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
木
部
眞
里

子
セ
ン
タ
ー
長
が
選
ば
れ
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
51
年
に
旧
直
入
町
に
保
健

師
と
し
て
入
職
。
昭
和
58
年
か
ら

「
が
ん
対
策
」
と
し
て
、
が
ん
検

診
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
、
胃

が
ん
検
診
と
と
も
に
「
婦
人
が
ん

ゼ
ロ
運
動
」
を
推
進
す
る
と
、
県

内
ト
ッ
プ
の
受
診
率
と
な
り
が
ん

の
早
期
発
見
に
貢
献
し
ま
し
た
。

TAO竹田城下町に
待望のオープン

ＴＡＯ文化振興財団事務所＆オフィシャルショップ

２／19、西光寺でオープン記念ライブを開催し
大盛況でした…

詳細はホームページ等の情報をお待ちください。

次は！岡城桜まつりに
TAOの出演決定！！

問TAO文化振興財団（☎63-1133／11:00～18:00 OPEN／木曜
定休日）

↑吉野教育長に売上金を手渡す佐藤萌さん（３
年）と野林莉花さん（２年）〔写真左から〕

↑器楽部、合唱部合同演奏による「荒城の月」
でフィナーレ

↑寄贈していただいた是松先生
は、「えがおの子育て小児科」を
本紙連載中

↑木部眞里子さん

↑甲斐香代子さん

→
健
診
に
訪
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
と
交
流

↑素晴らしい走りで竹田入りする宮川選手

↑協定を締結した首藤市長と江原和裕大分支店長

↑母校・竹田中学校前で後輩の声援を浴びる
廣瀬選手

↑野田副市長、アクティオの橋爪九州支店長、キデンリースの羽
田野竹田営業所長、首藤市長、三信産業の嶋田竹田営業所長、
西南レンタルの三好竹田支店長、池永総務課長（写真左から）

　「第59回県内一周大分合同駅
伝競走大会」（２月20日～24日）
が行われました。
　２日目（21日）、宮川剛選手
（竹田高校教員）が市役所本庁
舎前を８位でゴールイン。また
３日目（22日）、１区の久住登
りを廣瀬岳選手（関東学院大学）
が力走し、沿道から大きな声援
が送られました。

竹田市選手、大声援を受けて力走！

　
２
月
１
日
、
竹
田
市
と
タ
オ
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
等
で
つ
く
る
、

芸
術
文
化
振
興
、
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
た「
Ｔ
Ａ
Ｏ
文
化
振
興
財
団
」

事
務
所
と
、
初
の
常
設
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
シ
ョ
ッ
プ
が「
竹
田
温
泉
花
水
月
」

の
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
本
市
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外

国
人
観
光
客
）
施
策
の
一
環
と
し

て
、
久
住
を
拠
点
に
世
界
で
活
躍
す

る
「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
」
に
竹
田
市

国
際
観
光
親
善
大
使
を
任
命
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、Ｔ
Ａ
Ｏ
文
化
振
興
財

団
事
務
所
は
、
大
分
市
に
設
置
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
市
の
進
め
る

「
ア
ー
ト
レ
ジ
デ
ン
ス
構
想
」、「
城

下
町
再
生
」
等
の
新
た
な
戦
略
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
こ
の
度
竹
田
城
下
町

に
移
転
さ
れ
た
の
で
す
。

　
開
所
式
で
は
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
と

地
元
関
係
者
ら
に
よ
っ
て
事
務
所
の

看
板
の
序
幕
が
行
わ
れ
、
開
店
前
に

集
ま
っ
た
多
く
の
フ
ァ
ン
と
と
も
に

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

県内一周駅伝

期
確
保
」
の
た
め
の
取
り
組
み
で
、

特
設
公
衆
電
話
回
線
の
開
設
時
に

は
、
避
難
者
等
が
無
料
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
設
置
は
、
66
か
所
あ
る
指
定
避

難
所
の
う
ち
、
１
０
０
人
以
上
の
収

容
能
力
の
あ
る
避
難
所
に
設
置
す

る
計
画
で
、
当
面
22
か
所
に
お
い
て

２
か
年
計
画
で
整
備
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
ず
は
、
28
年
度
中

に
９
か
所
（
竹
田
小
・
竹
田
中
・
南

部
小
・
竹
田
南
部
中
・
荻
小
の
体
育

館
、
久
住
・
白
丹
・
都
野
・
直
入
地

区
の
公
民
館
）
に
設
置
さ
れ
、
４
月

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
20
日
、
竹
田
市
は
市

内
リ
ー
ス
業
者
の
４
社
（
㈱
ア
ク

テ
ィ
オ
、
キ
デ
ン
リ
ー
ス
㈱
、
三
信

産
業
㈱
、
西
南
レ
ン
タ
ル
㈱
）と「
災

害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
機
材
の

提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
時
に
は
人
命
救
助

と
同
時
に
、
復
旧
に
向
け
た
迅
速
な

行
動
が
必
要
と
な
り
、
仮
設
住
宅
や

仮
設
ト
イ
レ
、
発
電
機
等
の
確
保
が

急
務
と
な
り
ま
す
。

　
竹
田
市
は
市
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
、
さ
ら
に
万
が
一
に
備
え
た
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

久住中生徒会が益金を寄付

和
気
藹
音（
わ
き
あ
い
お
ん
）

10
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
盛
況

市民の「健康づくり」に貢献
市
保
健
師「
公
衆
衛
生
事
業
」に

尽
力

　「
平
成
28
年
度
公
衆
衛
生
事
業

功
労
者
」（
一
般
社
団
法
人
日
本

公
衆
衛
生
協
会
）
に
市
高
齢
者
福

祉
課
の
甲
斐
香
代
子
課
長
補
佐

が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
斐
課
長
補
佐
は
、
母
子
保

健
事
業
や
健
康
増
進
事
業
、
地

域
の
組
織
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
地
域
の
実
情
に
あ

わ
せ
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
関
係
機

関
や
地
域
住
民
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
体
制
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

熊本地震支援のお礼で
竹田市を訪問

「まちの出来事」編集部より

くまモン
ら
お
う
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

た
造
語
で
す
。

　
音
楽
の
ま
ち
・
竹
田
に
お
い
て
、

世
代
や
団
体
の
垣
根
を
越
え
て
開

催
す
る
「
和
気
藹
音
コ
ン
サ
ー
ト
」。

素
晴
ら
し
い
演
奏
は
、
平
成
30
年
秋

に
開
館
と
な
る
「
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
」
で
も
響
か
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

是
松
教
授
が
知
育
玩
具
を
市
に
寄
贈

　
こ
ど
も
診
療
所
で
ア
レ
ル
ギ
ー

外
来
を
月
に
一
度
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
大
分
大
学
地
域
医
療
・
小
児

科
分
野
の
是
松
聖
悟
教
授
が
「
大

分
県
竹
田
市
に
お
け
る
５
歳
児
健

診
と
支
援
」
と
題
し
た
研
究
を
大

分
小
児
保
健
学
会
で
発
表
し
、
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
是
松
教

授
は
そ
の
副
賞
金
で
購
入
し
た
知

育
玩
具
を
「
ぜ
ひ
健
診
等
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
竹
田
市
に
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

　
竹
田
市
は
熊
本
地
震
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
避
難
所
の
環
境
整
備
の
一

環
と
し
て
２
月
８
日
、
西
日
本
電
信

電
話
㈱
大
分
支
店
と
「
災
害
時
に

お
け
る
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
・

利
用
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、

避
難
所
に
お
い
て
「
通
信
手
段
の
早

　「
廃
油
石
け
ん
の
ラ
ベ
ル
づ
く
り
」

な
ど
環
境
保
全
の
推
進
に
取
り
組
む

久
住
中
学
校
生
徒
会
は
、
今
年
度
も

小
型
の
廃
油
石
け
ん
を
文
化
祭
に
て

販
売
し
、
そ
の
益
金
を
教
育
委
員
会

に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
会
の
佐
藤
萌
さ
ん
は
「
日
本

一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー
ス
の
環
境

整
備
に
ぜ
ひ
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
、
竹
田
市
文
化
連
盟
主

催
「
第
10
回
和
気
藹
音
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
団

体
が
出
演
し
、
全
18
曲
を
演
奏
。
会

場
で
は
、
次
々
と
披
露
さ
れ
る
演
奏

に
多
く
の
音
楽
フ
ァ
ン
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
竹
田
市
文

化
連
盟
器
楽
部
と
声
楽
部
の
合
同

発
表
会
と
し
て
企
画
さ
れ
、
今
年
で

節
目
と
な
る
10
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
タ
イ
ト
ル
の
「
和
気
藹
音
」
と

は
、
当
時
の
部
会
の
中
で
、
各
団
体

代
表
者
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て

決
め
た
も
の
で
、「
和
気
藹
々
（
わ

き
あ
い
あ
い
）
と
音
楽
を
き
い
て
も

　２月８日、「熊本地震」で支援に対する感謝
を伝えようと、熊本県のPRキャラクター「くま
モン」が竹田市総合社会福祉センターを訪れ
ました。
　熊本地震の際に竹田市社会福祉協議会は「南
阿蘇支援ボランティア 竹田ベースキャンプ」
を開き、隣の熊本県南阿蘇村を後方支援しま
した。くまモンは感謝の気持ちとして、直筆
メッセージを書いた色紙を社協に贈りました。

　１月下旬、大分市の或る会社代表取締役の
方が大事な名刺入れを竹田市内で紛失して
困っていたところ、後日、封筒で会社に届いた
というのです。同封の手紙には、送り主の名前
は無く、「立派な名刺と名刺入れ　我が車のそ
ばに落ちていました。ご盛業をお祈りいたしま
す。竹田一市民」とだけ記されていたそうです。
　心温まる出来事をお寄せいただきありがとう
ございました。「ぜひお礼を」とのことです。心
あたりのある方はご連絡ください。（広報係）

木
部
さ
ん
が「
医
療
功
労
賞
」受
賞

　
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
医
療
や

福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
讃
え
る

「
第
45
回
医
療
功
労
賞
」（
讀
賣

新
聞
社
主
催
）
に
、
竹
田
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
木
部
眞
里

子
セ
ン
タ
ー
長
が
選
ば
れ
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
51
年
に
旧
直
入
町
に
保
健

師
と
し
て
入
職
。
昭
和
58
年
か
ら

「
が
ん
対
策
」
と
し
て
、
が
ん
検

診
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
、
胃

が
ん
検
診
と
と
も
に
「
婦
人
が
ん

ゼ
ロ
運
動
」
を
推
進
す
る
と
、
県

内
ト
ッ
プ
の
受
診
率
と
な
り
が
ん

の
早
期
発
見
に
貢
献
し
ま
し
た
。

TAO竹田城下町に
待望のオープン

ＴＡＯ文化振興財団事務所＆オフィシャルショップ

２／19、西光寺でオープン記念ライブを開催し
大盛況でした…

詳細はホームページ等の情報をお待ちください。

次は！岡城桜まつりに
TAOの出演決定！！

問TAO文化振興財団（☎63-1133／11:00～18:00 OPEN／木曜
定休日）

↑吉野教育長に売上金を手渡す佐藤萌さん（３
年）と野林莉花さん（２年）〔写真左から〕

↑器楽部、合唱部合同演奏による「荒城の月」
でフィナーレ

↑寄贈していただいた是松先生
は、「えがおの子育て小児科」を
本紙連載中

↑木部眞里子さん

↑甲斐香代子さん

→
健
診
に
訪
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
と
交
流

↑素晴らしい走りで竹田入りする宮川選手

↑協定を締結した首藤市長と江原和裕大分支店長

↑母校・竹田中学校前で後輩の声援を浴びる
廣瀬選手

↑野田副市長、アクティオの橋爪九州支店長、キデンリースの羽
田野竹田営業所長、首藤市長、三信産業の嶋田竹田営業所長、
西南レンタルの三好竹田支店長、池永総務課長（写真左から）

　「第59回県内一周大分合同駅
伝競走大会」（２月20日～24日）
が行われました。
　２日目（21日）、宮川剛選手
（竹田高校教員）が市役所本庁
舎前を８位でゴールイン。また
３日目（22日）、１区の久住登
りを廣瀬岳選手（関東学院大学）
が力走し、沿道から大きな声援
が送られました。

竹田市選手、大声援を受けて力走！

　
２
月
１
日
、
竹
田
市
と
タ
オ
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
等
で
つ
く
る
、

芸
術
文
化
振
興
、
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
た「
Ｔ
Ａ
Ｏ
文
化
振
興
財
団
」

事
務
所
と
、
初
の
常
設
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
シ
ョ
ッ
プ
が「
竹
田
温
泉
花
水
月
」

の
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
本
市
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外

国
人
観
光
客
）
施
策
の
一
環
と
し

て
、
久
住
を
拠
点
に
世
界
で
活
躍
す

る
「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
」
に
竹
田
市

国
際
観
光
親
善
大
使
を
任
命
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、Ｔ
Ａ
Ｏ
文
化
振
興
財

団
事
務
所
は
、
大
分
市
に
設
置
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
市
の
進
め
る

「
ア
ー
ト
レ
ジ
デ
ン
ス
構
想
」、「
城

下
町
再
生
」
等
の
新
た
な
戦
略
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
こ
の
度
竹
田
城
下
町

に
移
転
さ
れ
た
の
で
す
。

　
開
所
式
で
は
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
と

地
元
関
係
者
ら
に
よ
っ
て
事
務
所
の

看
板
の
序
幕
が
行
わ
れ
、
開
店
前
に

集
ま
っ
た
多
く
の
フ
ァ
ン
と
と
も
に

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

県内一周駅伝

期
確
保
」
の
た
め
の
取
り
組
み
で
、

特
設
公
衆
電
話
回
線
の
開
設
時
に

は
、
避
難
者
等
が
無
料
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
設
置
は
、
66
か
所
あ
る
指
定
避

難
所
の
う
ち
、
１
０
０
人
以
上
の
収

容
能
力
の
あ
る
避
難
所
に
設
置
す

る
計
画
で
、
当
面
22
か
所
に
お
い
て

２
か
年
計
画
で
整
備
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
ず
は
、
28
年
度
中

に
９
か
所
（
竹
田
小
・
竹
田
中
・
南

部
小
・
竹
田
南
部
中
・
荻
小
の
体
育

館
、
久
住
・
白
丹
・
都
野
・
直
入
地

区
の
公
民
館
）
に
設
置
さ
れ
、
４
月

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
20
日
、
竹
田
市
は
市

内
リ
ー
ス
業
者
の
４
社
（
㈱
ア
ク

テ
ィ
オ
、
キ
デ
ン
リ
ー
ス
㈱
、
三
信

産
業
㈱
、
西
南
レ
ン
タ
ル
㈱
）と「
災

害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
機
材
の

提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
時
に
は
人
命
救
助

と
同
時
に
、
復
旧
に
向
け
た
迅
速
な

行
動
が
必
要
と
な
り
、
仮
設
住
宅
や

仮
設
ト
イ
レ
、
発
電
機
等
の
確
保
が

急
務
と
な
り
ま
す
。

　
竹
田
市
は
市
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
、
さ
ら
に
万
が
一
に
備
え
た
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

久住中生徒会が益金を寄付

和
気
藹
音（
わ
き
あ
い
お
ん
）

10
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
盛
況

市民の「健康づくり」に貢献
市
保
健
師「
公
衆
衛
生
事
業
」に

尽
力

　「
平
成
28
年
度
公
衆
衛
生
事
業

功
労
者
」（
一
般
社
団
法
人
日
本

公
衆
衛
生
協
会
）
に
市
高
齢
者
福

祉
課
の
甲
斐
香
代
子
課
長
補
佐

が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
斐
課
長
補
佐
は
、
母
子
保

健
事
業
や
健
康
増
進
事
業
、
地

域
の
組
織
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
地
域
の
実
情
に
あ

わ
せ
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
関
係
機

関
や
地
域
住
民
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
体
制
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

熊本地震支援のお礼で
竹田市を訪問

「まちの出来事」編集部より

くまモン
ら
お
う
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

た
造
語
で
す
。

　
音
楽
の
ま
ち
・
竹
田
に
お
い
て
、

世
代
や
団
体
の
垣
根
を
越
え
て
開

催
す
る
「
和
気
藹
音
コ
ン
サ
ー
ト
」。

素
晴
ら
し
い
演
奏
は
、
平
成
30
年
秋

に
開
館
と
な
る
「
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
」
で
も
響
か
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

是
松
教
授
が
知
育
玩
具
を
市
に
寄
贈

　
こ
ど
も
診
療
所
で
ア
レ
ル
ギ
ー

外
来
を
月
に
一
度
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
大
分
大
学
地
域
医
療
・
小
児

科
分
野
の
是
松
聖
悟
教
授
が
「
大

分
県
竹
田
市
に
お
け
る
５
歳
児
健

診
と
支
援
」
と
題
し
た
研
究
を
大

分
小
児
保
健
学
会
で
発
表
し
、
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
是
松
教

授
は
そ
の
副
賞
金
で
購
入
し
た
知

育
玩
具
を
「
ぜ
ひ
健
診
等
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
竹
田
市
に
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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2017年（平成29年）

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

3

10

17

24

31

4

11

18

25

2

9

16

23

30

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

・岡の里名水マラソン大会30回記
念陸上教室 9:30～〔講師〕浅井え
り子さん（第30回岡の里名水マ
ラソン大会ゲストランナー）（竹
田中学校運動場）※雨天時は体
育館
・ひいなあそび 11:30-14:30（竹田
市コミュニティーセンター〔仮
称〕建設予定地・竹田市本町）

・荻の里温泉　休館日
・畜産座談会〔直入地域〕 
  14:00～（直入支所大会議室）

・畜産座談会〔久住地域〕14:00
～（久住公民館機能回復訓練
室）
・こころの健康相談
13:30-15:30（直入支所）※要
予約 ☎63-3346

・畜産座談会〔竹田地域〕
14:00～（大分県農協竹田支
店２階会議室）

・平成28年度竹田市生涯学習
まつり・高齢者大学閉校式 
13:00～（久住公民館くじゅう
サンホール）

・第30回岡の里名水マラソン大会 
〔開会式〕 9:00～／10:00～順次

スタート（竹田市総合運動公園）

・＃竹田－タケタに暮らし生まれた
モノ〔竹藝・長谷川絢、絵・志水聡
香〕12:00-17:00（WARAUHANA・

下本町通り）～３／11㈯まで

・竹田市長選挙・竹田市議会議
員選挙 立候補書類事前審査
9:00-17:00（市本庁舎３階会
議室）

・竹田市長選挙・竹田市議会議員
選挙 立候補書類事前審査
9:00-17:00（市本庁舎３階会議
室）
・【水琴館】写団ちくでん作品展
～４／９㈰まで
・こころの健康相談 13:30-15:30
（竹田市総合社会福祉センター）
※要予約 ☎63-3346

・歩こう会【挾田・十川】花水月
9:30集合 ※１
・【子牛市場】9:30セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）
・竹田市文化連盟主催「2016カ
ラオケフェスタ」 10:00～※入
場無料（久住公民館くじゅうサ
ンホール）

・大切なお住まいを空き家にし
ないためのセミナー＆相談会
〔セミナー〕13:30-14:30〔相談
会〕午前の部 10:00-12:00／午
後の部 14:30-17:00※相談料
無料（竹田市総合社会福祉セ
ンター会議室）

・新竹田市立図書館内覧会 10:00-15:00
・大分県立竹田高等学校器楽部 第48回定
期演奏会「Tutti! トゥッティ（みんなで）」 開
場13:00 開演13:30※入場無料（エイトピ
アおおの）
・平成29年第４回由学館セミナー「廣瀬
武夫を学ぶ会」 13:30～※入場無料（竹
田市総合社会福祉センター）問竹田市
エコミュージアム推進室 ☎63-4801

・荻の里温泉休館日
・【成牛市場】9:30セリ開始 （豊
後豊肥家畜市場）
・おはなしのへや 10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）

・水の駅おづる休業日
・陽目の里「名水茶屋」冬期休業
日～（３月末まで）
・【水琴館】享保雛・大正雛の展
示 ～３／５㈰まで
・第３回竹田市農業委員会総会
13:30～（竹田市総合社会福祉
センター）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・年金相談〔完全予約制〕
10:00-15:00（竹田市高齢者いきいき交
流センター）問日本年金機構大分年金
事務所 ☎097-552-1211
・大分県行政書士会無料相談会
 13:00-16:00 （大分県行政書士会 〔大分
市〕）問大分県行政書士会事務局 ☎
097-537-7089
・９・10か月児健診【午後】

・障がい児・障がい者家族交流会 
13:30-15:30（竹田市高齢者
いきいき交流センター）
・竹田温泉「花水月」休館日

・竹田温泉「花水月」休館日

・竹田市長選挙・竹田市議会議
員選挙立候補予定者説明会
〔市長選〕10:00～〔市議選〕
13:30～（市本庁舎３階会議室）
・縁結びサポーター養成講座
14:00-16:00（竹田市総合社
会福祉センター）

・竹田温泉「花水月」休館日
・３歳児健診【午後】
・こころの健康相談
  13:30-15:30（荻支所） ※要予
約 ☎63-3346

・新竹田市立図書館内覧会
10:00-15:00
・第５回宮城の里しだれ桜祭り
10:00～（宮城分館）

・【納期限】国民健康保険税
（12期）

・竹田温泉「花水月」休館日

・流し雛 10:30～（豊後竹田駅
前稲葉川河川敷）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故相談所
  10:00-15:00 （豊肥振興局） 
  ※要予約 ☎63-1171
・畜産座談会〔荻地域〕14:00～
（荻公民館２階中会議室）

・市民提案型地域活力創造事
業報告会 10:00-12:00（竹田
市総合社会福祉センター）

竹 田 市 の　 こ よ み ３月たけたん情報

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

春分の日

竹田
・３月３日・17日㈮ 13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・３月14日・28日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・３月14日㈫・23日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・３月10日・24日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・３月２日・９日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・３月８日㈬　入田分館
・14日㈫　嫗岳分館
・22日㈬　宮砥分館　13:00～
15:00

今月のよりそいカフェ

　　竹田市市街地循環バス
　　「まちめぐり号」の試験運行

３／１㈬～31㈮
・おでかけコース  10.53km（約30分）
・岡城コース  3.81km（約15分）
１日300円（チケット購入時に１日利用券を配
布します）
問竹田市企画情報課　☎63-4801

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

３月15日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10:00～

12:00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

「竹田市空家等対策計画案」についての意見を募集します。
　 期間　２月14日㈫～３月14日㈫
　竹田市では、空家対策特別措置法に基づき「竹田市空家等対策計画」を策定しています。この計画案に
ついて、広くご意見を募集しています。
　募集期間は、平成29年３月14日㈫まで。郵送・FAX・Eメールで受け付けています。詳しくは、市のホー
ムページをご覧いただくか、下記の窓口までお問い合わせください。ご協力をよろしくお願いします。　
問竹田市総務課行政係  ☎63-4800

◆2017年４月上旬の主な予定
　１日㈯　・名水茶屋　営業開始
　２日㈰　・第69回岡城桜まつり（大名行列・武者

揃え）11:00～
　　　　　  （岡城跡・竹田城下町界隈）  
　９日㈰　・市長・市議会議員選挙告示日 
　16日㈰　・市長・市議会議員選挙投票日

・大分県司法書士会豊肥支部主催「法律無
料相談」 9:00-12:00 （竹田市公民館竹田
分館）問豊肥支部 ☎64-9111（予約不要）
・【水琴館】第３回竹田高校書道部・美術部
校外展 ～３／19㈰まで
・てづくり音楽会 13:00-15:00（直入教育会館）
※入場無料問瀧廉太郎会☎63-1823（堀）
・第６回荒城の月短歌大会表彰式 13:00～
（竹田市総合社会福祉センター）
・竹田市総合文化ホール開館準備ワーキン
ググループ：第３回公開講座 14:00-16:00
（竹田分館２階大広間）

月
間
・
そ
の
他

〇全国山火事予防運動（3／１～7）
〇平成28年分の贈与税の申告（2／
1～3／15）
〇平成28年分の所得税及び復興特
別所得税の確定申告（2／16～3
／15）
〇個人事業者の消費税及び地方消費
税の確定申告（1／4～3／31）

■竹田市社会福祉課からの
　お知らせ

　竹田中央地域の上町、上本

町、寺町の各自治会を担当す

る民生委員は、和田基さん

（上本町）に決まりました。

パブリックコメント空家対策計画案

平成28年度
地域を担うＮＰＯ協働モデル創出
事業企画

大切なお住まいを
空き家にしないための
セミナー＆相談会
日時　３月19日㈰
　　　〔セミナー〕13:30 ～ 14:30
　　　〔相談会〕
　　　午前の部　10:00 ～ 12:00
　　　午後の部　14:30 ～ 17:00

会場　竹田市総合社会福祉セン
ター

相談料　無料（ご予約ください）

問ＮＰＯ法人空き家サポートおお
いた事務局　☎097-578-8782
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※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100
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・岡の里名水マラソン大会30回記
念陸上教室 9:30～〔講師〕浅井え
り子さん（第30回岡の里名水マ
ラソン大会ゲストランナー）（竹
田中学校運動場）※雨天時は体
育館
・ひいなあそび 11:30-14:30（竹田
市コミュニティーセンター〔仮
称〕建設予定地・竹田市本町）

・荻の里温泉　休館日
・畜産座談会〔直入地域〕 
  14:00～（直入支所大会議室）

・畜産座談会〔久住地域〕14:00
～（久住公民館機能回復訓練
室）
・こころの健康相談
13:30-15:30（直入支所）※要
予約 ☎63-3346

・畜産座談会〔竹田地域〕
14:00～（大分県農協竹田支
店２階会議室）

・平成28年度竹田市生涯学習
まつり・高齢者大学閉校式 
13:00～（久住公民館くじゅう
サンホール）

・第30回岡の里名水マラソン大会 
〔開会式〕 9:00～／10:00～順次

スタート（竹田市総合運動公園）

・＃竹田－タケタに暮らし生まれた
モノ〔竹藝・長谷川絢、絵・志水聡
香〕12:00-17:00（WARAUHANA・

下本町通り）～３／11㈯まで

・竹田市長選挙・竹田市議会議
員選挙 立候補書類事前審査
9:00-17:00（市本庁舎３階会
議室）

・竹田市長選挙・竹田市議会議員
選挙 立候補書類事前審査
9:00-17:00（市本庁舎３階会議
室）
・【水琴館】写団ちくでん作品展
～４／９㈰まで
・こころの健康相談 13:30-15:30
（竹田市総合社会福祉センター）
※要予約 ☎63-3346

・歩こう会【挾田・十川】花水月
9:30集合 ※１
・【子牛市場】9:30セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）
・竹田市文化連盟主催「2016カ
ラオケフェスタ」 10:00～※入
場無料（久住公民館くじゅうサ
ンホール）

・大切なお住まいを空き家にし
ないためのセミナー＆相談会
〔セミナー〕13:30-14:30〔相談
会〕午前の部 10:00-12:00／午
後の部 14:30-17:00※相談料
無料（竹田市総合社会福祉セ
ンター会議室）

・新竹田市立図書館内覧会 10:00-15:00
・大分県立竹田高等学校器楽部 第48回定
期演奏会「Tutti! トゥッティ（みんなで）」 開
場13:00 開演13:30※入場無料（エイトピ
アおおの）
・平成29年第４回由学館セミナー「廣瀬
武夫を学ぶ会」 13:30～※入場無料（竹
田市総合社会福祉センター）問竹田市
エコミュージアム推進室 ☎63-4801

・荻の里温泉休館日
・【成牛市場】9:30セリ開始 （豊
後豊肥家畜市場）
・おはなしのへや 10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）

・水の駅おづる休業日
・陽目の里「名水茶屋」冬期休業
日～（３月末まで）
・【水琴館】享保雛・大正雛の展
示 ～３／５㈰まで
・第３回竹田市農業委員会総会
13:30～（竹田市総合社会福祉
センター）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・年金相談〔完全予約制〕
10:00-15:00（竹田市高齢者いきいき交
流センター）問日本年金機構大分年金
事務所 ☎097-552-1211
・大分県行政書士会無料相談会
 13:00-16:00 （大分県行政書士会 〔大分
市〕）問大分県行政書士会事務局 ☎
097-537-7089
・９・10か月児健診【午後】

・障がい児・障がい者家族交流会 
13:30-15:30（竹田市高齢者
いきいき交流センター）
・竹田温泉「花水月」休館日

・竹田温泉「花水月」休館日

・竹田市長選挙・竹田市議会議
員選挙立候補予定者説明会
〔市長選〕10:00～〔市議選〕
13:30～（市本庁舎３階会議室）
・縁結びサポーター養成講座
14:00-16:00（竹田市総合社
会福祉センター）

・竹田温泉「花水月」休館日
・３歳児健診【午後】
・こころの健康相談
  13:30-15:30（荻支所） ※要予
約 ☎63-3346

・新竹田市立図書館内覧会
10:00-15:00
・第５回宮城の里しだれ桜祭り
10:00～（宮城分館）

・【納期限】国民健康保険税
（12期）

・竹田温泉「花水月」休館日

・流し雛 10:30～（豊後竹田駅
前稲葉川河川敷）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故相談所
  10:00-15:00 （豊肥振興局） 
  ※要予約 ☎63-1171
・畜産座談会〔荻地域〕14:00～
（荻公民館２階中会議室）

・市民提案型地域活力創造事
業報告会 10:00-12:00（竹田
市総合社会福祉センター）

竹 田 市 の　 こ よ み ３月たけたん情報

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

春分の日

竹田
・３月３日・17日㈮ 13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・３月14日・28日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・３月14日㈫・23日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・３月10日・24日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・３月２日・９日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・３月８日㈬　入田分館
・14日㈫　嫗岳分館
・22日㈬　宮砥分館　13:00～
15:00

今月のよりそいカフェ

　　竹田市市街地循環バス
　　「まちめぐり号」の試験運行

３／１㈬～31㈮
・おでかけコース  10.53km（約30分）
・岡城コース  3.81km（約15分）
１日300円（チケット購入時に１日利用券を配
布します）
問竹田市企画情報課　☎63-4801

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

３月15日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10:00～

12:00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

「竹田市空家等対策計画案」についての意見を募集します。
　 期間　２月14日㈫～３月14日㈫
　竹田市では、空家対策特別措置法に基づき「竹田市空家等対策計画」を策定しています。この計画案に
ついて、広くご意見を募集しています。
　募集期間は、平成29年３月14日㈫まで。郵送・FAX・Eメールで受け付けています。詳しくは、市のホー
ムページをご覧いただくか、下記の窓口までお問い合わせください。ご協力をよろしくお願いします。　
問竹田市総務課行政係  ☎63-4800

◆2017年４月上旬の主な予定
　１日㈯　・名水茶屋　営業開始
　２日㈰　・第69回岡城桜まつり（大名行列・武者

揃え）11:00～
　　　　　  （岡城跡・竹田城下町界隈）  
　９日㈰　・市長・市議会議員選挙告示日 
　16日㈰　・市長・市議会議員選挙投票日

・大分県司法書士会豊肥支部主催「法律無
料相談」 9:00-12:00 （竹田市公民館竹田
分館）問豊肥支部 ☎64-9111（予約不要）
・【水琴館】第３回竹田高校書道部・美術部
校外展 ～３／19㈰まで
・てづくり音楽会 13:00-15:00（直入教育会館）
※入場無料問瀧廉太郎会☎63-1823（堀）
・第６回荒城の月短歌大会表彰式 13:00～
（竹田市総合社会福祉センター）
・竹田市総合文化ホール開館準備ワーキン
ググループ：第３回公開講座 14:00-16:00
（竹田分館２階大広間）

月
間
・
そ
の
他

〇全国山火事予防運動（3／１～7）
〇平成28年分の贈与税の申告（2／
1～3／15）
〇平成28年分の所得税及び復興特
別所得税の確定申告（2／16～3
／15）
〇個人事業者の消費税及び地方消費
税の確定申告（1／4～3／31）

■竹田市社会福祉課からの
　お知らせ

　竹田中央地域の上町、上本

町、寺町の各自治会を担当す

る民生委員は、和田基さん

（上本町）に決まりました。

パブリックコメント空家対策計画案

平成28年度
地域を担うＮＰＯ協働モデル創出
事業企画

大切なお住まいを
空き家にしないための
セミナー＆相談会
日時　３月19日㈰
　　　〔セミナー〕13:30 ～ 14:30
　　　〔相談会〕
　　　午前の部　10:00 ～ 12:00
　　　午後の部　14:30 ～ 17:00

会場　竹田市総合社会福祉セン
ター

相談料　無料（ご予約ください）

問ＮＰＯ法人空き家サポートおお
いた事務局　☎097-578-8782
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たけたん情報

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

　

昨
年
４
月
に
発
足
し
た
廣
瀬
武
夫

の
人
柄
や
足
跡
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。
今
回
は
、
廣
瀬
武
夫
が
明
治

24
～
25
年
の
南
洋
航
海
中
に
家
族
に

宛
て
た
手
紙
を
ご
紹
介
し
、
未
公
刊

の
新
資
料
も
ま
じ
え
、
紀
行
文
『
航

南
私
記
』
に
は
書
か
れ
な
か
っ
た
武

夫
の
思
い
を
た
ど
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
説
『
広
瀬
武
夫　

旅
順

に
散
っ
た
「
海
の
サ
ム
ラ
イ
」』
の

著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
作
家
の
櫻

田
啓
先
生
を
お
迎
え
し
、
お
話
を
伺

う
ほ
か
、
竹
田
市
東
京
事
務
所
長
の

白
坂
亜
紀
さ
ん
に
よ
る
東
京
か
ら
の

近
況
報
告
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
～
（
午
後
１
時
開
場
）

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

・�「
廣
瀬
武
夫
の
南
海
だ
よ
り
～『
航

南
私
記
』
の
旅
先
か
ら
～
」

〔
講
師
〕
笹
本
玲
央
奈
（
日
本
近
代

文
学
研
究
者
）

・「
廣
瀬
武
夫
の
シ
ベ
リ
ア
横
断
」

〔
講
師
〕
櫻
田 

啓
（
日
本
作
家
ク

ラ
ブ
会
員
）

参
加
費　

無
料

※�

終
了
後
、
午
後
５
時
よ
り
竹
田
分
館
に

て
交
流
会（
会
費
４
千
円
）を
行
い
ま
す
。

問
・　

 

竹
田
市
企
画
情
報
課　

エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室　

☎
63

－

４

８
０
１

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

※�

展
示
が
無
い
日
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

入
館
料　

無
料

⃝
�

享
保
雛
・
大
正
雛
の
展
示

２
月
10
日
㈮
～
３
月
５
日
㈰

　
「
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
」
開
催

に
あ
わ
せ
、
歴
史
資
料
館
で
保
管
し

て
い
る
雛
人
形
（
享
保
雛
や
大
正
雛

等
）
を
展
示
し
ま
す
。

⃝
�

第
３
回
竹
田
高
校
書
道
部
・
美
術

部
校
外
展

３
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　

竹
田
高
校
書
道
部
・
美
術
部
の
皆

さ
ん
の
作
品
展
で
す
。
大
分
県
高
文

連
中
央
展
出
品
作
品
ほ
か
、
生
徒
の

力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝
�

写
団
ち
く
で
ん
作
品
展

３
月
28
日
㈫
～
４
月
９
日
㈰

　

写
団
ち
く
で
ん
の
会
員
に
よ
る
写

真
展
で
す
。
岡
城
な
ど
竹
田
市
内
の

風
景
を
撮
影
し
た
作
品
を
約
40
点
展

示
し
ま
す
。

講　

座

　

垂
水
健
治
氏
を
招
き
、
北
九
州
芸

術
劇
場
に
お
い
て
開
館
に
携
わ
っ
た

経
験
談
を
交
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
」
に
求

め
ら
れ
る
役
割
や
可
能
性
に
つ
い
て

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

３
月
18
日
㈯　

午
後
２
時
～

午
後
４
時

場
所　

竹
田
分
館
２
階
大
広
間

内
容　
「
地
域
の
公
立
文
化
拠
点
が

担
う
役
割
と
使
命
」〔
講
師
〕
垂
水

健
治
氏
（（
公
財
）
福
岡
市
文
化
芸

術
振
興
財
団　

舞
台
芸
術
振
興
課
長
）

対
象　

竹
田
市
在
住
、
在
学
、
在
勤

者
（
年
齢
不
問
）。
興
味
の
あ
る
方

は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
・　

 

竹
田
市
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
課　

☎
63－

４
８
１
７

syougai@
city.taketa.lg.jp

年　

金

　

国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な

り
ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー

タ
ー
、
無
職
の
方
な
ど
で
、
加
入
手

続
き
は
ご
自
分
で
住
所
地
の
市
区
役

所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
行
い
ま
す
。

由
学
館
セ
ミ
ナ
ー
「
廣
瀬
武
夫

を
学
ぶ
会
」

申
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館�

☎
63

－

２
２
０
０

「
市
民
が
主
役
」
の
文
化
ホ
ー

ル
を
創
る
た
め
の
学
習
会
　
第

３
回
公
開
講
座

申
国
民
年
金
加
入
方
法

↑笹本玲央奈さん↑櫻田　啓さん
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aketa  Information

・
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
加
入
手
続
き
は
勤
務
先

が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
の
方
で
、
加
入
手
続
き

は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経

由
し
て
行
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間

が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な

く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ

る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も

割
引
額
が
多
い
６
か
月
前
納
・
１
年

度
前
納
・
２
年
度
前
納
も
あ
り
、
大

変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金

融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご

希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
年
金
事
務
所　

国
民
年
金

課　

☎
０
９
７－

５
５
２－

１
２
１
１

消
費
者
行
政

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
払
方
法

に
は
、
一
括
払
い
や
分
割
払
い
の
ほ

か
に
、
利
用
金
額
や
件
数
に
関
わ
ら

ず
、
毎
月
一
定
の
額
や
割
合
を
支
払

う
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
が
あ
り
ま

す
。
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
は
、
月
々

の
支
払
い
を
一
定
額
に
抑
え
ら
れ
る

反
面
、
支
払
期
間
が
長
期
化
し
、
手

数
料
が
か
さ
む
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
支
払
う
際
、
一
括
払
い
と
し
た

は
ず
な
の
に
、
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
相
談
も
あ
り

ま
す
。
カ
ー
ド
を
申
し
込
む
際
は
、

初
期
設
定
が
「
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
」

に
な
っ
て
い
る
カ
ー
ド
も
あ
る
の

で
、
支
払
方
法
や
規
約
を
し
っ
か
り

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
利
用
明
細
は
必
ず
確
認

し
、
少
し
で
も
不
安
な
事
が
あ
っ
た

ら
す
ぐ
に
カ
ー
ド
会
社
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問 

竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
00
分
（
㈪
～
㈮
・
平

日
の
み
）
☎
63－

４
８
３
４
／
大
分

県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）
☎
０
９
７－

５
３
４－

０
９
９
９

福　

祉

　

手
話
通
訳
者
や
手
話
奉
仕
員
を
目

指
す
方
を
対
象
に
手
話
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

（
午
後
７
時
～
午
後
９
時
ま
で
）（
全

23
回
）

開
講
式　

４
月
４
日
㈫
予
定

会
場　

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

裏
）

講
師　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会

か
ら
派
遣

受
講
費
用　

受
講
料
は
無
料
で
す

が
、
テ
キ
ス
ト
代
等
実
費
が
か
か
り

ま
す
。

受
講
資
格　

入
門
課
程
修
了
者
で
高

校
生
以
上
（
過
去
に
入
門
課
程
を
修

了
し
た
方
も
可
）

申
込
締
切　

３
月
24
日
㈮

申
込
書
提
出
先　

竹
田
市
社
会
福
祉

課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係

＊�

受
講
申
込
書
は
竹
田
市
社
会
福
祉

課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

問 

竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い

福
祉
係　

☎
63－

４
８
１
１

対
象
者　

市
内
在
住
で
障
が
い
を
持

ち
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
10
歳

以
上
の
方
（
た
だ
し
、
卓
球
は
６
歳

以
上
）

※�

市
内
の
事
業
所
や
学
校
に
通
所
、

通
学
し
て
い
る
者
は
、
そ
の
所
在

地
の
選
手
団
と
し
て
参
加
で
き
ま

す
。

個
人
競
技

・�

５
月
20
日
㈯　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

（
身
体
）

・�

５
月
21
日
㈰　

開
会
式
、
陸
上
競

技
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
・
知

的
・
精
神
）水
泳（
身
体
・
知
的
・

精
神
）

・�
５
月
27
日
㈯　

ボ
ウ
リ
ン
グ
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）

・�

５
月
28
日
㈰　

卓
球
（
身
体
・
知

的
・
精
神
）

※�

各
競
技
に
は
（　

）
内
の
障
が
い
の
方

が
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
開
催
日
が

異
な
る
競
技
に
は
複
数
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
に
備
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

た
だ
し
、「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」と「
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
」
の
参
加
申
込
み
に
つ
い
て
は
直

接
競
技
団
体
へ
の
提
出
と
な
り
ま
す
。

提
出
期
限　

３
月
27
日
㈪

問 

竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い

福
祉
係　

☎
63

－

４
８
１
１　

Ｆ
Ａ

Ｘ
63－

０
９
８
８

協
会
け
ん
ぽ
加
入
の
皆
さ
ま
へ

・�

健
康
保
険
率
…
…
【
大
分
支
部
】

10
・
17
％
（
現
行 

10 

・
04
％
）

・�

介
護
保
険
率
…
…
【
全
国
一
律
】

１
・
65
％
（
現
行
１
・
58
％
）

※�

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保
険

第
２
号
被
保
険
者
）
は
健
康
保
険
率
に

介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

※�

健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
、
労
使

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

が
お
得
で
す

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
リ
ボ
ル

ビ
ン
グ
払
い
に
注
意

手
話
講
習
会
（
基
礎
課
程
）
受
講

生
を
募
集
し
ま
す

第
12
回
大
分
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
選
手
募
集

平
成
29
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
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たけたん情報

折
半
と
な
り
ま
す
。

※�
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
４
月
分

の
保
険
料
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

問 
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
大
分
支
部　

☎
０
９
７－

５

７
３－

５
６
３
０

募　

集

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
国
内
最
大
級
の
通
信
制
大
学
で

す
。

　

是
非
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
放
送

大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
】

　

３
月
12
日
㈰

　

個
別
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
出
願
締
め
切
り
は
３
月
20
日

㈪
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学
大

分
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
７－

５

４
９－

６
６
１
２
）
ま
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

相　

談

日
時　

３
月
18
日
㈯　

午
前
９
時
～

正
午

場
所　

竹
田
分
館
１
階
和
室
１
～
３

号内
容　

不
動
産
登
記
、
相
続
、
法
人

登
記
、
債
務
整
理
、
成
年
後
見
等
の

法
律
相
談　

※
予
約
不
要

問 

大
分
県
司
法
書
士
会
豊
肥
支
部

☎
64－

９
１
１
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専

門
官
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

の
受
験
者
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

申
込
受
付
は
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮

か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.jinji.

go.jp/saiyo/saiyo.htm
 

ま
た
は

【
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
】
を
検
索
し

て
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
次
の
①
、
ま

た
は
②
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①�

人
事
院
人
材
局
試
験
課　

☎
０

３－

３
５
８
１－

５
３
１
１
（
内
線

２
３
３
２
）

②�

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係　

☎
０
９
６－

３
５
４－

６
１

７
１
（
内
線
６
０
４
６
）

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
（
日
本

銀
行
歳
入
代
理
店
）
等
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）、
納
税

地
を
管
轄
す
る
税
務
署
の
窓
口
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

【
平
成
28
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期

限
】

○�

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
付
期
限　

平
成
29
年
３
月

15
日
㈬

○�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
納
付
期
限　

平
成
29

年
３
月
31
日
㈮

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税（
個
人
事
業
者
）の
納
税
は
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
と
な
る
「
振
替
納
税
」
が
大

変
便
利
で
す
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
、
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
金
融
機
関
か
ら
領
収
証
書
の
送

付
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
29

年
か
ら
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

【
平
成
28
年
分
確
定
申
告
の
振
替
納

税
の
振
替
日
】

○�

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
振
替
日　

平
成
29
年
４
月
20

日
㈭

○�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
振
替
日　

平
成
29
年

４
月
25
日
㈫

　

災
害
等
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
納
税
の
緩
和
制
度
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
竹

田
税
務
署
（
☎
63

－

３
１
４
１　

※

自
動
音
声
案
内
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

試　

験

　

技
能
試
験
は
、
働
く
人
達
の
持
っ

て
い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り

検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
技
能
の

国
家
検
定
制
度
で
す
。
大
分
県
で

は
、
平
成
28
年
前
期
ま
で
に
全
職
種

に
お
い
て
４
万
５
７
５
３
名
が
合
格

し
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

ま
で

放
送
大
学
「
４
月
生
」
募
集
中

大
分
県
司
法
書
士
会
豊
肥
支
部
主
催

「
法
律
無
料
相
談
会
」

国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験
者

募
集

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

平
成
29
年
度
前
期
技
能
検
定
試

験
の
お
知
ら
せ
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aketa  Information

受
付
場
所　

大
分
県
職
業
能
力
開

発
協
会

問 
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会　

☎
０
９
７－

５
４
２－

３
６
５
１

住　

宅

申
込
方
法　

竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
建
設
課
内
）、
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け

て
い
る
入
居
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

３
月
６
日
㈪
～
14
日
㈫

※
土
・
日
を
除
く

抽
選
日　

３
月
17
日
㈮　

午
前
10

時
～
（
市
本
庁
舎
）

入
居
指
定
日　

４
月
16
日
㈰
ま
た
は

５
月
１
日
㈪
（
県
営
は
５
月
１
日
）

　

次
回
の
募
集
予
定
月
は
５
月
で

す
。

　

詳
細
は
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す

「市営住宅直入スカイビュー団地」

残り３棟が３月に完成！

↑スカイビューの快適な浴室

  ←完成間近の３棟
  　（直入スカイビュー団地）

わ
せ
て
３
月
募
集
時
に
行
い
ま

す
。

概
要

・�

名
称　

直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
団

地
（
全
11
棟
）

・�

場
所　

竹
田
市
直
入
町
大
字
長

湯
９
０
６
７
番
地
69

・
構
造　

木
造
平
屋
建

・
間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
住
戸
面
積　

74
・
74
㎡

家
賃　

２
万
７
４
０
０
円
～
４
万

８
０
０
円

※�

建
設
途
中
で
の
仮
算
定
を
行
っ

た
家
賃
で
あ
り
若
干
増
減
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世

帯
の
状
況
で
家
賃
を
決
定
し
ま

す
。

対
象　

世
帯
向
け
（
単
身
で
の
入

居
不
可
）

そ
の
他　

直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
団

地
は
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
「
公

営
住
宅
」
で
す
の
で
、
所
得
制
限

等
の
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
。

問 

竹
田
市
建
設
課　

☎
63－

１
１

１
１
（
内
線
２
４
１
・
２
４
２
）

／
募
集
に
関
す
る
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
市

建
設
課
内　

☎
63－

４
４
０
０
）

　
「
市
営
住
宅
直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー

団
地
」
に
新
築
戸
建
住
宅
３
棟
が

完
成
し
ま
す
。
こ
の
３
棟
の
完
成

に
よ
り
、「
市
営
住
宅
直
入
ス
カ

イ
ビ
ュ
ー
団
地
」
建
設
事
業
は
完

了
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
居
者
募
集
は
、
そ
の

他
の
市
営
住
宅
、
県
営
住
宅
と
あ

１．公営住宅（市営９戸、県営 11 戸）
地　域 住　宅　名 戸　数 備　考

竹　田 玉来第１団地 １ 単身可

玉来第２団地 １ 単身可

県営下矢倉住宅 ４ ※

県営玉来住宅 ２ 単身可

県営豊岡住宅 ２ 単身可

荻 栄住宅 １ 世帯

県営桜住宅（３階建） ３ 世帯

久　住 さくら住宅 １ 35歳以下の単身

池の口住宅 ２ 単身可

直　入 直入スカイビュー団地 ３ 世帯　※新築

２．特定公共賃貸住宅（４戸）
地 域 住　宅　名 戸　数 備　考

竹　田 七里団地Ｆ棟 ３
35歳以下の単身

七里第２団地Ｂ棟 １

※詳しくは、センターへお問い合わせください。
問 竹田市住宅管理センター（市役所建設課内　☎ 63-4400）
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たけたん情報

自
衛
官
募
集

対
象
者　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
５
月
５

日
㈮

試
験
日　
〔
１
次
試
験
〕
５
月
13
日

㈯
／
〔
２
次
試
験
〕
６
月
13
日
㈫
～

16
日
㈮

※
い
ず
れ
か
１
日
指
定
さ
れ
ま
す

試
験
会
場　

大
分
県
中
小
企
業
会

館問
・　

 

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

竹
田
地
域
事
務
所　

☎
63－

３
３
２

０商
工
労
働

　

市
内
在
住
60
歳
以
上
・
健
康
か
つ

就
業
意
欲
の
あ
る
方
募
集
中
！
会
員

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は「
説
明
会
」

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
８
日
㈬
、
３
月
22
日
㈬

午
後
２
時
～

会
場　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
竹
田
支
所
会
議
室

問 （
公
）
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
竹
田
支
所　

☎
62

－

３
７

７
７登　

録

①�

「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」
が
つ
い

て
い
な
い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は

所
持
で
き
な
い
の
で
、
必
ず
県
教

育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審

査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②�

会
場
に
は
、
現
物
と
発
見
届
出
済

証
・
登
録
手
数
料
（
１
件
６
、
３

０
０
円
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
で
も
結
構
で
す
。（
た
だ

し
家
族
以
外
の
代
理
人
は
委
任
状

が
必
要
で
す
）

③�

登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
登

録
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。（
再
交
付
手
数
料

１
件
３
５
０
０
円
）

④�

未
登
録
物
件
の
所
持
・
売
買
は
で

き
ま
せ
ん
。

⑤�

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
県
庁
教
育
庁
文

化
課
（
☎
０
９
７－

５
０
６－

５
４

９
８
（
担
当
：
今
井
・
吉
良
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

消　

防

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時

　

そ
の
場
所
で
」

期
間　

３
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

●�

住
宅
防
火
・
命
を
守
る
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

○�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

○�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

●
廃
消
火
器
の
処
分
に
つ
い
て

　

消
火
器
の
安
全
な
回
収
の
た
め
、

新
制
度
（
廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
）
が
平
成
22
年
１
月
１
日
よ

り
全
国
一
斉
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
消
火
器
を
廃

棄
す
る
場
合
は
指
定
引
取
所
（
竹
田

市
内
の
指
定
引
取
所
は
株
式
会
社
あ

わ
や　

☎
63

－

２
０
０
２
）
が
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ー
ル
を
貼
付
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
へ
運
搬
し
ま
す
（
廃
棄
す

る
場
合
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
代
と

運
搬
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

問 

竹
田
市
消
防
本
部　

警
防
課　

☎
63－

０
１
１
９

平
成
29
年
度
自
衛
隊
幹
部
候
補

生
（
一
般
）
を
募
集
し
ま
す
！

申
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
募
集

平
成
29
年
度
大
分
県
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会

月　日 時  　間 会　　場

５／10 ㈬ 13:00～17:00 県庁舎別館８階84会議室

７／12 ㈬ 13:00～17:00 県庁舎別館８階84会議室

９／13 ㈬ 13:00～17:00 県庁舎別館８階84会議室

11／８ ㈬ 13:00～17:00 県庁舎別館８階84会議室

１／10 ㈬ 13:00～17:00 県庁舎別館８階84会議室

３／14 ㈬ 13:00～17:00 県庁舎別館８階84会議室

※受付 16:30 まで

平
成
29
年
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
実
施
中
！

問= お問い合わせ先　 　= 申込み先申 広報たけた  平成29年3月号 22



aketa  Information

求
人
情
報

竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

①
調
理
ス
タ
ッ
フ
１
人
13
・
７
～

17
・
７
万
円　

②
図
書
館
司
書
２
人

13
・
６
万
円　

③
不
動
産
営
業
員
１

人
15
～
20
万
円　

④
保
育
補
助
１
人

15
・
１
万
円　

⑤
製
造
１
人
12
・
７

万
円　

⑥
バ
ス
運
転
手
１
人
15
・

４
～
17
・
４
万
円　

⑦
歯
科
衛
生
士

１
人
17
・
６
～
21
・
１
万
円　

⑧
事

務
職
１
人
15
～
16
万
円　

⑨
営
業
員

２
人
22
・
９
～
32
・
３
万
円　

⑩

シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ
１
人
13
・
４
万

円　

⑪
幹
部
調
理
師
１
人
23
～
27
万

円　

⑫
訪
問
介
護
職
員
１
人
13
・
２

万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）〕

⑬
一
般
事
務
３
人
７
５
０
円　

⑭
配

達
係
及
び
接
客
係
１
人
７
２
０
～
８

０
０
円　

⑮
清
掃
員
２
人
７
５
０
円 

⑯
調
理
員
１
人
７
５
０
～
８
０
０
円 

⑰
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
人
９
６
５
～

１
１
４
０
円　

⑱
歯
科
衛
生
士
１
人

１
０
０
０
円
～
１
１
０
０
円　

⑲
介

護
補
助
１
人
７
１
５
円
～
８
５
０
円 

⑳
窓
口
販
売
業
務
１
人
７
１
５
円  

㉑

製
造
補
助
員
２
人
７
１
５
円　

㉒
検

査
・
ア
イ
ロ
ン
工
１
人
７
５
０
円 

㉓

洗
浄
・
片
付
け
２
人
８
０
０
円  

㉔
給

油
所
内
で
の
販
売
員
１
人
８
０
０
円

【
お
知
ら
せ
】
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

業
務
時
間
を
「
午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時
」
に
変
更
し
ま
す
。

誕
生
お
め
で
と
う

❶ 

月
生
ま
れ
　

親
・
自
治
会

問 

☎
63-

１
１
０
１
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歴
史
・
文
化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
「
荒
城

の
月
短
歌
大
会
」
も
今
年
で
第
６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
３
月
18
日
開
催
の
「
第
６
回
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」
に

先
立
ち
短
歌
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
か
ら
２
６
２
０
首
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
昨
年
は

１
７
９
７
首
）。
選
者
は
竹
田
市
出
身
で
歌
人
の
川
野
里
子
さ
ん
。
入
選
作
品
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

史
上
最
多
応
募
数
を
今
年
も
更
新
！

第
６
回「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」入
選
作
品
発
表

■
一
般
の
部

 

最
優
秀
賞

ル
ク
ソ
ー
ル
神
殿
警
護
の
兵
士
ら
は

　
　
　
　
　
　逆
光
の
中
機
銃
持
ち
替
え
る

（
大
分
県
・
安
部
修
治
）

 

優 

秀 

賞

粒
々
で
且
つ
波
な
ん
だ
っ
て
光
っ
て
君
と
の
珈
琲
幻
み
た
い

（
徳
島
県
・
森
岡
政
子
）

瀬
戸
内
の
海
は
輝
き
光
み
つ
漁
場
へ
む
き
て
を
ろ
が
み
し
父

（
竹
田
市
・
井
上
登
志
子
）

 

佳
　
作

紹
介
が
遅
れ
て
し
ま
い
す
み
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　あ
ち
ら
で
光
っ
て
い
る
の
が
父
で
す

（
大
分
県
・
岡
方
大
輔
）

観
光
と
は
光
を
観
る
か
初
め
て
の
空
に
大
地
に
あ
ふ
れ
る
光

（
大
阪
府
・
原
理
恵
子
）

町
の
端
に
過
去
な
き
光
出
現
す
コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
プ
ン
深
夜
零
時
に

（
和
歌
山
県
・
松
田
容
典
）

光
差
す
ほ
う
が
出
口
と
信
じ
て
た
君
は
い
つ
で
も
逆
光
の
な
か

（
東
京
都
・
椛
沢
知
世
）

遺
影
抱
き
て
出
る
斎
場
に
秋
の
空
愛
と
は
き
つ
と
光
と
思
ふ

（
大
分
県
・
金
澤
諒
和
）

揺
れ
な
が
ら
揺
れ
る
角
度
に
ハ
ン
ド
ル
が
光
を
放
つ
吾
子
の
自
転
車

（
愛
媛
県
・
眞
部
孝
司
）

題
　
詠
　
　
「
光
」

自
由
詠
　

這
い
松
の
岩
掴
み
い
る
魔
王
岳
見
下
ろ
す
バ
ス
の
金
属
光
る

（
群
馬
県
・
清
水
　
篤
）

住
む
家
族
な
い
ま
ま
過
ぎ
た
父
の
家
父
の
使
っ
た
剃
刀
光
る

（
東
京
都
・
藤
原
敏
宏
）

真
夜
中
の
光
ぽ
つ
り
と
牛
丼
屋
昨
日
と
今
日
の
間
を
食
べ
る

（
新
潟
県
・
塚
野
さ
や
か
）

は
ち
み
つ
の
壜
の
中
に
は
み
つ
ば
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　集
め
た
光
が
入
っ
て
お
り
ま
す

（
愛
媛
県
・
田
窪
小
百
合
）

■
高
校
生
の
部

 
最
優
秀
賞

フ
ェ
ン
ス
ご
し
小
さ
く
見
え
る
グ
ロ
ー
ブ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ボ
ー
ル
に
届
け
光
に
届
け

（
有
明
高
等
学
校
・
飯
沼
こ
こ
ろ
）

 

優 

秀 

賞

最
前
列
泥
だ
ら
け
で
笑
っ
た
顔
光
に
つ
つ
ま
れ
君
は
今
ど
こ

（
大
阪
府
立
千
里
青
雲
高
等
学
校
・
平
川
美
和
）

大
空
を
引
っ
張
り
上
げ
る
武
者
凧
が
光
る
空
か
ら
脾
睨
し
て
い
る

（
向
陽
高
等
学
校
・
高
取
美
冬
）

 

佳
　
作

こ
の
傘
の
色
は
ラ
ブ
で
す
光
り
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　加
減
次
第
で
海
が
見
え
ま
す 

（
県
立
所
沢
高
等
学
校
・
才
守
有
紀
）

月
光
の
駅
に
置
か
れ
た
ど
の
傘
も

　
　
　
　
　
　
　
　誰
か
を
雨
か
ら
守
っ
て
た
こ
と   

（
渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
等
学
校
・
阿
部
圭
吾
）

ル
ミ
ナ
リ
エ
心
の
光
消
え
ぬ
よ
に
あ
の
電
飾
を
守
り
ぬ
き
た
い

（
神
戸
市
立
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
等
学
校
・
中
原
田
彩
那
）

太
陽
の
光
求
め
て
外
に
で
て
横
に
な
る
僕
は
ヒ
マ
ワ
リ
の
よ
う

（
有
明
高
等
学
校
・
井
上
　
翼
）

イ
ブ
の
夜
の
光
を
売
っ
て
る
イ
ベ
ン
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　会
場
に
着
く
銀
河
鉄
道

（
向
陽
高
等
学
校
・
木
田
　
歩
）

■
小
・
中
学
生
の
部

 

最
優
秀
賞

ス
ト
ロ
ボ
の
光
の
中
に
浮
か
ぶ
顔
何
を
見
て
る
の

　
　
　
　
　
　
　自
撮
り
の
わ
た
し

（
目
黒
星
美
学
園
中
学
高
等
学
校
・
野
原
　
唯
）

 

優 

秀 

賞

飲
み
か
け
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ぼ
く
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　朝
の
光
が
突
き
刺
さ
っ
て
い
る

（
西
条
市
立
東
予
西
中
学
校
・
川
又
郁
人
）

家
の
中
父
の
光
が
落
ち
て
き
て
涙
と
共
に
下
へ
落
ち
て
く

（
鳥
取
市
立
美
和
小
学
校
・
安
藤
美
月
）

 

佳
　
作

君
と
僕
ス
ス
キ
の
中
に
二
人
き
り
白
い
光
と
無
限
の
大
地

（
竹
田
市
立
久
住
中
学
校
・
賀
籠
六
里
歩
）

月
光
が
背
中
を
ふ
わ
っ
と
押
し
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　き
み
と
ぼ
く
と
は
独
り
で
は
な
い

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
小
野
寺
樹
）

栄
光
の
光
を
手
に
し
て
笑
う
き
み

　
　
　
　
　
　
　
　ど
う
し
よ
う
も
な
く
光
っ
て
見
え
た

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
遠
藤
妃
菜
）

窓
か
ら
の
ま
ぶ
し
い
光
が
さ
し
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　私
の
未
来
も
そ
こ
で
光
っ
て
る

（
竹
田
市
立
直
入
中
学
校
・
河
野
菜
々
美
）

反
射
し
た
光
の
向
こ
う
照
ら
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
世
は
全
て
キ
レ
イ
と
解
る

（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
長
谷
咲
月
）

■
一
般
の
部

 

最
優
秀
賞

桜
花
ひ
ら
ひ
ら
触
れ
る
死
ん
じ
ゃ
っ
た

　
　
　
　君
の
メ
ー
ル
に
「
ま
た
明
日
」
と
あ
る

（
東
京
都
・
真
篠
未
成
）

 

優 

秀 

賞

ご
ろ
ご
ろ
と
痰
を
詰
ま
ら
せ
祖
母
は
も
う

　
　
　
　
　
　
　し
ゃ
べ
れ
ん
や
っ
た
土
鳩
の
よ
う
に

（
福
岡
県
・
野
津
智
子
）

真
剣
に
生
き
て
い
る
か
と
振
り
下
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　竹
刀
の
震
え
わ
れ
に
問
い
く
る

（
静
岡
県
・
大
庭
拓
郎
）

 

佳
　
作

長
生
き
を
し
過
ぎ
た
町
の
施
設
バ
ス
少
し
め
か
し
た
媼
を
ひ
ろ
ふ

（
竹
田
市
・
井
上
登
志
子
）

夏
だ
っ
て
静
電
気
っ
て
起
こ
る
よ
ね
た
と
え
ば
君
が
頭
に
触
れ
て

（
東
京
都
・
椛
沢
知
世
）

ツ
ツ
ピ
ー
と
鳥
啼
き
風
が
ほ
ぐ
れ
ゆ
く
道
路
復
興
す
す
み
し
午
後
に

（
熊
本
県
・
吉
野
佳
子
）

き
み
の
指
す
南
京
櫨
の
紅
葉
の
車
窓
流
れ
て
流
れ
て
消
え
ず

（
大
阪
府
・
西
澤
孝
子
）

「
別
れ
た
ら
？
」
友
達
じ
ゃ
な
く
パ
ー
ト
の
土
井
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　言
う
か
ら
ち
ょ
っ
と
血
が
出
る

（
大
阪
府
・
末
永
淳
子
）

彼
岸
花
静
か
に
静
か
に
七
ツ
森
古
墳
の
主
が
起
き
て
き
そ
う
だ

（
大
分
県
・
川
野
智
子
）

機
械
音
深
夜
の
コ
ン
ビ
ニ
サ
ラ
ダ
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　深
く
て
暗
い
森
に
生
き
て
る

（
福
岡
県
・
大
隈
文
子
）

補
聴
器
を
は
ず
し
て
記
憶
の
音
を
聞
く
山
鳩
の
声
風
鈴
売
り
の
声

（
香
川
県
・
寒
川
靖
子
）

正
座
し
て
わ
が
父
母
の
前
に
居
り
し
君

　
　
　
　
　
　
　
　ポ
プ
ラ
の
よ
う
な
青
年
な
り
き

（
埼
玉
県
・
古
谷
眞
利
子
）

錦
秋
の
大
き
な
月
に
胸
の
内
語
っ
て
気
持
ち
真
ん
丸
に
な
る

（
兵
庫
県
・
高
木
　
勇
）

■
高
校
生
の
部

 

最
優
秀
賞

も
う
た
く
さ
ん
私
を
見
て
い
る
黒
い
眼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　原
爆
展
の
写
真
見
て
ゆ
く

（
向
陽
高
等
学
校
・
松
尾
世
奈
）

 

優 

秀 

賞

土
佐
の
浜
照
ら
す
月
影
幕
末
の
遺
志
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　波
間
に
見
え
つ
隠
れ
つ

（
高
知
学
芸
高
等
学
校
・
横
山
愛
衣
）

こ
す
っ
て
も
こ
す
っ
て
も
ま
だ
消
え
て
な
い
気
が
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　卒
業
前
の
ラ
ク
ガ
キ

（
渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
等
学
校
・
阿
部
圭
吾
）

 

佳
　
作

靴
箱
に
並
べ
ら
れ
て
る
靴
の
中
君
を
探
し
て
隣
に
置
く
の

　

（
神
戸
市
立
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
等
学
校
・
栗
栖
梨
杏
）

桜
ふ
ぶ
く
花
か
ら
飛
び
出
し
お
花
見
の
花
の
海
を
漂
流
し
て
い
る

（
向
陽
高
等
学
校
・
大
島
姫
佳
）

熊
本
が
一
瞬
で
崩
れ
た
あ
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　学
校
が
嫌
だ
と
言
え
な
く
な
っ
た

（
有
明
高
等
学
校
・
吉
川
法
人
）

妹
と
の
バ
ト
ル
続
き
の
春
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　強
く
な
っ
た
な
私
の
い
も
う
と

（
向
陽
高
等
学
校
・
塚
原
こ
こ
ろ
）

や
さ
し
さ
が
吹
き
溜
ま
っ
て
い
る
お
弁
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　袋
の
隅
の
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー

　

（
北
海
道
旭
川
西
高
等
学
校
・
斉
藤
亜
美
）

■
小
・
中
学
生
の
部

 

最
優
秀
賞

家
の
庭
の
片
隅
に
咲
く
あ
の
花
は

　
　
　
　
　
　
　失
っ
た
人
に
よ
く
似
て
い
る
か

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
遠
藤
妃
菜
）

 

優 

秀 

賞

友
達
と
海
ま
で
行
っ
た
夏
休
み
僕
の
心
が
海
に
変
わ
っ
た

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
土
田
尚
明
）

し
め
つ
け
る
こ
の
気
持
ち
の
訳
知
り
た
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　君
に
伝
え
る
五
秒
前
か
な

（
竹
田
市
立
久
住
中
学
校
・
賀
籠
六
里
歩
）

 

佳
　
作

散
歩
中
抜
け
道
見
つ
け
の
ぞ
い
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　そ
こ
は
海
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
た

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
菊
地
恒
汰
）

ポ
ス
ト
さ
ん
い
つ
も
そ
こ
い
て
ひ
ま
じ
ゃ
な
い
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
か
ら
も
仕
事
あ
き
ら
め
ん
な
よ

（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
倉
田
　
圭
）

し
め
っ
ぽ
い
玄
関
の
前
植
物
が
ど
ん
ど
ん
ゆ
っ
く
り
侵
食
中

（
ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校
・
八
代
有
希
）

手
を
つ
な
ぎ
寝
転
ん
で
見
た
天
然
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
涙
こ
ら
え
た

（
大
分
市
立
明
治
小
学
校
・
吉
村
知
華
）

建
設
の
現
場
ひ
っ
そ
り
冬
休
み
鉄
の
柱
が
つ
ら
ら
の
ご
と
く

（
目
黒
星
美
学
園
中
学
高
等
学
校
・
石
田
結
衣
）

第
６
回
荒
城
の
月
短
歌
大
会

日
　
時
　
３
月
18
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

場
　
所
　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
　
料

※

応
募
作
品
の
講
評
と
表
彰
、
選
者
の
川
野
里
子
さ
ん
の
講
話
も

行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
竹
田
市
企
画
情
報
課
内

　「荒
城
の
月
短
歌
大
会
」
担
当
　
☎
０
９
７
４-

63-

４
８
０
１

は
ざ
ま
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歴
史
・
文
化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
「
荒
城

の
月
短
歌
大
会
」
も
今
年
で
第
６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
３
月
18
日
開
催
の
「
第
６
回
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」
に

先
立
ち
短
歌
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
か
ら
２
６
２
０
首
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
昨
年
は

１
７
９
７
首
）。
選
者
は
竹
田
市
出
身
で
歌
人
の
川
野
里
子
さ
ん
。
入
選
作
品
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

史
上
最
多
応
募
数
を
今
年
も
更
新
！

第
６
回「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」入
選
作
品
発
表

■
一
般
の
部

 

最
優
秀
賞

ル
ク
ソ
ー
ル
神
殿
警
護
の
兵
士
ら
は

　
　
　
　
　
　逆
光
の
中
機
銃
持
ち
替
え
る

（
大
分
県
・
安
部
修
治
）

 

優 

秀 

賞

粒
々
で
且
つ
波
な
ん
だ
っ
て
光
っ
て
君
と
の
珈
琲
幻
み
た
い

（
徳
島
県
・
森
岡
政
子
）

瀬
戸
内
の
海
は
輝
き
光
み
つ
漁
場
へ
む
き
て
を
ろ
が
み
し
父

（
竹
田
市
・
井
上
登
志
子
）

 

佳
　
作

紹
介
が
遅
れ
て
し
ま
い
す
み
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　あ
ち
ら
で
光
っ
て
い
る
の
が
父
で
す

（
大
分
県
・
岡
方
大
輔
）

観
光
と
は
光
を
観
る
か
初
め
て
の
空
に
大
地
に
あ
ふ
れ
る
光

（
大
阪
府
・
原
理
恵
子
）

町
の
端
に
過
去
な
き
光
出
現
す
コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
プ
ン
深
夜
零
時
に

（
和
歌
山
県
・
松
田
容
典
）

光
差
す
ほ
う
が
出
口
と
信
じ
て
た
君
は
い
つ
で
も
逆
光
の
な
か

（
東
京
都
・
椛
沢
知
世
）

遺
影
抱
き
て
出
る
斎
場
に
秋
の
空
愛
と
は
き
つ
と
光
と
思
ふ

（
大
分
県
・
金
澤
諒
和
）

揺
れ
な
が
ら
揺
れ
る
角
度
に
ハ
ン
ド
ル
が
光
を
放
つ
吾
子
の
自
転
車

（
愛
媛
県
・
眞
部
孝
司
）

題
　
詠
　
　
「
光
」

自
由
詠
　

這
い
松
の
岩
掴
み
い
る
魔
王
岳
見
下
ろ
す
バ
ス
の
金
属
光
る

（
群
馬
県
・
清
水
　
篤
）

住
む
家
族
な
い
ま
ま
過
ぎ
た
父
の
家
父
の
使
っ
た
剃
刀
光
る

（
東
京
都
・
藤
原
敏
宏
）

真
夜
中
の
光
ぽ
つ
り
と
牛
丼
屋
昨
日
と
今
日
の
間
を
食
べ
る

（
新
潟
県
・
塚
野
さ
や
か
）

は
ち
み
つ
の
壜
の
中
に
は
み
つ
ば
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　集
め
た
光
が
入
っ
て
お
り
ま
す

（
愛
媛
県
・
田
窪
小
百
合
）

■
高
校
生
の
部

 

最
優
秀
賞

フ
ェ
ン
ス
ご
し
小
さ
く
見
え
る
グ
ロ
ー
ブ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ボ
ー
ル
に
届
け
光
に
届
け

（
有
明
高
等
学
校
・
飯
沼
こ
こ
ろ
）

 

優 

秀 

賞

最
前
列
泥
だ
ら
け
で
笑
っ
た
顔
光
に
つ
つ
ま
れ
君
は
今
ど
こ

（
大
阪
府
立
千
里
青
雲
高
等
学
校
・
平
川
美
和
）

大
空
を
引
っ
張
り
上
げ
る
武
者
凧
が
光
る
空
か
ら
脾
睨
し
て
い
る

（
向
陽
高
等
学
校
・
高
取
美
冬
）

 

佳
　
作

こ
の
傘
の
色
は
ラ
ブ
で
す
光
り
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　加
減
次
第
で
海
が
見
え
ま
す 

（
県
立
所
沢
高
等
学
校
・
才
守
有
紀
）

月
光
の
駅
に
置
か
れ
た
ど
の
傘
も

　
　
　
　
　
　
　
　誰
か
を
雨
か
ら
守
っ
て
た
こ
と   

（
渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
等
学
校
・
阿
部
圭
吾
）

ル
ミ
ナ
リ
エ
心
の
光
消
え
ぬ
よ
に
あ
の
電
飾
を
守
り
ぬ
き
た
い

（
神
戸
市
立
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
等
学
校
・
中
原
田
彩
那
）

太
陽
の
光
求
め
て
外
に
で
て
横
に
な
る
僕
は
ヒ
マ
ワ
リ
の
よ
う

（
有
明
高
等
学
校
・
井
上
　
翼
）

イ
ブ
の
夜
の
光
を
売
っ
て
る
イ
ベ
ン
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　会
場
に
着
く
銀
河
鉄
道

（
向
陽
高
等
学
校
・
木
田
　
歩
）

■
小
・
中
学
生
の
部

 

最
優
秀
賞

ス
ト
ロ
ボ
の
光
の
中
に
浮
か
ぶ
顔
何
を
見
て
る
の

　
　
　
　
　
　
　自
撮
り
の
わ
た
し

（
目
黒
星
美
学
園
中
学
高
等
学
校
・
野
原
　
唯
）

 

優 

秀 

賞

飲
み
か
け
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ぼ
く
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　朝
の
光
が
突
き
刺
さ
っ
て
い
る

（
西
条
市
立
東
予
西
中
学
校
・
川
又
郁
人
）

家
の
中
父
の
光
が
落
ち
て
き
て
涙
と
共
に
下
へ
落
ち
て
く

（
鳥
取
市
立
美
和
小
学
校
・
安
藤
美
月
）

 

佳
　
作

君
と
僕
ス
ス
キ
の
中
に
二
人
き
り
白
い
光
と
無
限
の
大
地

（
竹
田
市
立
久
住
中
学
校
・
賀
籠
六
里
歩
）

月
光
が
背
中
を
ふ
わ
っ
と
押
し
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　き
み
と
ぼ
く
と
は
独
り
で
は
な
い

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
小
野
寺
樹
）

栄
光
の
光
を
手
に
し
て
笑
う
き
み

　
　
　
　
　
　
　
　ど
う
し
よ
う
も
な
く
光
っ
て
見
え
た

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
遠
藤
妃
菜
）

窓
か
ら
の
ま
ぶ
し
い
光
が
さ
し
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　私
の
未
来
も
そ
こ
で
光
っ
て
る

（
竹
田
市
立
直
入
中
学
校
・
河
野
菜
々
美
）

反
射
し
た
光
の
向
こ
う
照
ら
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
世
は
全
て
キ
レ
イ
と
解
る

（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
長
谷
咲
月
）

■
一
般
の
部

 

最
優
秀
賞

桜
花
ひ
ら
ひ
ら
触
れ
る
死
ん
じ
ゃ
っ
た

　
　
　
　君
の
メ
ー
ル
に
「
ま
た
明
日
」
と
あ
る

（
東
京
都
・
真
篠
未
成
）

 

優 

秀 

賞

ご
ろ
ご
ろ
と
痰
を
詰
ま
ら
せ
祖
母
は
も
う

　
　
　
　
　
　
　し
ゃ
べ
れ
ん
や
っ
た
土
鳩
の
よ
う
に

（
福
岡
県
・
野
津
智
子
）

真
剣
に
生
き
て
い
る
か
と
振
り
下
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　竹
刀
の
震
え
わ
れ
に
問
い
く
る

（
静
岡
県
・
大
庭
拓
郎
）

 

佳
　
作

長
生
き
を
し
過
ぎ
た
町
の
施
設
バ
ス
少
し
め
か
し
た
媼
を
ひ
ろ
ふ

（
竹
田
市
・
井
上
登
志
子
）

夏
だ
っ
て
静
電
気
っ
て
起
こ
る
よ
ね
た
と
え
ば
君
が
頭
に
触
れ
て

（
東
京
都
・
椛
沢
知
世
）

ツ
ツ
ピ
ー
と
鳥
啼
き
風
が
ほ
ぐ
れ
ゆ
く
道
路
復
興
す
す
み
し
午
後
に

（
熊
本
県
・
吉
野
佳
子
）

き
み
の
指
す
南
京
櫨
の
紅
葉
の
車
窓
流
れ
て
流
れ
て
消
え
ず

（
大
阪
府
・
西
澤
孝
子
）

「
別
れ
た
ら
？
」
友
達
じ
ゃ
な
く
パ
ー
ト
の
土
井
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　言
う
か
ら
ち
ょ
っ
と
血
が
出
る

（
大
阪
府
・
末
永
淳
子
）

彼
岸
花
静
か
に
静
か
に
七
ツ
森
古
墳
の
主
が
起
き
て
き
そ
う
だ

（
大
分
県
・
川
野
智
子
）

機
械
音
深
夜
の
コ
ン
ビ
ニ
サ
ラ
ダ
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　深
く
て
暗
い
森
に
生
き
て
る

（
福
岡
県
・
大
隈
文
子
）

補
聴
器
を
は
ず
し
て
記
憶
の
音
を
聞
く
山
鳩
の
声
風
鈴
売
り
の
声

（
香
川
県
・
寒
川
靖
子
）

正
座
し
て
わ
が
父
母
の
前
に
居
り
し
君

　
　
　
　
　
　
　
　ポ
プ
ラ
の
よ
う
な
青
年
な
り
き

（
埼
玉
県
・
古
谷
眞
利
子
）

錦
秋
の
大
き
な
月
に
胸
の
内
語
っ
て
気
持
ち
真
ん
丸
に
な
る

（
兵
庫
県
・
高
木
　
勇
）

■
高
校
生
の
部

 

最
優
秀
賞

も
う
た
く
さ
ん
私
を
見
て
い
る
黒
い
眼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　原
爆
展
の
写
真
見
て
ゆ
く

（
向
陽
高
等
学
校
・
松
尾
世
奈
）

 

優 

秀 

賞

土
佐
の
浜
照
ら
す
月
影
幕
末
の
遺
志
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　波
間
に
見
え
つ
隠
れ
つ

（
高
知
学
芸
高
等
学
校
・
横
山
愛
衣
）

こ
す
っ
て
も
こ
す
っ
て
も
ま
だ
消
え
て
な
い
気
が
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　卒
業
前
の
ラ
ク
ガ
キ

（
渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
等
学
校
・
阿
部
圭
吾
）

 

佳
　
作

靴
箱
に
並
べ
ら
れ
て
る
靴
の
中
君
を
探
し
て
隣
に
置
く
の

　

（
神
戸
市
立
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
等
学
校
・
栗
栖
梨
杏
）

桜
ふ
ぶ
く
花
か
ら
飛
び
出
し
お
花
見
の
花
の
海
を
漂
流
し
て
い
る

（
向
陽
高
等
学
校
・
大
島
姫
佳
）

熊
本
が
一
瞬
で
崩
れ
た
あ
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　学
校
が
嫌
だ
と
言
え
な
く
な
っ
た

（
有
明
高
等
学
校
・
吉
川
法
人
）

妹
と
の
バ
ト
ル
続
き
の
春
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　強
く
な
っ
た
な
私
の
い
も
う
と

（
向
陽
高
等
学
校
・
塚
原
こ
こ
ろ
）

や
さ
し
さ
が
吹
き
溜
ま
っ
て
い
る
お
弁
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　袋
の
隅
の
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー

　

（
北
海
道
旭
川
西
高
等
学
校
・
斉
藤
亜
美
）

■
小
・
中
学
生
の
部

 

最
優
秀
賞

家
の
庭
の
片
隅
に
咲
く
あ
の
花
は

　
　
　
　
　
　
　失
っ
た
人
に
よ
く
似
て
い
る
か

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
遠
藤
妃
菜
）

 

優 

秀 

賞

友
達
と
海
ま
で
行
っ
た
夏
休
み
僕
の
心
が
海
に
変
わ
っ
た

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
土
田
尚
明
）

し
め
つ
け
る
こ
の
気
持
ち
の
訳
知
り
た
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　君
に
伝
え
る
五
秒
前
か
な

（
竹
田
市
立
久
住
中
学
校
・
賀
籠
六
里
歩
）

 

佳
　
作

散
歩
中
抜
け
道
見
つ
け
の
ぞ
い
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　そ
こ
は
海
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
た

（
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
菊
地
恒
汰
）

ポ
ス
ト
さ
ん
い
つ
も
そ
こ
い
て
ひ
ま
じ
ゃ
な
い
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
か
ら
も
仕
事
あ
き
ら
め
ん
な
よ

（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
倉
田
　
圭
）

し
め
っ
ぽ
い
玄
関
の
前
植
物
が
ど
ん
ど
ん
ゆ
っ
く
り
侵
食
中

（
ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校
・
八
代
有
希
）

手
を
つ
な
ぎ
寝
転
ん
で
見
た
天
然
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
涙
こ
ら
え
た

（
大
分
市
立
明
治
小
学
校
・
吉
村
知
華
）

建
設
の
現
場
ひ
っ
そ
り
冬
休
み
鉄
の
柱
が
つ
ら
ら
の
ご
と
く

（
目
黒
星
美
学
園
中
学
高
等
学
校
・
石
田
結
衣
）

第
６
回
荒
城
の
月
短
歌
大
会

日
　
時
　
３
月
18
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

場
　
所
　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
　
料

※

応
募
作
品
の
講
評
と
表
彰
、
選
者
の
川
野
里
子
さ
ん
の
講
話
も

行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
竹
田
市
企
画
情
報
課
内

　「荒
城
の
月
短
歌
大
会
」
担
当
　
☎
０
９
７
４-

63-

４
８
０
１

は
ざ
ま
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第32回

地域医療・小児医療の視点から

人権
シリーズ　No.23

「イランカラプテ」 （こんにちは）

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
し
た

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
部
落
差
別
と
は
「
特
定
の
地
域
出

身
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
こ
と
を
理
由
に
結
婚
を
反
対
さ

れ
た
り
、
就
職
や
日
常
生
活
に
お
い

て
差
別
を
受
け
る
と
い
う
人
権
問

題
」
で
す
。
戦
後
、
日
本
国
憲
法
が

制
定
さ
れ
、
特
別
立
法
の
も
と
で

様
々
な
対
策
が
な
さ
れ
、
部
落
差
別

の
解
決
に
向
け
て
大
き
く
前
進
を
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
に
心
的
要

因
を
背
景
と
し
た
部
落
差
別
事
件

が
発
生
す
る
ば
か
り
か
、
近
年
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
み
等

を
利
用
し
た
新
た
な
差
別
事
象
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
国
会
で
は
、
部
落
差
別
の
存
在
を

再
認
識
し
、
第
１
条
（
目
的
）、
第

２
条
（
基
本
理
念
）、
第
３
条
（
国

及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）、
第

４
条
（
相
談
体
制
の
充
実
）、
第
５

条
（
教
育
及
び
啓
発
）、
第
６
条
（
部

落
差
別
の
実
態
に
係
る
調
査
）
か
ら

な
る
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
を
平
成
28
年
12
月

16
日
よ
り
公
布
し
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
法
律
の
趣
旨

を
ふ
ま
え
、
国
や
県
と
の
連
携
を
図

り
、
同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
、
一
部
の
日
本

の
人
々
の
心
の
奥
底
に
根
強
く
残

る
、
日
本
独
自
の
人
権
問
題
を
１
日

も
早
く
解
決
す
る
た
め
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ

せ
て
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
心
の
豊

か
な
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
「
竹
田
市
」

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
法
律
条
文
は
竹
田
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
各
部
署
か

ら
の
お
知
ら
せ
」（
人
権
・
同
和
対

策
課
）
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
人
権
・
同

和
対
策
課
　
☎
63-

１
１
１
１（
内

線
２
９
０
）

　
２
月
16
日
、
人
権
学
習
学
級
が
本
庁
舎

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
10
回
の
テ
ー
マ
は
「
知
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
る
人
権
学
習
〜
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
〜
」。

　
講
師
を
務
め
た
竹
田
市
社
会
教
育
指

導
員
の
木
村
舞
さ
ん
は
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
〝
違
い
は
豊
か
さ
〞
と
い
う
こ
と

を
み
ん
な
が
理
解
す
れ
ば
社
会
は
変
わ
っ

て
い
く
」
と
説
明
。
参
加
し
た
学
級
生
は

「
人
権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
」

を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」が
成
立
し
ま
し
た

人権・同和対策

知ることからはじめる人権学習

↑「名水茶屋」は３月末まで冬季休業中ですが、４
月１日から営業を再開します

郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
荻
地
域
が
奮
起
！

陽
目
の
里
を「
地
域
力
」で

再
生
へ
！

　
１
月
30
日
、「
陽
目
の
里
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
が
荻
支
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。「
こ
の
ま
ま
衰
退
さ
せ
て
は

い
け
な
い
」「
市
外
か
ら
訪
れ
る

観
光
客
は
素
晴
ら
し
い
場
所
と
絶

賛
の
声
を
い
た
だ
い
た
」「
今
す

ぐ
で
き
る
こ
と
を
地
元
が
立
ち
上

が
っ
て
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
こ

う
」
等
、
会
員
か
ら
は
活
発
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
日
、「
陽
目
の
環
境
を
守
る

会
」
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
組

織
が
発
足
。
ま
ず
は
第
一
歩
と
し

て
、
２
月
25
日
に
「
白
水
の
滝
の

遊
歩
道
の
清
掃
」、「
名
水
茶
屋
・

キ
ャ
ン
プ
場
の
側
溝
土
砂
上
げ
」

等
を
実
施
さ
れ
ま
す
。

　「
地
域
力
で
陽
目
の
里
を
盛
り

上
げ
よ
う
」
と
、
荻
地
域
の
皆
さ

ん
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。

　「
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
」＝
ア
イ
ヌ
語

で
「
こ
ん
に
ち
は
」、「
あ
な
た
の
心

に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
相
手
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
素
敵
な
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
。

　
ア
イ
ヌ
語
を
知
ら
な
い
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
北
海
道
の
地
名

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
イ
ヌ
語
に

由
来
し
て
い
ま
す
。

　
稚
内
（
ヤ
ム
ワ
ッ
カ
ナ
イ
）、
宗

谷
（
ソ
・
ヤ
）
洞
爺
湖
（
ト
ー
・
ヤ
）

等
で
す
。
身
近
な
ア
イ
ヌ
語
は
「
コ

ン
ブ
（
コ
ン
プ
）」
で
す
。
ま
た
、「
ト

ナ
カ
イ
」、「
ラ
ッ
コ
」
は
普
段
な
に

げ
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、

実
は
ア
イ

ヌ
語
が
起

源
の
言
葉

で
す
。

　
現
在
、

北
海
道
に

住
ん
で
い

る
ア
イ
ヌ
民
族
の
方
は
、
約
２
万
３

０
０
０
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
平

成
18
年
・
道
庁
調
査
よ
り
）

　
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
固
有
の
言
語

や
伝
統
的
な
儀
式
・
祭
事
、
多
く
の

口
承
文
学
（
ユ
ー
カ
ラ
）
等
、
独
自

の
豊
か
な
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
近
世
以
降
の
い
わ
ゆ
る
同
化
政

策
等
に
よ
り
、
今
日
で
は
、
そ
の
文

化
の
十
分
な
保
存
・
伝
承
が
図
ら
れ

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す

る
理
解
が
十
分
で
な
い
た
め
、
就
職

や
結
婚
等
に
お
い
て
偏
見
や
差
別
が

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
先
住
民
族
で

あ
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
独
自
の
文

化
・
伝
統
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習

課
　
☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
３
４

３
）

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

３／４㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所

３／５㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

３／11㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所

３／12㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

３／18㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所

３／19㈰ みやわき小児科（三重町）

３／20㈪ 豊後大野市民病院（緒方町）

３／25㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所

３／26㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

４／１㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所

４／２㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

問�みやわき小児科（☎0974-24-0230）／三重東クリニック（☎0974-22-6333）／
豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は9：00 ～ 11：30）
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは8：30 ～ 12：00）
　※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
受診時の注意　当番医は、やむを得ず変更になる場合があります。あ
らかじめ当番医または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話で確認さ
れるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ
用意されて約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

３／５㈰ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 ☎64-1118

３／12㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 ☎75-3001

３／19㈰ 竹下歯科医院〔竹田〕 ☎62-2662

３／20㈪ 長湯ごとう歯科〔直入〕 ☎75-3001

３／26㈰ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 ☎68-3263

　※診療時間９：00～ 12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

　４月から竹田医師会病院・大久保病院が二次救急医療を開始
するにあたり、休日及び夜間の在宅当番医が、市内医療機関の
当番制に変更となりました。

３月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
1㈬ 佐藤医院 ☎68-2005 17㈮ 竹田クリニック ☎64-9000
2㈭ 竹田診療所 ☎62-4014 18㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
3㈮ 伊藤医院 ☎75-2222 19㈰ 大久保病院 ☎64-7777
4㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 20㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241
5㈰ 大久保病院 ☎64-7777 21㈫ 志賀内科 ☎63-2083
6㈪ 志賀内科 ☎63-2083 22㈬ 秦医院 ☎63-2246
7㈫ 道全内科 ☎63-2270 23㈭ 竹田診療所 ☎62-4014
8㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 24㈮ 加藤病院 ☎63-2338
9㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 25㈯ 大久保病院 ☎64-7777
10㈮ 柚須医院 ☎63-2016 26㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
11㈯ 大久保病院 ☎64-7777 27㈪ 道全内科 ☎63-2270
12㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 28㈫ 志賀内科 ☎63-2083
13㈪ 道全内科 ☎63-2270 29㈬ 道全内科 ☎63-2270
14㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 30㈭ 伊藤医院 ☎75-2222
15㈬ 志賀内科 ☎63-2083 31㈮ 柚須医院 ☎63-2016
16㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304

　竹田市消防署（☎63-0119）でもお知らせしていますので、
ご確認のうえ必ず事前に電話連絡し受診してください。
　受付時間　平日夜間　18：00～ 21：00　土曜日　13：00～ 21：00
　　　　　　日曜、祝日　8：30～ 21：00
　＊�原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日当番病院

を受診してください。

　注意事項
　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診ても
らうようお願いします。

　・�当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事
前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

休日及び夜間の在宅当番医院

入
学
、入
園
、入
所
前
ま
で
に

必
要
な
感
染
予
防

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
漏
れ
が
あ
る
場
合
、
入
学
を
許

可
し
て
も
ら
え
な
い
っ
て
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
集
団
生
活
の
中
で
流
行

す
る
感
染
症
の
怖
さ
を
理
解
し
て
い

る
証
拠
で
す
。
日
本
で
は
そ
こ
ま
で

は
要
求
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ

人
よ
り
感
染
症
に
強
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
年
齢
ま
で

に
必
要
な
予
防
接
種
の
完
了
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

保
育
所
（
１
歳
児
を
想
定
）
入

所
ま
で
に
済
ま
せ
て
お
き
た
い
予
防

接
種
と
し
て
は
、
①
４
回
の
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
、
②
４
回
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
、
③
４
回
の
４
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
、
④
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
⑤
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
、
⑥
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
、
⑦
３
回
の
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ

ン
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
幼
稚
園
（
年
長
児
を
想
定
）

入
園
ま
で
に
済
ま
せ
て
お
き
た
い
予

防
接
種
と
し
て
は
、
前
述
の
７
種
類

に
加
え
、
⑧
２
回
の
水
痘
ワ
ク
チ

ン
、
⑨
２
回
の
お
た
ふ
く
風
邪
ワ
ク

チ
ン
、
⑩
３
回
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
小
学
校
入
学
時
ま
で
に

済
ま
せ
て
お
く
べ
き
予
防
接
種
と

し
て
は
、
前
述
の
10
種
類
に
加
え
、

⑪
２
回
目
の
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り

ま
す
。

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
母
子

健
康
手
帳
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
接
種
漏
れ
が
あ
る
場
合

は
、
保
健
師
さ
ん
や
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

年
齢
に
よ
っ
て
は
、
も
う
接
種
で
き

な
い
も
の
や
、
有
料
に
な
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
も
と
も
と
定
期

予
防
接
種
で
な
い
た
め
に
有
料
の
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
小
児
科
学

会
は
子
ど
も
が
健
康
で
過
ご
す
た

め
に
、
全
て
の
ワ
ク
チ
ン
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
竹
田
市
は
そ
れ
を
理
解

し
、
任
意
予
防
接
種
の
多
く
に
公
費

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
…
と
お
思
い

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

の
あ
る
感
染
症
は
、
ど
れ
も
有
効
な

治
療
法
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
小
児
科
医
の
子
ど
も
は

ち
ゃ
ん
と
接
種
し
て
い
ま
す
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・

小
児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

休日当番医情報
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人権
シリーズ　No.23

「イランカラプテ」 （こんにちは）

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
し
た

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
部
落
差
別
と
は
「
特
定
の
地
域
出

身
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
こ
と
を
理
由
に
結
婚
を
反
対
さ

れ
た
り
、
就
職
や
日
常
生
活
に
お
い

て
差
別
を
受
け
る
と
い
う
人
権
問

題
」
で
す
。
戦
後
、
日
本
国
憲
法
が

制
定
さ
れ
、
特
別
立
法
の
も
と
で

様
々
な
対
策
が
な
さ
れ
、
部
落
差
別

の
解
決
に
向
け
て
大
き
く
前
進
を
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
に
心
的
要

因
を
背
景
と
し
た
部
落
差
別
事
件

が
発
生
す
る
ば
か
り
か
、
近
年
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
み
等

を
利
用
し
た
新
た
な
差
別
事
象
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
国
会
で
は
、
部
落
差
別
の
存
在
を

再
認
識
し
、
第
１
条
（
目
的
）、
第

２
条
（
基
本
理
念
）、
第
３
条
（
国

及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）、
第

４
条
（
相
談
体
制
の
充
実
）、
第
５

条
（
教
育
及
び
啓
発
）、
第
６
条
（
部

落
差
別
の
実
態
に
係
る
調
査
）
か
ら

な
る
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
を
平
成
28
年
12
月

16
日
よ
り
公
布
し
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
法
律
の
趣
旨

を
ふ
ま
え
、
国
や
県
と
の
連
携
を
図

り
、
同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
、
一
部
の
日
本

の
人
々
の
心
の
奥
底
に
根
強
く
残

る
、
日
本
独
自
の
人
権
問
題
を
１
日

も
早
く
解
決
す
る
た
め
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ

せ
て
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
心
の
豊

か
な
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
「
竹
田
市
」

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
法
律
条
文
は
竹
田
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
各
部
署
か

ら
の
お
知
ら
せ
」（
人
権
・
同
和
対

策
課
）
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
人
権
・
同

和
対
策
課
　
☎
63-

１
１
１
１（
内

線
２
９
０
）

　
２
月
16
日
、
人
権
学
習
学
級
が
本
庁
舎

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
10
回
の
テ
ー
マ
は
「
知
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
る
人
権
学
習
〜
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
〜
」。

　
講
師
を
務
め
た
竹
田
市
社
会
教
育
指

導
員
の
木
村
舞
さ
ん
は
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
〝
違
い
は
豊
か
さ
〞
と
い
う
こ
と

を
み
ん
な
が
理
解
す
れ
ば
社
会
は
変
わ
っ

て
い
く
」
と
説
明
。
参
加
し
た
学
級
生
は

「
人
権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
」

を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」が
成
立
し
ま
し
た

人権・同和対策

知ることからはじめる人権学習

↑「名水茶屋」は３月末まで冬季休業中ですが、４
月１日から営業を再開します

郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
荻
地
域
が
奮
起
！

陽
目
の
里
を「
地
域
力
」で

再
生
へ
！

　
１
月
30
日
、「
陽
目
の
里
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
が
荻
支
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。「
こ
の
ま
ま
衰
退
さ
せ
て
は

い
け
な
い
」「
市
外
か
ら
訪
れ
る

観
光
客
は
素
晴
ら
し
い
場
所
と
絶

賛
の
声
を
い
た
だ
い
た
」「
今
す

ぐ
で
き
る
こ
と
を
地
元
が
立
ち
上

が
っ
て
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
こ

う
」
等
、
会
員
か
ら
は
活
発
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
日
、「
陽
目
の
環
境
を
守
る

会
」
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
組

織
が
発
足
。
ま
ず
は
第
一
歩
と
し

て
、
２
月
25
日
に
「
白
水
の
滝
の

遊
歩
道
の
清
掃
」、「
名
水
茶
屋
・

キ
ャ
ン
プ
場
の
側
溝
土
砂
上
げ
」

等
を
実
施
さ
れ
ま
す
。

　「
地
域
力
で
陽
目
の
里
を
盛
り

上
げ
よ
う
」
と
、
荻
地
域
の
皆
さ

ん
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。

　「
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
」＝
ア
イ
ヌ
語

で
「
こ
ん
に
ち
は
」、「
あ
な
た
の
心

に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
相
手
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
素
敵
な
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
。

　
ア
イ
ヌ
語
を
知
ら
な
い
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
北
海
道
の
地
名

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
イ
ヌ
語
に

由
来
し
て
い
ま
す
。

　
稚
内
（
ヤ
ム
ワ
ッ
カ
ナ
イ
）、
宗

谷
（
ソ
・
ヤ
）
洞
爺
湖
（
ト
ー
・
ヤ
）

等
で
す
。
身
近
な
ア
イ
ヌ
語
は
「
コ

ン
ブ
（
コ
ン
プ
）」
で
す
。
ま
た
、「
ト

ナ
カ
イ
」、「
ラ
ッ
コ
」
は
普
段
な
に

げ
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、

実
は
ア
イ

ヌ
語
が
起

源
の
言
葉

で
す
。

　
現
在
、

北
海
道
に

住
ん
で
い

る
ア
イ
ヌ
民
族
の
方
は
、
約
２
万
３

０
０
０
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
平

成
18
年
・
道
庁
調
査
よ
り
）

　
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
固
有
の
言
語

や
伝
統
的
な
儀
式
・
祭
事
、
多
く
の

口
承
文
学
（
ユ
ー
カ
ラ
）
等
、
独
自

の
豊
か
な
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
近
世
以
降
の
い
わ
ゆ
る
同
化
政

策
等
に
よ
り
、
今
日
で
は
、
そ
の
文

化
の
十
分
な
保
存
・
伝
承
が
図
ら
れ

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す

る
理
解
が
十
分
で
な
い
た
め
、
就
職

や
結
婚
等
に
お
い
て
偏
見
や
差
別
が

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
先
住
民
族
で

あ
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
独
自
の
文

化
・
伝
統
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習

課
　
☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
３
４

３
）
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ぼくたち・私たちの

学び舎

日
本

↑全校音楽発表

↑１年劇「大きなかぶ」

↑５・６年「ふるさと宮城　再発
見！」

お
わ
び
　
広
報
た
け
た
２
月
号
の
「
ぼ
く
た
ち
わ

た
し
た
ち
の
学
び
舎
」
の
な
か
で
、
郷
土
学
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
緑
ヶ
丘
中
学
校
の
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　 （
秘
書
広
報
係
）

　
北
に
く
じ
ゅ
う
連
山
・
南
に
祖
母

傾
山
を
望
み
、
四
季
を
通
し
て
山
々

の
変
化
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
風
光

明
媚
な
高
台
に
あ
る
宮
城
台
小
学

校
は
、
今
年
で
開
校
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
開
校
当
時
は
１
２
３
名

い
た
児
童
も
現
在
で
は
18
名
と
な

り
、
竹
田
市
で
は
一
番
小
さ
な
小
学

校
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
地

域
の
皆
様
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な

が
ら
家
族
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、

子
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び
と
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
み
や
ぎ
敬
老
福
祉
・
食

彩
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て

30
周
年
記
念
式
典
と
学

習
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
発
表
会
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。

　
ま
ず
１
年
生
。
３
名
と
い
う
少
人

数
学
級
で
す
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

「
大
き
な
か
ぶ
」
の
劇
を
発
表
し
ま

し
た
。
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ

ん
・
孫
役
で
も
う
手
一
杯
。
そ
こ
で

６
年
生
が
犬
・
猫
・
ね
ず
み
に
な

り
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く

助
っ
人
に
会
場
は
大
笑
い
！

　
続
い
て
３
・
４
年
生
。
７
名
が
そ

れ
ぞ
れ
リ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
、「
出
会
い
の
湯
」

の
取
材
場
面
を
楽
し
く

再
現
し
ま
し
た
。「
出

会
い
の
湯
」
の
歴
史
、

管
理
人
さ
ん
の
工
夫
・

苦
労
、
そ
し
て
現
在
は

「
よ
り
そ
い
カ
フ
ェ
」

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
、
最
後
に
は
「
絶
対
に
宮

城
か
ら
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
。」

と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
５
・
６
年
生
８
名
は
、
高
齢
化
が

深
刻
な
宮
城
地
区
の
中
で
地
域
お
こ

し
に
頑
張
っ
て
い
る
人
を
取
材
し
、

「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
」
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作
成
し

た
「
宮
城
の
自
慢
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

や
Ｃ
Ｍ
動
画
に
は
地
域
の
方
々
も

「
素
晴
ら
し
い
」
と
感
心
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
中
！
ぜ
ひ
、
見
て
く
だ
さ
い
）。

　
こ
の
発
表
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
は
「
ふ
る
さ
と
宮
城
」
に
誇
り
を

持
ち
、
活
性
化
さ
せ
た
い
と
い
う
願

い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
地
域
と
と
も
に

歩
む
宮
城
台
小
学
校
」
と
し
て
、

様
々
な
地
域
体
験
学
習
・
交
流
学

習
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　（
教
頭
　
桑
島
真
弓
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
宮
城
台
小
学
校

まもなく完成！

新図書館の内覧会を開催します！

↑大正後期・昭和初期の久住町の様子↑三苫ひさかの過ごした家は今
も祖先が住んでいます

　
三
苫
ひ
さ
か
は
明
治
29
（
１
８
９

６
）
年
久
住
町
下
町
に
生
ま
れ
、
昭

和
27
（
１
９
５
２
）
年
、
同
地
で
没

し
た
。
体
が
弱
く
小
学
校
５
年
で
退

学
。
家
業
の
下
駄
屋
、
豆
腐
屋
を
営

み
な
が
ら
、
作
家
へ
の
志
を
強
く
も

ち
、
ほ
と
ん
ど
全
生
涯
に
わ
た
っ
て

作
品
を
書
き
続
け
た
。
彼
女
は
ひ
そ

か
に
も
の
を
書
い
て
楽
し
ん
だ
の
で

は
な
く
、
同
人
誌
か
ら
出
発
、
新

聞
、
雑
誌
の
投
稿
者
と
な
り
、
懸
賞

に
応
募
し
て
論
文
を
書
い
た
り
、
小

説
を
書
い
た
り
し
た
。

　
三
苫
は
、
大
正
末
、
昭
和
10
年
代

こ
ろ
新
聞
雑
誌
に
小
説
・
詩
・
短

歌
・
社
会
・
時
事
評
論
・
麗
人
伝
・

随
筆
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ

た
っ
て
書
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も『
大
分
新
聞
』

に
「
あ
る
田
舎
文
壇
の
話
」
を
１
０

０
余
回
に
わ
た
っ
て
書
い
た
り
、

『
大
分
新
聞
』
の
懸
賞
論
文
「
大
分

県
観
光
開
発
論
」
に
応
募
、
２
３
０

余
人
中
か
ら
、
12
位
に
選
ば
れ
て
い

る
。
与
謝
野
晶
子
風
の
短
歌
作
者
と

し
て
出
発
し
た
の
だ
が
、
短
歌
的
世

界
に
収
ま
り
き
れ
な
い
未
知
数
の
可

能
性
を
孕
む
混
沌
を
内
に
も
っ
て
い

た
ら
し
い
。

　
し
か
し
、
彼
女
は
才
能
を
開
花
さ

せ
る
に
は
あ
ま
り
に
も
恵
ま
れ
な
い

状
況
下
に

あ
っ
た
。

病
弱
が
あ

る
上
に
貧

し
く
、
生

き
る
た
め

に
働
か
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
女
と
同
人
仲

間
で
あ
っ
た
大
久
保
貞
義
が
同
人
誌

時
代
を
回
想
し
て
、「（
三
苫
ひ
さ
か

は
）
今
こ
そ
久
住
の
町
に
せ
っ
せ
と

豆
腐
屋
を
営
ん
で
こ
そ
居
れ
、
彼
女

に
当
時
の
若
さ
と
夢
と
、
暇
と
を
与

え
て
み
ろ
、
彼
女
は
実
に
恐
る
べ
き

作
品
を
発
表
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ

て
い
る
。（『
大
分
新
聞
』
１
９
３
２

年
６
月
25
日
号
）

（
田
北
敏
彦
）

出
典
「
自
ら
発
光
体
に
な
ろ
う
ー
大
分
の
女
た

ち
ー
」
古
庄
ゆ
き
子
・
著
　（
２
０
０
５
年
）

三苫ひさか　－病弱、貧困のなか、作家への執念燃やす－

ま
る
ご
と
博
物
館
137

  
最
終
回   

☆
竹
田
に
感
謝
☆

　
私
は
竹
田
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
と

て
も
長
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
ま
だ
２

年
半
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
は
４
月
か
ら
竹
田
を
離
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
日
本
を
去
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
今
月
が
最
後
の
投

稿
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
竹
田
の

こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
竹
田
で
の
生
活
を
長
く
感
じ
る
の

は
、
こ
の
ま
ち
に
と
て
も
な
じ
み
、
故

郷
の
実
家
に
い
る
よ
う
に
思
え
て
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
様
々
な
優
し
い
方
々
に
甘
え
て
、

色
々
助
け
て
も
ら
い
、
本
当
の
家
族
の

よ
う
に
思
え
る
人
が
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。
竹
田
を
去
っ
て
も
、
大
分
の

人
々
の
優
し
さ
、
自
然
の
美
し
さ
、
水

の
美
味
し
さ
、
そ
し
て
温
泉
の
気
持
ち

よ
さ
を
絶
対
に
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　
竹
田
の
市
民
と
し
て
、「
自
然
の
よ

さ
」
や
「
人
の
優
し
さ
」
を
誇
り
に
思
っ

て
ほ
し
い
。
私
は
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
「
ド
イ
ツ
っ
て
面
白

い
！
」
に
お
付
き
合
い
く
だ
さ
り
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
国
際
交
流
員
　
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
）

図書館に

行こう

４／１㈯に、記念イベント
　56年間の歴史に幕を下ろす現図書
館の閉館と、新しい図書館への本格
的な引越しが始まる日を記念してイベ
ントを計画しています。多くの皆さん
が楽しみながら新図書館のオープン
に関わっていただけるような楽しい催
しを企画中です。この日に、除籍本
（新しい図書館へ持っていかない本）
を皆さんに提供します。
　詳しい内容が決まりましたら告知放
送などを通じてお知らせしますので、
お気軽にご参加ください。

引越し作業などに
ご協力ください！
　内覧会が終わった後オープンまで
の間、新しい図書館へ本などを運び込
んだり、書架（本棚）に本を並べたり
といった膨大な作業が待っています。
この作業には多くの人手が必要になり
ます。もちろん図書館の職員も頑張り
ますが、皆さんにもお手伝いいただけ
ると助かります。みんなの力で新図書
館を船出させましょう。

新図書館のオープンは
５／21㈰
　市民の皆さんの20年越しの夢が、
ようやく実現します。
　平成８年に新しい図書館の建設を
望む強い要望を受けて、竹田市PTA連
合会図書館研究会が発足して以来こ
れまで、市民の皆さんや議会とも数え
切れないほど議論を重ねてきました。
その成果が凝縮された新図書館が、５
月21日㈰にオープンします。

３／25㈯・26㈰に
内覧会を開催します
　５月のオープンに先立ち、３月25
日㈯・26日㈰の両日、内覧会を行い
ます。出来上がったばかりで誰も足を
踏み入れていない新図書館をご覧い
ただきます。吹き抜けの空間に風の流
れを意識した流線型の書架（本棚）が
並び、その周囲には長く滞在したくな
るような空間と家具類が配置されてい
ます。
　また、２階の「展望学習室」や「ティー
ンズコーナー」からは館内が一望で
き、そこに腰を下ろせば学習意欲をか
きたてられること間違いありません。
　百聞は一見に如かず。ご自身の目と
感覚でお確かめください。
　内覧会は、両日とも午前10時から
午後３時まで行っています。ご都合の
つく時間帯にお越しください。

↑明るい外の光が差し込む新図書館の館内

↑順調に建設が進む新図書館

■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL・FAX 68-2200
■久住図書室（久住公民館）
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室（直入支所）
　TEL 75-2211・FAX 75-2217

今月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

4

8

1 3

9

2

10 11

15 16 17 18

22 23 24 25

5 6 7

12 13 14

19 20 21

26 27 28 29 30 31

※竹田市立図書館は全休です。

月３

↑３・４年「がんばれ！出会いの湯」

み　 とま
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ぼくたち・私たちの

学び舎

日
本

↑全校音楽発表

↑１年劇「大きなかぶ」

↑５・６年「ふるさと宮城　再発
見！」

お
わ
び
　
広
報
た
け
た
２
月
号
の
「
ぼ
く
た
ち
わ

た
し
た
ち
の
学
び
舎
」
の
な
か
で
、
郷
土
学
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
緑
ヶ
丘
中
学
校
の
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　 （
秘
書
広
報
係
）

　
北
に
く
じ
ゅ
う
連
山
・
南
に
祖
母

傾
山
を
望
み
、
四
季
を
通
し
て
山
々

の
変
化
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
風
光

明
媚
な
高
台
に
あ
る
宮
城
台
小
学

校
は
、
今
年
で
開
校
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
開
校
当
時
は
１
２
３
名

い
た
児
童
も
現
在
で
は
18
名
と
な

り
、
竹
田
市
で
は
一
番
小
さ
な
小
学

校
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
地

域
の
皆
様
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な

が
ら
家
族
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、

子
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び
と
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
み
や
ぎ
敬
老
福
祉
・
食

彩
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て

30
周
年
記
念
式
典
と
学

習
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
発
表
会
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。

　
ま
ず
１
年
生
。
３
名
と
い
う
少
人

数
学
級
で
す
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

「
大
き
な
か
ぶ
」
の
劇
を
発
表
し
ま

し
た
。
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ

ん
・
孫
役
で
も
う
手
一
杯
。
そ
こ
で

６
年
生
が
犬
・
猫
・
ね
ず
み
に
な

り
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く

助
っ
人
に
会
場
は
大
笑
い
！

　
続
い
て
３
・
４
年
生
。
７
名
が
そ

れ
ぞ
れ
リ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
、「
出
会
い
の
湯
」

の
取
材
場
面
を
楽
し
く

再
現
し
ま
し
た
。「
出

会
い
の
湯
」
の
歴
史
、

管
理
人
さ
ん
の
工
夫
・

苦
労
、
そ
し
て
現
在
は

「
よ
り
そ
い
カ
フ
ェ
」

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
、
最
後
に
は
「
絶
対
に
宮

城
か
ら
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
。」

と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
５
・
６
年
生
８
名
は
、
高
齢
化
が

深
刻
な
宮
城
地
区
の
中
で
地
域
お
こ

し
に
頑
張
っ
て
い
る
人
を
取
材
し
、

「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
」
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作
成
し

た
「
宮
城
の
自
慢
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

や
Ｃ
Ｍ
動
画
に
は
地
域
の
方
々
も

「
素
晴
ら
し
い
」
と
感
心
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
中
！
ぜ
ひ
、
見
て
く
だ
さ
い
）。

　
こ
の
発
表
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
は
「
ふ
る
さ
と
宮
城
」
に
誇
り
を

持
ち
、
活
性
化
さ
せ
た
い
と
い
う
願

い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
地
域
と
と
も
に

歩
む
宮
城
台
小
学
校
」
と
し
て
、

様
々
な
地
域
体
験
学
習
・
交
流
学

習
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　（
教
頭
　
桑
島
真
弓
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
宮
城
台
小
学
校

まもなく完成！

新図書館の内覧会を開催します！

↑大正後期・昭和初期の久住町の様子↑三苫ひさかの過ごした家は今
も祖先が住んでいます

　
三
苫
ひ
さ
か
は
明
治
29
（
１
８
９

６
）
年
久
住
町
下
町
に
生
ま
れ
、
昭

和
27
（
１
９
５
２
）
年
、
同
地
で
没

し
た
。
体
が
弱
く
小
学
校
５
年
で
退

学
。
家
業
の
下
駄
屋
、
豆
腐
屋
を
営

み
な
が
ら
、
作
家
へ
の
志
を
強
く
も

ち
、
ほ
と
ん
ど
全
生
涯
に
わ
た
っ
て

作
品
を
書
き
続
け
た
。
彼
女
は
ひ
そ

か
に
も
の
を
書
い
て
楽
し
ん
だ
の
で

は
な
く
、
同
人
誌
か
ら
出
発
、
新

聞
、
雑
誌
の
投
稿
者
と
な
り
、
懸
賞

に
応
募
し
て
論
文
を
書
い
た
り
、
小

説
を
書
い
た
り
し
た
。

　
三
苫
は
、
大
正
末
、
昭
和
10
年
代

こ
ろ
新
聞
雑
誌
に
小
説
・
詩
・
短

歌
・
社
会
・
時
事
評
論
・
麗
人
伝
・

随
筆
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ

た
っ
て
書
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も『
大
分
新
聞
』

に
「
あ
る
田
舎
文
壇
の
話
」
を
１
０

０
余
回
に
わ
た
っ
て
書
い
た
り
、

『
大
分
新
聞
』
の
懸
賞
論
文
「
大
分

県
観
光
開
発
論
」
に
応
募
、
２
３
０

余
人
中
か
ら
、
12
位
に
選
ば
れ
て
い

る
。
与
謝
野
晶
子
風
の
短
歌
作
者
と

し
て
出
発
し
た
の
だ
が
、
短
歌
的
世

界
に
収
ま
り
き
れ
な
い
未
知
数
の
可

能
性
を
孕
む
混
沌
を
内
に
も
っ
て
い

た
ら
し
い
。

　
し
か
し
、
彼
女
は
才
能
を
開
花
さ

せ
る
に
は
あ
ま
り
に
も
恵
ま
れ
な
い

状
況
下
に

あ
っ
た
。

病
弱
が
あ

る
上
に
貧

し
く
、
生

き
る
た
め

に
働
か
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
女
と
同
人
仲

間
で
あ
っ
た
大
久
保
貞
義
が
同
人
誌

時
代
を
回
想
し
て
、「（
三
苫
ひ
さ
か

は
）
今
こ
そ
久
住
の
町
に
せ
っ
せ
と

豆
腐
屋
を
営
ん
で
こ
そ
居
れ
、
彼
女

に
当
時
の
若
さ
と
夢
と
、
暇
と
を
与

え
て
み
ろ
、
彼
女
は
実
に
恐
る
べ
き

作
品
を
発
表
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ

て
い
る
。（『
大
分
新
聞
』
１
９
３
２

年
６
月
25
日
号
）

（
田
北
敏
彦
）

出
典
「
自
ら
発
光
体
に
な
ろ
う
ー
大
分
の
女
た

ち
ー
」
古
庄
ゆ
き
子
・
著
　（
２
０
０
５
年
）

三苫ひさか　－病弱、貧困のなか、作家への執念燃やす－

ま
る
ご
と
博
物
館
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最
終
回   

☆
竹
田
に
感
謝
☆

　
私
は
竹
田
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
と

て
も
長
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
ま
だ
２

年
半
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
は
４
月
か
ら
竹
田
を
離
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
日
本
を
去
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
今
月
が
最
後
の
投

稿
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
竹
田
の

こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
竹
田
で
の
生
活
を
長
く
感
じ
る
の

は
、
こ
の
ま
ち
に
と
て
も
な
じ
み
、
故

郷
の
実
家
に
い
る
よ
う
に
思
え
て
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
様
々
な
優
し
い
方
々
に
甘
え
て
、

色
々
助
け
て
も
ら
い
、
本
当
の
家
族
の

よ
う
に
思
え
る
人
が
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。
竹
田
を
去
っ
て
も
、
大
分
の

人
々
の
優
し
さ
、
自
然
の
美
し
さ
、
水

の
美
味
し
さ
、
そ
し
て
温
泉
の
気
持
ち

よ
さ
を
絶
対
に
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　
竹
田
の
市
民
と
し
て
、「
自
然
の
よ

さ
」
や
「
人
の
優
し
さ
」
を
誇
り
に
思
っ

て
ほ
し
い
。
私
は
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
「
ド
イ
ツ
っ
て
面
白

い
！
」
に
お
付
き
合
い
く
だ
さ
り
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
国
際
交
流
員
　
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
）

図書館に

行こう

４／１㈯に、記念イベント
　56年間の歴史に幕を下ろす現図書
館の閉館と、新しい図書館への本格
的な引越しが始まる日を記念してイベ
ントを計画しています。多くの皆さん
が楽しみながら新図書館のオープン
に関わっていただけるような楽しい催
しを企画中です。この日に、除籍本
（新しい図書館へ持っていかない本）
を皆さんに提供します。
　詳しい内容が決まりましたら告知放
送などを通じてお知らせしますので、
お気軽にご参加ください。

引越し作業などに
ご協力ください！
　内覧会が終わった後オープンまで
の間、新しい図書館へ本などを運び込
んだり、書架（本棚）に本を並べたり
といった膨大な作業が待っています。
この作業には多くの人手が必要になり
ます。もちろん図書館の職員も頑張り
ますが、皆さんにもお手伝いいただけ
ると助かります。みんなの力で新図書
館を船出させましょう。

新図書館のオープンは
５／21㈰
　市民の皆さんの20年越しの夢が、
ようやく実現します。
　平成８年に新しい図書館の建設を
望む強い要望を受けて、竹田市PTA連
合会図書館研究会が発足して以来こ
れまで、市民の皆さんや議会とも数え
切れないほど議論を重ねてきました。
その成果が凝縮された新図書館が、５
月21日㈰にオープンします。

３／25㈯・26㈰に
内覧会を開催します
　５月のオープンに先立ち、３月25
日㈯・26日㈰の両日、内覧会を行い
ます。出来上がったばかりで誰も足を
踏み入れていない新図書館をご覧い
ただきます。吹き抜けの空間に風の流
れを意識した流線型の書架（本棚）が
並び、その周囲には長く滞在したくな
るような空間と家具類が配置されてい
ます。
　また、２階の「展望学習室」や「ティー
ンズコーナー」からは館内が一望で
き、そこに腰を下ろせば学習意欲をか
きたてられること間違いありません。
　百聞は一見に如かず。ご自身の目と
感覚でお確かめください。
　内覧会は、両日とも午前10時から
午後３時まで行っています。ご都合の
つく時間帯にお越しください。

↑明るい外の光が差し込む新図書館の館内

↑順調に建設が進む新図書館

■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL・FAX 68-2200
■久住図書室（久住公民館）
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室（直入支所）
　TEL 75-2211・FAX 75-2217

今月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

4

8

1 3

9

2

10 11

15 16 17 18

22 23 24 25

5 6 7

12 13 14

19 20 21

26 27 28 29 30 31

※竹田市立図書館は全休です。

月３

↑３・４年「がんばれ！出会いの湯」

み　 とま
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市長コラム
〈第91回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

　市税等を口座振替にされている方につきまして、

残高不足により口座振替ができなかったときに「口

座振替不能通知書」をお送りしていましたが、平成
29年度からこの通知書の送付を廃止します。
　つきましては、口座振替日の前日までに口座の残
高確認をお願いします。
　振替日以後、残高不足等にお気付きのときは、納

付書を発行しますので、竹田市役所税務課または

各支所までお申し出ください。

　未納のまま申し出がないときは、納期限後20日以
内に「督促状」が発送されますのでご注意ください。

●お問い合せ　竹田市税務課　管理係
　☎63-1111（内線121・122）

↑乗用車の差し押えの様子
　（タイヤロック）

平
成
28
年
度

　滞
納
処
分
等
実
施
状
況
に
つ
い
て

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納

　
平
成
28
年
度
も
ひ
と
月
を
残
す
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
納
め
忘
れ
て
い

る
市
税
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
は
、
20
日
以
内
に
督
促
状

を
送
付
し
、
そ
の
発
送
日
か
ら
10
日

経
過
し
て
も
完
納
し
な
い
場
合
、
市

で
は
金
融
機
関
・
勤
務
先
・
保
険
会

社
等
滞
納
者
の
財
産
を
占
有
す
る

第
三
者
な
ど
に
対
し
て
財
産
調
査

を
行
い
ま
す
。
財
産
等
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
納
付
し
な
い
滞
納
者

に
対
し
て
は
財
産
の
差
し
押
え
を

行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
事
前
予
告
や

本
人
の
同
意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
せ
ず
、
事

情
の
あ
る
人
は
必
ず
納
付
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。
生
活
状
況
な
ど
を

聴
き
取
っ
た
う
え
で
、
一
定
の
条
件

に
該
当
す
れ
ば
徴
収
の
猶
予
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
竹
田
市
税
務
課

特
別
収
納
推
進
室
　
☎
63-

１
１
１

１
（
内
線
１
２
３
）
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

ストップ！滞納

■預貯金　　　90件 ■給　与　　  55件
■動　産　　 188件 ■不動産　　   １件
■その他債権　39件 　※家宅捜索　７件
　　　　　　　　　（※は差し押え件数には含まず）
　　　　
金額にして、約3,200万円差し押えによって徴
収しています。

■差し押えを実施した件数

　　  373 件
（平成28年４月～平成29年１月末現在）

「
軽
自
動
車
の
廃
車
」及
び「
名
義
変
更
」は

３
月
末
日
ま
で
に
お
手
続
き
を

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

時
点
で
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て

い
る
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。「
他

人
に
譲
っ
た
」「
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
出

し
た
」
と
い
う
場
合
も
、
廃
車
や
名

義
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い
と
軽

自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
。
早
め
の

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
手
続
き
窓
口
〕

①
原
付
自
転
車
と
小
型
特
殊
自
動

車
（
農
耕
用
及
び
一
般
）

　
↓
竹
田
市
税
務
課
及
び
各
支
所

②
二
輪
の
軽
自
動
車
（
１
２
６
cc
〜

２
５
０
cc
以
下
）
と
、
軽
四
乗
用

車
及
び
軽
四
貨
物
車

　
↓
大
分
県
軽
自
動
車
検
査
協
会

　（
☎
０
５
０-

３
８
１
６-
１
７
５
９
）

③
二
輪
小
型
自
動
車
（
２
５
１
cc
以

上
）↓ 

九
州
陸
運
局
大
分
運
輸
支

局
　（
☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
８
７
）

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
税
務
課 

課
税
係
　
☎
63-

１
１
１
１
（
内

線
１
２
６
）

「口座振替不能通知書」を
廃止します

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←２月19日、事務所＆
ショップのオープン記
念ライブを竹田城下町
で行ったDRUM TAO。
600人の観衆を動員。
「岡城桜まつり」の出
演も発表された

Ｔ
Ａ
Ｏ  

〜
不
死
鳥
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
未
来
〜

「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」

船
村
徹
先
生
が
ご
逝
去

　
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
ん
だ
、
作
曲

家
の
船
村
徹
先
生
（
84
歳
）
が
２
月
16

日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
に
と
っ
て
、
船
村
先
生
と
言

え
ば
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」
で
す
。
こ

の
曲
は
昭
和
48
年
に
作
詞
家
・
横
井

弘
、
作
曲
家
船
村
徹
と
い
う
黄
金
コ
ン

ビ
に
よ
っ
て
誕
生
。
実
際
に
竹
田
市
を

訪
れ
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
を
モ
チ
ー
フ

に
城
下
町
の
情
感
を
込
め
て
作
ら
れ

た
愛
惜
の
名
曲
で
す
。

　
竹
田
市
の
国
指
定
重
要
文
化
財
「
銅

鐘
」（
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
）
の
歌
と
い

う
こ
と
で
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

に
開
催
し
た
「
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年

祭
」
メ
イ
ン
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
決
定
。

お
よ
そ
40
年
の
時
を
超
え
、
船
村
先

生
自
身
の
歌
唱
に
よ
っ
て
リ
メ
イ
ク

さ
れ
、
竹
田
の
魅
力
と
と
も
に
全
国
発

売
し
ま
し
た
。

　
名
曲
の
い
つ
ま
で
も
褪
せ
ぬ
メ
ロ

デ
ィ
ー
の
よ
う
に
、
こ
の
竹
田
の
魅
力

を
発
信
し
続
け
る
こ
と
を
誓
い
、
追
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

　
岡
城
が
あ
る
。
高
原
が
あ
る
。
温
泉
が
あ
る
。
広
大
な
農

地
が
あ
る
。

　
平
成
17
年
に
１
市
３
町
が
合
併
し
て
新
生
・
竹
田
市
が
誕

生
し
た
時
、
私
は
こ
の
ま
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル（
潜
在
能
力
）

の
高
さ
に
大
き
な
可
能
性
を
意
識
し
た
人
間
の
一
人
で
あ

る
。
そ
の
魅
力
が
掛
け
算
で
き
れ
ば
必
ず
や
竹
田
市
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自
治
体
に
成
長
で
き
る
と
も
確
信
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
条
件
が
あ
る
。「
自
ら
の
持
つ
力
を
学

び
誇
る
こ
と
の
で
き
る
市
民
の
力
」
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
。
そ
の
力
は
今
を
生
き
る
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
誇
り

を
築
き
上
げ
た
先
人
た
ち
の
高
い
志
と
努
力
が
宿
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
同
時
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
も
う
ひ
と
つ
。
そ
の
力
を
う
ま
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で

き
る
マ
ン
パ
ワ
ー
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
理

想
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
成
し
遂
げ
る
青
写
真
は
、
行
政
が
責

任
を
持
っ
て
関
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
、
私
に
と
っ
て
の
竹
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
２
期
８
年
間
。
市
民
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
、
と
も
に
大
地
を
耕
し
、
種
を
ま
き
、
水
を
注
い
で

育
て
て
き
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
花
が
咲
き
始
め
た
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

　
花
の
い
い
香
り
が
漂
い
始
め
て
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ら
ぬ
元
気

の
い
い
若
者
た
ち
が
集
ま
り
始
め
た
。
い
ず
れ
花
は
実
と

な
っ
て
子
や
孫
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ

の
成
功
体
験
が
、
再
び
未
来
に
大
き
な
夢
と
勇
気
を
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
若
い
頃
の
思
い
巡
ら
し

で
あ
っ
た
が
、
温
泉
地
や
景
勝
地
が
多
く
の
人
々
で
に
ぎ

わ
っ
て
き
た
原
点
は
何
か
と
い
う
、
つ
ま
り
は
自
問
自
答
に

よ
っ
て
導
い
た
結
論
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
地
域
の

人
々
は
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
温
泉
が
あ
り
、

見
晴
ら
し
の
い
い
景
観
が
あ
る
こ
と
を
誇
り
得
た
」
の
で
あ

り
、「
他
の
地
域
の
人
々
は
そ
の
こ
と
に
憧
れ
た
」
か
ら
で

あ
る
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
っ
た
。

　
自
分
た
ち
に
授
け
ら
れ
た
世
界
の
素
晴
ら
し
さ
を
、『
当

た
り
前
だ
』
と
思
う
勘
違
い
が
地
域
を
衰
退
さ
せ
て
き
た
。

温
泉
が
湧
出
す
る
の
は
当
た
り
前
で
、
そ
れ
が
枯
渇
し
た

り
、
他
の
地
域
で
同
じ
よ
う
に
湧
出
す
る
は
ず
が
な
い
と
慢

心
し
た
地
域
の
凋
落
は
い
や
と
い
う
ほ
ど
教
え
ら
れ
た
。
城

下
町
に
し
て
も
し
か
り
で
あ
る
。
農
村
の
経
済
に
支
え
ら
れ

た
商
店
街
が
、
海
の
向
こ
う
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、
国
道
57
号
線
に
沿
っ
て
大
型
店
舗

が
建
ち
並
び
、
戦
後
か
ら
30
年
間
ほ
ど
栄
え
た
商
店
街
が

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
る
こ
と
な
ど
想
定
し
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
現
実
は
厳
し
い
。
そ
し
て
正
直
で
あ
る
。
さ

て
、
ど
う
す
る
か
。
意
外
に
も
、
ヒ
ン
ト
は
都
会
か
ら
来
た

若
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

『
時
代
が
求
め
て
い
る
の
は
何
か
』
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
る
若
者
た
ち
の
挑
戦
を
じ
っ
と
見
守
る
こ
と
に
し
た
ら
ど

う
か
。
そ
し
て
、
日
本
を
知
ら
な
い
、
む
ろ
ん
竹
田
市
と
い

う
小
さ
な
ま
ち
の
こ
と
も
知
ら
な
い
外
国
人
観
光
客
の
興
味

が
ど
こ
に
向
い
て
い
る
の
か
も
注
視
し
て
み
る
こ
と
だ
ろ

う
。

　
そ
ん
な
思
考
回
路
に
強
烈
な
光
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ

れ
は
、
久
住
高
原
に
生
ま
れ
た
和
太
鼓
集
団
の
Ｔ
Ａ
Ｏ
が
城

下
町
に
拠
点
を
移
し
て
舞
い
始
め
た
姿
か
ら
だ
っ
た
。

　
２
月
19
日
、
午
後
３
時
。
雷
鳴
と
ど
ろ
く
西
光
寺
に
６
０

０
人
を
超
え
る
異
邦
人
た
ち
が
陣
取
っ
た
。

　
時
代
の
風
が
う
な
り
を
あ
げ
て
城
下
町
を
包
み
込
ん
だ
。

　
不
死
鳥
に
導
か
れ
て
『
未
来
』
の
幕
が
開
か
れ
た
の
だ
。

　
も
う
ぐ
ち
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
停
滞

を
だ
れ
の
せ
い
に
し
て
も
い
け
な
い
。
道
は
険
し
く
と
も
、

勇
気
を
持
っ
て
未
来
へ
立
ち
向
か
う
こ
と
だ
。

↑2012年９月30日、くじゅうサンホー
ルのステージで歌う船村徹先生

国指定史跡 
岡城跡

家族無料
観覧券

有効期間
平成29年３月18日㈯～４月12日㈬まで

誇
り
と
憧
れ
が
還
流
す
る
ま
ち
を
い
ま
こ
そ

あ

ち
ょ
う
ら
く
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市長コラム
〈第91回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

　市税等を口座振替にされている方につきまして、

残高不足により口座振替ができなかったときに「口

座振替不能通知書」をお送りしていましたが、平成
29年度からこの通知書の送付を廃止します。
　つきましては、口座振替日の前日までに口座の残
高確認をお願いします。
　振替日以後、残高不足等にお気付きのときは、納

付書を発行しますので、竹田市役所税務課または

各支所までお申し出ください。

　未納のまま申し出がないときは、納期限後20日以
内に「督促状」が発送されますのでご注意ください。

●お問い合せ　竹田市税務課　管理係
　☎63-1111（内線121・122）
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平
成
28
年
度

　滞
納
処
分
等
実
施
状
況
に
つ
い
て

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納

　
平
成
28
年
度
も
ひ
と
月
を
残
す
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
納
め
忘
れ
て
い

る
市
税
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
は
、
20
日
以
内
に
督
促
状

を
送
付
し
、
そ
の
発
送
日
か
ら
10
日

経
過
し
て
も
完
納
し
な
い
場
合
、
市

で
は
金
融
機
関
・
勤
務
先
・
保
険
会

社
等
滞
納
者
の
財
産
を
占
有
す
る

第
三
者
な
ど
に
対
し
て
財
産
調
査

を
行
い
ま
す
。
財
産
等
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
納
付
し
な
い
滞
納
者

に
対
し
て
は
財
産
の
差
し
押
え
を

行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
事
前
予
告
や

本
人
の
同
意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
せ
ず
、
事

情
の
あ
る
人
は
必
ず
納
付
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。
生
活
状
況
な
ど
を

聴
き
取
っ
た
う
え
で
、
一
定
の
条
件

に
該
当
す
れ
ば
徴
収
の
猶
予
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
竹
田
市
税
務
課

特
別
収
納
推
進
室
　
☎
63-

１
１
１

１
（
内
線
１
２
３
）
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

ストップ！滞納

■預貯金　　　90件 ■給　与　　  55件
■動　産　　 188件 ■不動産　　   １件
■その他債権　39件 　※家宅捜索　７件
　　　　　　　　　（※は差し押え件数には含まず）
　　　　
金額にして、約3,200万円差し押えによって徴
収しています。

■差し押えを実施した件数

　　  373 件
（平成28年４月～平成29年１月末現在）

「
軽
自
動
車
の
廃
車
」及
び「
名
義
変
更
」は

３
月
末
日
ま
で
に
お
手
続
き
を

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

時
点
で
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て

い
る
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。「
他

人
に
譲
っ
た
」「
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
出

し
た
」
と
い
う
場
合
も
、
廃
車
や
名

義
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い
と
軽

自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
。
早
め
の

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
手
続
き
窓
口
〕

①
原
付
自
転
車
と
小
型
特
殊
自
動

車
（
農
耕
用
及
び
一
般
）

　
↓
竹
田
市
税
務
課
及
び
各
支
所

②
二
輪
の
軽
自
動
車
（
１
２
６
cc
〜

２
５
０
cc
以
下
）
と
、
軽
四
乗
用

車
及
び
軽
四
貨
物
車

　
↓
大
分
県
軽
自
動
車
検
査
協
会

　（
☎
０
５
０-

３
８
１
６-

１
７
５
９
）

③
二
輪
小
型
自
動
車
（
２
５
１
cc
以

上
）↓ 

九
州
陸
運
局
大
分
運
輸
支

局
　（
☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
８
７
）

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
税
務
課 

課
税
係
　
☎
63-

１
１
１
１
（
内

線
１
２
６
）

「口座振替不能通知書」を
廃止します

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←２月19日、事務所＆
ショップのオープン記
念ライブを竹田城下町
で行ったDRUM TAO。
600人の観衆を動員。
「岡城桜まつり」の出
演も発表された

Ｔ
Ａ
Ｏ  

〜
不
死
鳥
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
未
来
〜

「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」

船
村
徹
先
生
が
ご
逝
去

　
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
ん
だ
、
作
曲

家
の
船
村
徹
先
生
（
84
歳
）
が
２
月
16

日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
に
と
っ
て
、
船
村
先
生
と
言

え
ば
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」
で
す
。
こ

の
曲
は
昭
和
48
年
に
作
詞
家
・
横
井

弘
、
作
曲
家
船
村
徹
と
い
う
黄
金
コ
ン

ビ
に
よ
っ
て
誕
生
。
実
際
に
竹
田
市
を

訪
れ
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
を
モ
チ
ー
フ

に
城
下
町
の
情
感
を
込
め
て
作
ら
れ

た
愛
惜
の
名
曲
で
す
。

　
竹
田
市
の
国
指
定
重
要
文
化
財
「
銅

鐘
」（
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
）
の
歌
と
い

う
こ
と
で
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

に
開
催
し
た
「
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年

祭
」
メ
イ
ン
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
決
定
。

お
よ
そ
40
年
の
時
を
超
え
、
船
村
先

生
自
身
の
歌
唱
に
よ
っ
て
リ
メ
イ
ク

さ
れ
、
竹
田
の
魅
力
と
と
も
に
全
国
発

売
し
ま
し
た
。

　
名
曲
の
い
つ
ま
で
も
褪
せ
ぬ
メ
ロ

デ
ィ
ー
の
よ
う
に
、
こ
の
竹
田
の
魅
力

を
発
信
し
続
け
る
こ
と
を
誓
い
、
追
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

　
岡
城
が
あ
る
。
高
原
が
あ
る
。
温
泉
が
あ
る
。
広
大
な
農

地
が
あ
る
。

　
平
成
17
年
に
１
市
３
町
が
合
併
し
て
新
生
・
竹
田
市
が
誕

生
し
た
時
、
私
は
こ
の
ま
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル（
潜
在
能
力
）

の
高
さ
に
大
き
な
可
能
性
を
意
識
し
た
人
間
の
一
人
で
あ

る
。
そ
の
魅
力
が
掛
け
算
で
き
れ
ば
必
ず
や
竹
田
市
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自
治
体
に
成
長
で
き
る
と
も
確
信
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
条
件
が
あ
る
。「
自
ら
の
持
つ
力
を
学

び
誇
る
こ
と
の
で
き
る
市
民
の
力
」
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
。
そ
の
力
は
今
を
生
き
る
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
誇
り

を
築
き
上
げ
た
先
人
た
ち
の
高
い
志
と
努
力
が
宿
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
同
時
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
も
う
ひ
と
つ
。
そ
の
力
を
う
ま
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で

き
る
マ
ン
パ
ワ
ー
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
理

想
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
成
し
遂
げ
る
青
写
真
は
、
行
政
が
責

任
を
持
っ
て
関
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
、
私
に
と
っ
て
の
竹
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
２
期
８
年
間
。
市
民
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
、
と
も
に
大
地
を
耕
し
、
種
を
ま
き
、
水
を
注
い
で

育
て
て
き
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
花
が
咲
き
始
め
た
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

　
花
の
い
い
香
り
が
漂
い
始
め
て
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ら
ぬ
元
気

の
い
い
若
者
た
ち
が
集
ま
り
始
め
た
。
い
ず
れ
花
は
実
と

な
っ
て
子
や
孫
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ

の
成
功
体
験
が
、
再
び
未
来
に
大
き
な
夢
と
勇
気
を
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
若
い
頃
の
思
い
巡
ら
し

で
あ
っ
た
が
、
温
泉
地
や
景
勝
地
が
多
く
の
人
々
で
に
ぎ

わ
っ
て
き
た
原
点
は
何
か
と
い
う
、
つ
ま
り
は
自
問
自
答
に

よ
っ
て
導
い
た
結
論
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
地
域
の

人
々
は
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
温
泉
が
あ
り
、

見
晴
ら
し
の
い
い
景
観
が
あ
る
こ
と
を
誇
り
得
た
」
の
で
あ

り
、「
他
の
地
域
の
人
々
は
そ
の
こ
と
に
憧
れ
た
」
か
ら
で

あ
る
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
っ
た
。

　
自
分
た
ち
に
授
け
ら
れ
た
世
界
の
素
晴
ら
し
さ
を
、『
当

た
り
前
だ
』
と
思
う
勘
違
い
が
地
域
を
衰
退
さ
せ
て
き
た
。

温
泉
が
湧
出
す
る
の
は
当
た
り
前
で
、
そ
れ
が
枯
渇
し
た

り
、
他
の
地
域
で
同
じ
よ
う
に
湧
出
す
る
は
ず
が
な
い
と
慢

心
し
た
地
域
の
凋
落
は
い
や
と
い
う
ほ
ど
教
え
ら
れ
た
。
城

下
町
に
し
て
も
し
か
り
で
あ
る
。
農
村
の
経
済
に
支
え
ら
れ

た
商
店
街
が
、
海
の
向
こ
う
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、
国
道
57
号
線
に
沿
っ
て
大
型
店
舗

が
建
ち
並
び
、
戦
後
か
ら
30
年
間
ほ
ど
栄
え
た
商
店
街
が

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
る
こ
と
な
ど
想
定
し
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
現
実
は
厳
し
い
。
そ
し
て
正
直
で
あ
る
。
さ

て
、
ど
う
す
る
か
。
意
外
に
も
、
ヒ
ン
ト
は
都
会
か
ら
来
た

若
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

『
時
代
が
求
め
て
い
る
の
は
何
か
』
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
る
若
者
た
ち
の
挑
戦
を
じ
っ
と
見
守
る
こ
と
に
し
た
ら
ど

う
か
。
そ
し
て
、
日
本
を
知
ら
な
い
、
む
ろ
ん
竹
田
市
と
い

う
小
さ
な
ま
ち
の
こ
と
も
知
ら
な
い
外
国
人
観
光
客
の
興
味

が
ど
こ
に
向
い
て
い
る
の
か
も
注
視
し
て
み
る
こ
と
だ
ろ

う
。

　
そ
ん
な
思
考
回
路
に
強
烈
な
光
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ

れ
は
、
久
住
高
原
に
生
ま
れ
た
和
太
鼓
集
団
の
Ｔ
Ａ
Ｏ
が
城

下
町
に
拠
点
を
移
し
て
舞
い
始
め
た
姿
か
ら
だ
っ
た
。

　
２
月
19
日
、
午
後
３
時
。
雷
鳴
と
ど
ろ
く
西
光
寺
に
６
０

０
人
を
超
え
る
異
邦
人
た
ち
が
陣
取
っ
た
。

　
時
代
の
風
が
う
な
り
を
あ
げ
て
城
下
町
を
包
み
込
ん
だ
。

　
不
死
鳥
に
導
か
れ
て
『
未
来
』
の
幕
が
開
か
れ
た
の
だ
。

　
も
う
ぐ
ち
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
停
滞

を
だ
れ
の
せ
い
に
し
て
も
い
け
な
い
。
道
は
険
し
く
と
も
、

勇
気
を
持
っ
て
未
来
へ
立
ち
向
か
う
こ
と
だ
。

↑2012年９月30日、くじゅうサンホー
ルのステージで歌う船村徹先生

国指定史跡 
岡城跡

家族無料
観覧券

有効期間
平成29年３月18日㈯～４月12日㈬まで

誇
り
と
憧
れ
が
還
流
す
る
ま
ち
を
い
ま
こ
そ

あ

ち
ょ
う
ら
く



国指定史跡 岡城跡

家族無料観覧券

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

Taketa Public Relations

広報

３
2017  No.144

広
報
た
け
た

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

N
o.144　

平
成
29年

3月
1日
発
行
　
■
発
行
／
竹
田
市
　
〒
878-8555 大

分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650　

TEL 0974-63-1111　
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
U
RL〕

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
E-m
ail  taketa@

city.taketa.lg.jp　
■
編
集
／
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL 0974-63-1043　

FAX 0974-63-0995　
■
印
刷
／
佐
伯
印
刷
㈱

秘書広報係 ☎63-1043
すくすく1歳 平成29年４月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！

誕生日　親
（地区・自治会）

平成28年３月生まれ

郷土の植物 （335）

第144回
阿孫  久見

ヒメウラシマソウ（サトイモ科）

　
山
地
の
半
陰
地
に
な
っ
た
林
内

に
生
育
す
る
高
さ
30
㌢
ほ
ど
の
多

年
草
で
す
。
花
の
茎
は
葉
柄
よ
り
、

ず
っ
と
短
い
で
す
。

　
葉
は
１
個
で
長
い
葉
柄
の
先
端

に
７
〜
13
個
の
全
縁
で
長
楕
円
形

の
小
葉
が
鳥
足
状
に
分
か
れ
て
つ

き
ま
す
。
大
き
い
頂
小
葉
で
長
さ

14
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉

先
が
と
が
り
ま
す
。

　
春
の
頃
、
地
際
に
サ
ト
イ
モ
科

特
有
の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
を
し
た
仏

炎
苞
と
い
わ
れ
る
径
４
㌢
ほ
ど
の

暗
紫
色
に
白
い
線
の
入
っ
た
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
仏
炎
苞
の
筒
部
に

か
く
れ
て
見
え
ま
せ
ん
が
、
雄
し

べ
と
雌
し
べ
の
集
ま
っ
た
部
分
を

肉
穂
と
呼
び
、
そ
の
肉
穂
の
先
に

長
さ
20
㌢
ほ
ど
の
長
い
糸
状
の
付

属
体
（
写
真
）
を
真
上
に
突
き
出

し
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ

に
似
て
小
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
姫

浦
島
草
（
ヒ
メ
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
）
の

名
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ

の
語
源
は
細
い
糸
状
の
付
属
体
を

浦
島
太
郎
が
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い

る
の
に
見
立
て
た
も
の
で
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
山
系
な
ど
の
山

麓
の
林
内
で
稀
に
観
察
さ
れ
る
個

体
の
少
な
い
植
物
で
す
。
花
期
は

４
月
で
す
。

この券を切り取り、登城の際に料金所に提出してく
ださい。１枚につき１家族が無料で観覧できます。

竹田市教育委員会文化財課

木
の
芽
起
こ
し
の
雨
に

　会期　２月11日（土・祝）～３月12日㈰の間　
　　　　※会場により異なります

　会場　■gallery 傾く家　2011 年に移住してきた美術
ユニット・オレクトロニカによるギャラリー。 

　　　　〔場所〕竹田市大字竹田 2115-1
　・会期中のオープン日時：2/11㈯、12㈰、25

㈯、 26㈰、3/4㈯、5㈰、 11 ㈯、12㈰ 11:00
～ 17:00

　　　　■志保屋主屋　1865 年に建てられたという登
録有形文化財の蔵。３月５日まで開催され
るひなまつりの会場のひとつにもなってい
ます。

　　　　〔場所〕竹田市竹田町 507 
　　　　・会期中のオープン日時：毎日10:00 ～ 17:00
　　　　■たけたから　竹田市在住作家の作品をあつ

かうギャラリー。
　　　　　〔場所〕竹田市竹田町 233-1 

　・会期中のオープン日時：木・金・土 11:00
～ 18:00

　　　　■真抄洞 shinshodo　竹田市在住作家の作品
をあつかうギャラリー。在住作家による城
下町エリアにおける公開作品制作の場「真
抄洞実験室」を併設しています。 

　　　　〔場所〕竹田市大字竹田町 551 ・会期中のオー
プン日時：2/11㈯、12㈰、16㈭、19㈰、25
㈯、26㈰、3/2㈭、5㈰、9㈭、11㈯、12㈰ 
13:00 ～ 17:00

　　　問竹田アートカルチャー実行委員会事務局
　　　　☎ 090-4439-5216（担当：さわだ）

←竹田市における「アク
ティブ・ラーニング美
術教育推進事業事後学
習活動」の一環として
開催します！

城原小・竹田小・豊岡小・宮城台小 
「まちなか」で小学校４年生42名の作品展を鑑賞しよう

「竹田っ子ミュージアムを作ろっ！」展
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